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NEC Express 5800 シ U ■ズ 
Express 5800 /R120a-2 


八ードウエア編 

本装置のハードウエアについて説明します。 



各部の名称と機能（130ページ） 

本体の各部の名称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （143 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所やラックへの取り付け手順、背面コネクタへの接 
続について説明しています。 

基本的な操作 （158 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、およびフロッピーディスクや CD - ROM のセツト方法 
などについて説明しています。 


内蔵オプションの取り付け （168 ページ） 

別売の内蔵型オプションを取り付けるときにご覧ください。 

システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ （254 ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設定方法について説明しています。ま 
た、ユーティリティで設定したパラメータを保存している内部メモリ （CMOS 
メモリ ） のクリア方法およびマザーボードの内部の割り込みの設定についても 
説明します。 

RAID システムのコンフィグレーション （288 ページ） 

本装置内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明します。 

リセット （350 ページ） 

システムのリセット方法と内部メモリ （ CMOS メモリ ） のクリア方法について説 
明します。 
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130 各部の名称と機能 


各部の名称と機能 

本装置の各部の名称を次に示します。 


装置前面 



(1) フロントべゼル 

日常の運用時に前面のデパイス類と本体上面部の 
ドライブカバーを保護するカバー。添付のセキュ 
リティキーで□ックすることができる（—158 
ぺージ)〇 

(2) キース□ット 

フロントべゼルのロックを解除するセキュリティ 
キーの差し口（―158ページ)。 

(3) STATUS ランプ（緑色/アンバー色） 

本装置の状態を表示するランプ138ページ)。 
正常に動作している間は緑色に点灯する。異常が 
起きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(4) ACT ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに 
点灯する139ページ)。括弧数字の後の数字 
は「1」が LAN コネクタ1用で、「2」が LAN コネ 
クタ2用を示す。 


(5) DISK ACCESS ランプ（緑色/アンバー 
色） 

内蔵のハードディスクドライプにアクセスしてい 
るときに緑色に点灯する。内蔵のハードディスク 
ドライプのうち、いずれが1つでも故障するとア 
ンパー色に点灯する139ページ)。 

(6) POWER ランプ（緑色） 

電源を〇 N にすると緑色に点灯する。また、スタ 
ンバイ時には点滅する138ベージ)。 

(7) LMD ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯または点滅 
する。 
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装置前面（フロントべゼルを取り外した状態) 


2.5 インチディスクモデル 


前ページの 
⑶〜⑺を 
参照 


( 12 ) 


( 11 ) 
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3.5 インチディスクモデル 
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(1) 八ンドル(左右に1個ずつ) 

ラックからの引き出しやラックへ収納するときに 
持つ部分。 

(2) フロッピーディスクドライブベイ 

オプションのフ□ッピーディスクドライブを取り 
付ける場所（—249ページ)。 

(3) 光ディスクドライブ 

セットしたディスクの読み出しまたは書き込みを 
行う装置164ページ)。 

モデルや購入時のオーダによって以下のドライブ 
が搭載される。 

— DVD - R 〇 M ドライブ 
- DVD Super MULTI ドライブ 
(3)-1 強制イジェクトホール 
(3)-2 ディスクアクセスランプ 
(3)-3 トレーイジェクトボタン 

(4) 八ードディスクドライブベイ 

ハードディスクドライブを搭載するベイ_173 
ページ)。括弧数字のあとの数字は Port 番号を示 
す。標準構成では (4)-0 を除くベイにダミートレ 
イが搭載されている。 

(5) DISK ランプ（緑色/アンバー色） 

ハードディスクドライブにあるランプ （—14 〇 
ページ)。ハードディスクドライブにアクセスし 
ているときに緑色に点灯する。ハードディスクド 
ライブが故障するとアンバー色に点灯し、リビル 
ド中は緑色とアンノ X —色に交互に点滅する 
( RAID システム時のみ）。 

(6) バックアップデバイスベイ 

オプションの DAT ドライブや AIT ドライブなどを 
取り付ける場所（—238ページ)。 


(7) UID (ユ ニッ ト ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N /0 FF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もラー度押すと消灯する（—163ページ)。 
ソフトウェアからのコマンドによっても点灯また 
は点滅する。 

(8) POWER スイッチ 

電源を〇 N /0 FF にするスイッチ。一度押すと 
POWER / SLEEP ランプが点灯し、〇 N の状態にな 
る。もう一度押すと電源を〇 FF にする（—159 
ページ)。4秒以上押し続けると強制的に電源を 
〇 FF にする（—351ぺージ)。 

※本装置はスリープ機能をサポートしていませ 
ん〇 

(9) RESET スイッチ 

本装置をリセットするスイッチ （—35 〇ページ)。 

(10) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（—436ページ） 

(11) USB コネクタ 

USB インターフェースに対応している機器と接続 
するレ155ぺージ)。 

(12) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する（—155ページ)。 
背面のモニタコネクタと排他。 

(13) スライドタグ 

N 型番、シリアル番号を記載したラベルが貼り付 
けられている。 
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(15) 



(6) (5) 


(18) (19) (16) (18) (17)-2 (16) (18) (17)-1 (16) 


(1) フル八イト PCI ポード増設用ス□ット 

フルハイトタイプの PCI ボードを取り付けるス 
□ット （—210 ページ）。上から 3 B 、2 B スロッ 

ho 

(2) セットスクリュー 

ロジックカバーを固定するネジ。 

(3) □ープ□ファイル PCI ポード増設用ス□ッ 
卜 

ロープ□ファイルタイプの PCI ボードを取り付け 
るスロット。上から 3 C 、2 C 、1 C ス□ット。 

(4) AC インレット 

電源コードを接続するソケット。 

(5) AC POWER ランプ 

電源コードから AC 電源を受電すると緑色に点滅 
し、装置の電源が ON されると緑色に点灯する 
い142ページ)〇 

(6) 電源ユニット（パワーサプライスロット 1) 

本装置に DC 電源を供給する装置。 

(7) 電源ユニット増設用スロット（パワーサブ 
ライス□ット 2) 

オプションの電源ユニットを取り付けるスロット 
(—185ページ)。標準の状態ではプランクカバー 
が取り付けられている。 

(8) マウスコネクタ 

マウスを接続する （—155 ページ)。 

(9) キーポー ドコネクタ 

キーボードを接続する155ページ)。 

(10) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する（—436ページ)。 

(11) UID (ユニット ID ) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを〇 N /0 FF するス 
イッチ。スイッチを一度押すと、 UID ランプが点 
灯し、もう一度押すと消灯する（—163ページ)。 


(12) UID ランプ（青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する。ソフト 
ウェアからのコマンドによっても点灯/点滅する。 

(13) USB コネクタ 

USB インタフェースに対応している機器と接続す 
る155ページ)。 

(14) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続する（—155ページ)。 
前面のモニタコネクタと排他。 

(15) シリアルポートコネクタ （ COM ) 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(—155 ぺージ）〇 

また、専用回線に直接接続することはできませ 
ん〇 

(16) Speed ランプ（緑色/アンバー色） 

LAN の転送速度を示すランプ（—142ページ)。 

(17) LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する 
1〇〇 OBASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 対応の 
Ethernet コネクタ （—141 ページ)。括弧数字の 
後の数字は「1」が LAN コネクタ1で「2」が LAN 
コネクタ2を示す。 

システム BIOS のセットアップで Shared BMC 
LAN 機能を有効化することで、 LAN コネクタ1を 
運用 LAN だけでなく、マネージメント専用 LAN と 
しても使用することが可能。ただし、両方のデー 
夕を送受信する可能性があるため、性能およびセ 
キュリティの面で推奨しません （278 ページ)。 

(18) LINK / ACT ランプ（緑色） 

LAN のアクセス状態を示すランプ（—141ペー 
ジ) 。 

(19) マネージメント専用 LAN コネクタ 

100 BASE - TX /10 BASE-T 対応の Ethernet コネク 
夕 （—141 ページ)。 

運用 LAN としては使用できません。 

EXPRESSSC 〇 PE エンジン2等の接続に使用しま 
す。 



装置背面 


( 1 ) 


(2) (3) 


(4) 


































































134 各部の名称と機能 


装置外観 



(1) ドライブ カバー 

(2) ロジック カバー 

(3) 八ードディスクドライブベイ 

(4) バックアップデバイスベイ 

(5) フロッピーディスクドライブベイ 

(6) 光ディスクドライブ 
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装置内部 


図はプロセッサダクトを省略しています。 

2.5 インチディスクモデル 



(1) フロントパネルポード 

(2) 冷却ファン 

(2)-1 FAN 1 R 
(2)-2 FAN 2 R 
(2)-3 FAN 3 R 
(2)-4 FAN 4 R 
(2)-5 FAN 1 F (オプション) 
(2)-6 FAN 2 F (オプション) 
(2)-7 FAN 3 F (オプション) 
(2)-8 FAN 4 F (オプション) 

(3) サポートバー 


(4) 電源ユニット 

(5) マザーポード 

(6) ライザーカード 

(7) カバーオープンセンサ 

(8) RAID コント□ーラ 

RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)は 
「 RAID コントローラ専用スロット」に標準搭載 
(—2 10ぺージ)〇 

(9) プロセッサ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 
り付けられている） 

(10) DIMM (2 枚標準装備） 

(11) バックプレーン 
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3.5 インチディスクモデル 


(2)-5 (2)-1 (2)-2 (3) 


( 2)-6 



(2)-7 


(11) (2)-8 (2)-4 (2)-3 (10) 


(1) フロントパネルポード 

(2) 冷却フアン 

(2)-1 FAN 1 R 
(2)-2 FAN 2 R 
(2)-3 FAN 3 R 
(2)-4 FAN 4 R 
(2)-5 FAN 1 F (オプション) 
(2)-6 FAN 2 F (オプション) 
(2)-7 FAN 3 F (オプション) 
(2)-8 FAN 4 F (オプション) 

(3) サポートバー 


(4) 電源ユニット 

(5) マザーポード 

(6) ライザーカード 

(7) カバーオープンセンサ 

(8) RAID コント□ーラ 

RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当内蔵)は 
「 RAID コントローラ専用スロット」に標準搭載 
(—2 10ぺージ)〇 

(9) プロセッサ （CPU、 ヒートシンクの下に取 
り付けられている） 

(10) DIMM (2 枚標準装備） 

(11) バックプレーン 
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マザーポー 


(1) (2)(3) (4)(5) (6)(7) (8)(10) (9) (7)(11)(13) 



外部接続 
コネクタ 

(133 ベー 
ジ参照） 


装置背面 


(1) 電源コネクタ 

(2) USB バックアップデバイスコネクタ 

(3) USB FDD コネクタ 

(4) US 巳コネクタ（フロント） 

(5) SATA DVD コネクタ 

(6) SATA バックアップデバイスコネクタ 

(7) 未使用コネクタ 

(8) FAN コネクタ 

(9) オプション COM コネクタ 

(10) HDD BP コネクタ 

(11) 未使用ジャンパ 

( 1 2) パスワードクリアジャンパ 
い285ページ） 

(13) CM 0 S クリアジャンパ（—285ページ) 

(14) リチウムバッテリ 


(15) PCI ライザーカード用コネクタ（□ープロ 
ファイルのボード専用） 

搭載可能なボードの仕様については 「 PCI ボード 
(210 ページ)」を参照してください。 

(16) PCI ライザーカード用コネクタ（フル八イ 
卜の ポー ド用） 

搭載可能なボードの仕様については 「 PCI ボード 
(210 ページ)」を参照してください。 

(17) RAID コント□ーラ用コネクタ 

(18) USB メモリモジュールコネクタ 

( 1 9) フロントパネ』レ用コネクタ 

(20) フロントビデオ用コネクタ 

(21) DIMM ソケットい190ページ） 

(22) プ□セッサ （ CPU ) ソケット 
(22)-1 プロセッサ# 1( CPU #1) 

(22)-2 プロセッサ# 2( CPU #2) 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意味は次のとおりです。 

POWER ランプ （ t) 

本体の電源が ON の間、緑色に点灯しています。電源が本体に供給されていないときは消灯し 
ます。また、スタンバイ時には点滅します。 


STATUS ランプ （▲) 

ハードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点灯します。 STATUS ラン 
プが消灯しているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときはハードウエアになんらかの 
異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意味、対処方法を示します。 


_"〇 • ESMPRO をインストールしておくとエラーログを参照することで故障 

匯ョ の原因を確認することができます。 

• いつたん電源を OFF にして再起動するときに、 0 S からシャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理ができない場合は、強制電源 OFF をするか (351 
ページ参照)、一度電源コードを抜き差しして再起動させてください。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点灯 

正常に動作しています。 

— 

緑色に点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

BIOS セットアップユーテイリテイ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急に交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復可能エラーが多発してい 
ます。 

消灯 

電源が〇 FF になつている。 

電源を〇 N にしてください。 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 ( IERR ) 

いったん電源を〇 FF にして、電源を 
〇 N にし直してください。 POST の画 
面で何らがのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

( NMI ボタン押下時など） 

※ソフト要因のダンプ中は緑点灯の 
ままです。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンバー色に点灯 

温度異常を検出した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないがどうが確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧異常を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い0 


CPU 温度の異常を検出した。 



ChipSet の温度異常を検出した。 


アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらが一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらが一方の電源ユニッ 
卜の故障を検出した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
に連絡してください。 


ファンアラームを検出した。 

ファンユニットが確実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわらない場合は、保守サー 
ビス会社に連絡してください。 


温度警告を検出した。 

内部ファンにホコリやチリが付着し 
ていないかどうが確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に連絡してくださ 
い0 


電圧警告を検出した。 

保守サービス会社に連絡してくださ 


いずれかのハードディスクドライブ 
の故障を検出した。 

い0 


トップカバーが開いていることを検 
出し7こ。 

トップカバーを確認してください。 


ACT ランプ（晶） 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を行っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


DISK ACCESS ランプ （ i) 

DISK ACCESS ランプはハードディスクドライブベイに取り付けられているハードディスク 
ドライブの状態を示します。 

ハードディスクドライブにアクセスするたびにランプは緑色に点灯します。 

DISK ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、ハードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障したハードディスクドライブの状態はそれぞれのハードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 
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UID ランプ （ ID ) 

このランプは1台のラックに複数台の装置を設置しているときに、 UID スイッチを押すと、装 
置前面および背面の UID ランプが青色に点灯し、保守をしよラとしている装置を特定すること 
ができます。 UID ランプを消灯させるには UID ランプを再度、押してください。詳しくは「サー 
パの確認 （ UD スイッチ） （163 ページ)」を参照してください。 



リモート管理ソフトウェアなどからランプを点灯させることができます。 


ディスクアクセスランプ 

光ディスクドライブのディスクアクセスランプは、セツトされているディスクにアクセスして 
いるときに点灯します。 


八ードディスクドライブのランプ 

ハードディスクドライブベイに搭載されるハードディスクドライブにある DISK ランプは表示 
状態によって意味が異なります。 




• 緑色に点滅 

ハードディスクドライブにアクセスしていることを示します。 

• アンバー色に点灯 

RAID システムで論理ドライブを構成しているとき、取り付けているハードディスクドラ 
イブが故障していることを示します。 



RAID システムで論理ドライブ (RAID 1 、 RAID 10, RAID 5 、 RAID 50 、 RAID 6) 
を構成している場合は、1台 (RAID 6では2台)のハードディスクドライブが故障 
しても運用を続けることができます。しかし、早急にハードディスクドライブ 
を交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ハードディスク 
ドライブの交換はホットスワップで行います）。 
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LINK/ACT Speed |\ LINK/ACT Speed LINK/ACT Speed 

ランプ ランプ |\ランプ ランプランプ ランプ 



• LINK/ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給されていて、 
かつ正常に接続されている間、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポートが送受信 
を行っているときに緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク ( LAN ) 
コントローラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 


緑色とアンバー色に交互に点滅 


ハードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（故障ではあ 
りません）。 RAID システムでは、故障したハードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（才ートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とア 
ンバー色に交互に点灯します。 


リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンパ- 
に点灯し ます。 


-色 


リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中断されます。再起動 
してから八ードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、オートリビルド機能を使用するときは次の 
注意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にするとオートリ 
ビルドは起動しません)。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けの間隔は90秒以上あけて 
ください。 

• 他にリビルド中の八ードディスクドライブが存在する場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


LAN コネクタのランプ 

背面にある3つの LAN コネクタにはそれぞれ2つのランプがあります。 


〇〇 


@ — @ —@ 
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• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークの通信モードがどのネットワークインタフェースで動作さ 
れているかを示します。 

- 通常の運用で使用される2つの LAN コネクタは、1 〇〇〇 BASE - T と1 〇〇 BASE - TX 、 
10 BASE - T をサポートしています。アンパー色に点灯しているときは、 

1〇 OOBASE - T で動作されていることを示します。緑色に点灯しているときは、 
100 BASE - TX で動作されていることを示します。消灯しているときは、 10 BASE - 
T で動作されていることを示します。 

- 管理用として使用される LAN コネクタは、100 BASE - TX と 10 BASE - T をサポート 
しています。緑色に点灯しているときは、100 BASE - TX で動作されていることを 
示します。消灯しているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニツトには 、 AC POWER ランプがあります。 AC インレツトに電源コードを 
接続して AC 電源を電源ユニツトが受電すると緑色に点滅します。 

本装置の電源を〇 N にするとランプが緑色に点灯し ます。 本装置の電源を 〇 N にしてもランプが 
点灯しない、またはアンバー色に点灯または点滅する場合は、電源ユニツトの故障が考えら 
れ ます。 保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交換してください。 

AC インレツト 


パワーサプライメ 
スロット2 


AC POWER ランプ 


パワーサプライ 
スロット1 




オプションの電源 ユニッ トを搭載している場合は、一方の電源 ユニッ トが故障 
しても、もう一方の電源ユニットで運用を続けることができます（冗長機能)。 
また、故障した電源 ユニッ トはシステムを停止することなく、ホットスワップ 
(電源〇 N のまま）で交換できます。 


*1 2台の電源ユニット構成で、一方の電源ユニットにのみ電源コードが接続されていて、 AC 電源を受電していると、 
もう一方の（電源コードが接続されていない方の）電源ユニットのランプはアンバー色に点滅します。電源コード 
を接続すると、緑色の点滅に変わります。それでもアンバー色に点滅している場合は、保守サービス会社に連絡し 
て保守を依頼してください。 
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設置と接続 

本体の設置と接続について説明します。 



本装置は El A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 

ラックの設置 

ラックの設置については、ラックに添付の説明書（添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD の中 
にもオンラインドキュメントが格納されています）を参照するか、保守サービス会社にお問い 
合わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に依頼することもできます。 



警告 


AA 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
るまたは重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定以外の場所で使用しない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 

1 人で搬送•設置をしない 

• 

荷重が集中してしまうような設置はしない 


• 

1 人で部品の取り付けをしない • ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

• 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 

複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


• 

定格電源を越える配線をしない 


• 

腐食性ガスの発生する環境で使用しない 


次の条件に当てはまるよラな場所には、設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となります。 

• 装置をラックから完全に引き出せないような狭い場所。 

• ラックや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におラとつや傾斜がある場所0 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、冷蔵庫などの近く）。 
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• 強い振動の発生する場所0 

• 腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の 
存在する場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄な 
ど）や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 薬品類の近くや薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止加工が施されていないじゅラたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考え6れる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ、放送/通信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）の近く（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください)。 

• 本装置の電源コードを他の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければならない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで〇 N / OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近く （電源ノイズを発生する装置の近くに設置するときは電源配線の分離やノ 
イズフィルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行ってください)。 



ラック内部の温度上昇とエアフ□一について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気が不十分だったりすると、 
ラック内部の温度が各装置から発する熱によって上昇し、本装置の動作保証温 
度 （10°C 〜 35°C) を超え、誤動作をしてしまうおそれがあります。運用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
□一について十分な検討と対策をしてください。 

本装置では、前面から吸気し、背面へ排気します。 
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ラックへの取り付け/ラックからの取り外し 

本装置をラックに取り付けます（取り外し手順についても説明しています）。 



警告 


AG 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定以外の場所に設置しない 


A 注意 


AA 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は弊社製および他社ラックに取り付けることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱落防止のために、工場 
出荷時にスライドレールは左右ともに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがしてください。 
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• レールアセンブリの取り外し 

本体左右に取り付けられているスライ 
ド式のレールを取り外します。 


本体前面にあるロック解除ボタンを押 
しながら、レールを持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくすると、「カチッ」とロックさ 
れます。本体側面にあるレリーズレ 
パー（白色）を矢印の方向に引き、□ッ 
クを解除しながら本体が6取り外しま 
す0 




引き出してください。 


レール アセンブリを取り外すと、本体 
はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付け6れた状態になります。 



イン ナーレー ル 
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取り外したレールアセンブリは、レ 
バーを押しながら矢印方向へ動かし、 
もとに戻してください。 



m 


• レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再度取り付けます。 

• レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 


• レールアセンブリの取り付け 

レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラックの角穴に入れて取り付け 
ます。この時に「カチッ」と音がして、 
ロックされたことを確認してくださ 
い。 

右図は右側（前面）を示していますが、 
右側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もラー方のレールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はありません。 


レールアセンブリが確実にロックされて脱落しないことを確認してください。 

If エック| 
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• 本体の取り付け 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
A /\A 明をご覧ください。 

/ m\y • 1人で持ち上げない 
• 指を挟まない 


1. 左右のレールアセンブリのスライ 
ドレールをロックされるまで引き 
出す。 




2. 2人以上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
ブリに確実に差し込んでからゆっ 
くりと静かに押し込みます。 



装置側イン ナーレール 
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途中で本装置が□ツクされたら、 
側面にあるレリーズレバー（青色 
のレバーが左右にあります）を手 
前または、奥に押しながらゆつく 
りと押し込みます。 

完全に装置を押し込むと装置前面 
のロックがかかり装置を固定でき 
ます。 



• レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまつすぐ挿入してください。 

• 設置時は、左右のツマミを持ってゆっくりと確認しながら取り付けてく 
ださい。 



• 初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強い摩擦を感じることがありますが、製品に支障はありません。 

• 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時に途中で止まるこ 
とがあります。その場合一度装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してくださしヽ。左右のロックが完全にかかつたのを確認してから、 
その後左右のロックを解除させて再び装置を押し込んでください。 


3. 本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認する。 


• ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付ける際は、他装置と 
本装置の筐体が干渉していないことを確認してください。もし干渉して 
いる場合は、他装置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り 
付け直してください。 

• スライドレール部分の動作を確認してください。スライドレールがラッ 
クのフレームにあたり、引き出せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 
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• フロントべゼルの取り付け 


フロントべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに引っかけるようにしながら 
取り付けます。 



取り外し手順 

次の手順で本体をラックから取り外します。 


A 注意 


A A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してから、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティロックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. < オプシヨンのケーブルアームを 
取り付けている場合のみ> 
ケーブルアームを本装置から取り 
外す。 



セキュリティ キース □ット 
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4. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

「カチッ」と音がしてラッチされま 
す。 



5. 左右のレリーズレバー（青色）を 
手前または奥に押して、ロックを 
解除しながらゆっくりとラックか 
ら引ぎ出す。 



wO 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないでくださ 
Bto し〉。装置が落下するおそれがあり、危険です。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックから取り外す。 

• 複数名で装置の底面を支えながらゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部から荷重をかけないで 
ください。装置が落下するおそれがあり、危険です。 

• レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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レールアセンブリの取り外し 


次の手順でレールアセンブリを19インチラックから取り外します。 


A 注意 


A A 

AQ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で取り付け • 取り外しをしない 

• 指を挟まない 

• ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックから引き出さない 


1. 150ページの「取り外し手順」を参照し、本体をラックから取り外す。 


2. 本装置に添付のスライドレール（ア 
ウターレール）取り外し工具を用意 
する。 


3. レールアセンブリ前面側にある角穴 
に、取り外し工具を右図の向きで差 
し込む。 
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4. レールアセンブリのロックを解除す 
る 0 

右図のよラに、取り外し工具を矢印 
の方向に力を加えてロックを解除し 
ます。 



ロック用スプリング 



上から見た場合 


5. ロックを解除した状態でレールアセ 
ンプリをラックから取り外す。 
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6. レールアセンブリ背面側にある角穴 
に、取り外し工具を右図の向きで差 
し込み、レールアセンブリの□ック 
を解除する。 

右図のように、取り外し工具を回転 
させてロックを解除します。 

7. □ックを解除した状態でレールアセ 
ンプリをラックから取り外す。 


角穴 


前面から見た場合 




横から見た場合 
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本体に周辺装置を接続します。 

本体の前面と背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが用意されています。次 
ページの図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示します。周辺装置を 
接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつなげます。 


無停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
定、サーバスイッチ ユニッ トへの接続•設定などシステム構成に関する要求が 
ございましたら、保守サービス会社の保守員（またはシステムエンジニア）に 
お知らせ < ださい。 



警告 


A(§) 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• ぬれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定以外のコンセントに差し込まない 

A\A\ 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定以外の電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしな 

1、 


• 

指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 
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ディスプレイ装置〜 


M 占 マネ-ジメント IMl 
専用 LAN コネク 



USB 機器 ハブ/スイッチング 

八ブなど 


キーボード 


最後に添付の電源 
コー ドを コンセント 
に接続する。# 1 
UPS に接続する場合 
は次項の説明を参照。 


*1 電源コードは、 15 A 以下のサーキットブレーカに接続すること。 
*2 前面もしくは背面で排他。 


ディスプレイ装置ッ 



前面 



シリアルインタ ハブ/スイッチング 

フェースを持つ機器 ハプなど 


マウス 



USB 機器 



運用系ポート 
1000 BASE - T / 

10101 100 BASE - TX /2^1 

10 BASE-T I 




S 


[□□□□□□□□□甲 

I—I— it — II —II—I—II— II —II— - E 




□□□□□□□〔 


□□□□□□□□□ 


T 


面 

背 
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謂-〇 • 本体および接続する周辺機器の電源を OFF にしてから接続してくださ 
Bfa し)。 ON の状態のまま接続すると誤動作や故障の原因となります。 

• 弊社以外（サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブル 
を接続する場合は、お買い求めの販売店でそれらの装置が本装置で使用 
できることをあらかじめ確認してください。サードパーティの装置の中 
には本装置で使用できないものがあります。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続することはできません。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのポードを使用してください。 

• 電源コードやインタフェースケーブルをケーブルタイで固定してくださ 
い0 

• ケーブルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当たらないよう 
フォーミンクしてください。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分で少したるませる程度にフォー 
ミングしてください。装置を引き出したときに電源コードが抜けるのを 
防ぐためです。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないようにしてください。 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 

本体の電源コードを無停電電源装置 ( ups ) に接続する場合は、 ups の背面にある出カコンセン 
卜に接続します。詳しくは ups に添付の説明書を参照してください。 


<例> 

コンピュータインターフェースポート ( UPS ) 



入カコネクタ 電圧感度設定ボタン 

( NEMA 5-15 P ) 


本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS からの電源供給と連動（リンク）させ 
るために本体の BIOS 設定の変更が必要となることがあります。 

BIOS の 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択すると表示されるパラメータを切り替えることで設 
定することができます （ UPS を利用した自動運転を行う場合は、 「 Power 〇 n 」 を選択してく 
ださい）。詳しくは274ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


フロントべゼルの取り付け • 取り外し 


本体の電源の〇 N / OFF や光ディスクドライブ、バックアップファイルデバイスを取り扱うと 
き、ハードディスクドライブベイへのハードディスクドライブの取り付け/取り外しを行うと 
きはフロントべゼルを取り外します。 


フロントべゼルは、添付のセキュリティキーでロックを解除しないと開けるこ 
Bra とができません。 

フロントべゼルの取り付け•取り外し時に POWER スイッチを押さないよう注 
意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュリティキーを差し込み、キーをフロントべゼル側に軽 
く押しながら回してロックを解除する。 



2. フロントべゼルの右端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フロントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームから外し 
て本体から取り外す。 


フロントべゼルを取り付けると 



きは、フロントべゼルの左端の夕 
ブを本体のフレームに引っかけ 
るようにしながら取り付けます。 
取り付けた後はセキュリティの 
ためにもキーでロックしてくだ 
さい。 


タブ 
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電源の ON 


本体の電源は前面にある POWER スイッチを押すと〇 N の状態になります。 
次の順序で電源を ON にします。 



マザーポード上にある本装置を監視する「サーバーマネージメント論理回路」 
は、システム電圧の変化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続し 
た後や、電源を 〇 FF にした後は、電源が 〇 FF の状態から POWER スイッチを 押 
すまでに約30秒ほどの時間をあけてください。これは、通常の動作であり、 
サーバーマネージメント論理回路が要求するものです。 


1 . ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

✓ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 

2. フロントべゼルを取り外す。 

3. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが緑色に点灯し、しばらくするとディスプレイ装置の画面には 「NEC 
ロゴ」が表示されます。 


• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押すま 
で30秒以上の時間をあけてください。 

• 「NEC」 □ゴおよび□ゴ下側に何らかの文字が表示されるまでは電源を 
OFF にしないでください。 



POWER スイツチ 


「 NEC 」 ロゴを表示している間、本装置は自己診断プログラム ( POST ) を実行して 
本装置の診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 
POST を完了すると〇 S が起動します。 


^ POST 中に異常が見つがると POST を中断し、 エラー メッセージを表示します。 
111?! 395ぺージを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を〇 N にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セットアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 

出荷時の設定では POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 ロゴが表示されます。 （< Esc > キーを押すと、 

POST の実行内容が表示されます。） 

BIOS のメニューで < Esc > キーを押さなくても、はじめから P 〇 ST の診断内容を 
表示させることができます。 「 BI 〇 S のコンフイグレーシヨン」の rAdvanced 
(264 ぺージ)」にある rBoot-time Diagnostic Screen ] の設定を 「 Enabled 」 に 
切り替えてください。 


POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源〇 N から〇 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順をおって説明します。 



M[E(n 


謂"^ • POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作、リセットまたは 
Bto 電源 OFF、 電源ケーブルを抜かないようにしてください。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key」 
とキー入力を要求するメッセージを表示する場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS が要求しているためのものです。 
オプションの説明書を確認してから何かキーを押してください。 

• オプションの PCI ポードの取り付け/取り外し/取り付けているスロット 
の変更をしてから電源を 0N にすると、 POST の実行中に取り付けた 
ポードの構成に誤りがあることを示すメッセージを表示して POST を 
いったん停止することがあります。 

この場合はく Fl> キーを押して POST を継続させてくださしヽ。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 0 N 後、 POST が起動し、メモリチェックを始めます。 

ディスプレイ装置の画面左上に搭載メモリのサイズなどのメッセージが表示されま 
す。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了するまで 
に数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場合など、画面に表 
示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 
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2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU やマザーボード内のベースポードマネージメントコント□—ラな 
どを検出したことを知らせるメッセージです。 

3. しばらくすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されます。以下の表示内容 
は一例です。システムの設定状態によって表示が一部変わります。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F12 > to Network 

使用する環境にあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設定を 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている間に < F 2> キーを押します。 
設定方法やパラメータの機能については、「システム BIOS ( SETUP ) のセットアッ 
プ （254 ページ）」を参照してください。 SETUP を終了すると、自動的にもう一度 
はじめから POST を実行します。 

「く F 12> to Network 」 のメッセージは、ネットワークブート （ PXE ブート）を促す 
メッセージです。 < F 12> キーを押すことでネットワーク上のブートデバイスを検索 
し、起動します。 

4. 本体装置内蔵の RAID コント□ーラ （ N 8103 -1 1 6 A 相当または N 81 00-1 590専 
用内蔵）や、オプションの RAID コント□ーラ （ N 8103 -1 15/1 18 A )、 SCSI コ 
ント□—ラ、ネットワークカードを搭載している場合は、それぞれのボードが持つ 
巳 I 0 S セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示されます（その 
まま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動的に続けます）。以下は SCSI コン 
卜□ーラの場合の表示例です。 

Press < C t r L > < A> for SCSISeLectCTM) Utility! 

各ボードのユーティリティを起動する方法やボードが提供する機能、ユーティリ 
ティの操作方法については、各ボードの説明書を参照してください。 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 
本体の PCI バススロットに複数のオプションボードを搭載しているときは、次の順序 
で各ボードの情報を表示します。 


#3 B —#2 B — # 1 C —# 3 C —# 2 C 


5. BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 でパスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤ると本装置を起動できな 
くなります。この場合は、本装置の電源を〇 FR こしてから、約30秒ほど時間をあけ 
て〇 N にして本装置を起動し直してください。 


0S をインスI-ールするまではパスワードを設定しないでくださし、。 


6. POST を終了すると 0 S を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 


POST 中にエラーを検出するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、 
「 POST 中のエラーメッセージ （395 ページ)」を参照してください。 


詞_〇 保守サービス会社に連絡するときはデイスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となります。 



故障しているメモリは SETUP ユーテイリテイからでも確認できます （265 ベー 
ジ参照)。 


電源の OFF 


次の順序で電源を〇 FF にします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添付 
の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してください。 

1. 0 S のシャットダウンをする。 

2. 本体前面にある POWER スイッチを押す。 

P 〇 WER ランプが消灯します。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 



Windows Server のスタンバイ/休止機能は使用できません。 Windows のシャツ 
トダウンにてスタンバイ/休止を設定しないで下さい。 
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サーバの確認 （ UID スイツチ) 


複数の本装置を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれであるか 
を見分けるために装置の前面および背面には 「 UID (ユニット D ) ランプ」がもうけられています。 

UID (ユニット D ) スイッチを押すと UID ランプが点灯します。もう一度押すとランプは消灯 
します。 

ラック背面からの保守は、暗く、狭い中での作業となり、正常に動作している本装置の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイッチを使って保守す 
る本装置を確認してから作業をすることをお勧めします。 



UID スイツチ 



UID ランプ UID スイッチ 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本装置に装備されている光ディスクドライブには 
以下のタイプがあります。 

モデルや購入時のオーダによって以下のドライブが搭載されます。 

• DVD - ROM ドライブ（標準） 

多様な光ディスクの読み取りを行うための装置です。 

• DVD Super MLLTI ドライブ（オプション） 

多様な光ディスクの読み取り、書き込みを行うための装置です。 

DVD Super MLLTI ドライブのソフトウェア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）につ 
いては、添付されているライティングソフトウェア CD - R 〇 M 内の説明書を参照してください。 


A 注意 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
A /0\ などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 

W 0月をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上の 注意 

本装置を使用するときに注意していただきたいことを次に示します。これらの注意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 
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ディスクのセツト/取り出し 

ディスクは次の手順でセツトします。 


1 . ディスクをドライブにセットする前に本体の電源が ON ( POWER ランプが点灯) 
になっていることを確認する。 

2. ドライブ前面のトレーイジェクトポタンを押す。 


トレーが少し出てきます。 


3. トレーを軽く持って手前に引き出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す0 



4. ディスクの文字が印刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


5. 図のように片方の手でトレーを持 
ちながら、もう一方の手でトレー 
の中心にある駆動部分にディスク 
の穴がはまるように指で押して、 

ト レーに セツトする。 



ディスクのこの部分を押す 
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6. トレーの前面を軽く押して元に戻 
す0 


w-O ディスクのセツト後、ドライブの駆動音が大きく聞こえるときはディスクを 
ito セツトし直してください。 



ディスクの取り出しは、ディスクをセツトす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き出します。 

アクセスランプが点灯しているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点灯していないことを確認してく 
ださい。 

右図のように、片方の手でトレーを持ち、も 
ラー方の手でトレーの中心にある駆動部分 
を押さえながらディスクの端を軽くつまみ 
上げるようにしてトレーから取り出します。 



ディスクを取り出したらトレーを元に戻し 
てください。 




ハードウェア編 167 


取り出せなくなったときの方法 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクが取り出せない場合は、次の手順に従ってディス 
クを取り出します。 

1. POWER スイッチを押して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消灯）にす 
る 0 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の 
金属製のピン（太めのゼムクリップ 
を引き伸ばして代用できる）を卜 
レーの前面にある強制イジェクト 
ホールに差し込んでトレーが出てく 
るまでゆっくりと押す。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

5. トレーを押して元に戻す。 


• つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 



強制イジ ェクトホール 


ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点に注意して取り扱ってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください0 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないでください。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具の近くなど温度の高くなる場所には置かないでください。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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内蔵オプシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


m 




オプションの取り付け/取り外しはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついてはその 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り外しを行 
わせるようお勧めします。 

オプションおよびケーブルは弊社が指定する部品を使用してください。 
指定以外の部品を取り付けた結果起きた装置の誤動作または故障 • 破損 
についての修理は有料となります 

ハードウェア構成を変更した場合も、必ず 「EXPRESSBUILDER」 
DVD を 使っ たシステムをアップデートしてください （9 1ページを参 
照 ）0 


安全上の注意 


安全に正しくオプションの取り付け/取り外しをするために次の注意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


A ③ 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧くだ 
さい0 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取り外さない 

• ブラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AA 

A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• 感電注意 
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静電気対策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分注意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に筐体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するよラにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行ラ場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着衣 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- 各部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないでください。 

- 部品を保管 • 運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れてください。 
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取り付け/取り外しの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をする前に準備をします。 


1. os のシャットダウン処理を行う。 

ハードディスクドライブや増設電源ユニットで、ホットスワップで増設ができる場 
合は、シャットタ'ウン処理をする必要はありません。 


2. セキユリテイキーでフロントべゼル 
のロックを解除して、フロントべゼ 
ルを取り外す。 


3. POWER スイッチを押して本装置 
の電源を OFF ( POWER ランプ消 
灯）にする。 

4. 本装置に接続しているすべての 
ケーブルおよび電源コードを取り 
外す。 

以上で完了です。部品の取り付け 
取り外しにはプラスドライパとマ 
イナスドライバが必要です。用意 
してください。 




ハードディスクドライブと電源ユニットを除く内蔵部品の取り付け/取り外しの作業は本装置 
をラックから引き出した状態で行います。 


A 注意 


A\A\ 

A A 


(S) 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 日:卞 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 
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1. 170ページを参照して準備をする。 


^ 保守をしようとしている装置を確認するために UID スイッチを押すことで点灯 

g エック| する UID ランプを利用してください。 


2. 本装置前面の左右にある□ック解 
除ポタンを押しながら本装置を 
ゆっくりと静かにラックから引き 
出す。 

引き出している途中でロックされ 
ます。ロックされたところで引き 
出しは c す0 



ラックへ収納するときは、左右のレリーズレ 
パー清色）を手前または、奥に押しながら 
再度、ラックへ押し込みます。 



W"0 レノ（一やレールで指を挟まないよう十分注意してください。 
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取り付け/取り外し後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、確実に取り付けてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認する 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を〇 N にすると誤動作の原 
因となります。 

• 装置内部の冷却効果について確認する 

内部に配線したケーブルが泠却用の穴をふさいでいないことを確認してください。泠却 
効果を失ラと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユーティリティや BIOS セットアップユーティリティ 
などのツールを使って正しく取り付けられていることを確認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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八ードディスクドライブ 


本装置の前面にはハードディスクドライブベイがあります。 

モデルによって取り付けられるディスクインタフェースとドライブのサイズ•搭載数が以下の 
ように異なります。また、搭載するスロットによってハードディスクドライブの D (チャネル 
番号または Port 番号)が固定で決められています。 

ハードディスクドライブは専用のドライブキャリアに搭載された状態で購入できます。また、 
ドライブキャリアに搭載された状態のまま装置に取り付けます。 

• 3.5 インチディスクモデル 

ハードディスクドライブベイには最大で6台のハードディスクドライブを搭載すること 
ができます。搭載するスロットによってポート番号が固定で決められています。下図を 
参照してください。 


弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、ハードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください （2009 年12月現在)。 

一 N 8150 -209A(250GB、 7200_、 SATA2/300) 

一 N 8150 -274(500GB、 7200_、 SATA2/300) 

一 N 8150 -275(750GB、 7200_、 SATA2/300) 

一 N 8150 -263(1 TB、 7200_、 SATA2/300) 

一 N81 50-287(146.5GB . 15000 rpm, SAS) 

一 N 8150 -288(300GB、 15000_、 SAS) 

一 N 8150-245 (450GB、 1 5000rpm、SAS) 


PortO Port 3 
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• 2.5 インチディスクモデル 

ハードディスクドライブベイには最大で8台のハードディスクドライブを搭載すること 
ができます。搭載するス□ットによってポート番号が固定で決められています。下図を 
参照してください。 


wO 弊社で指定していないハードディスクドライブを使用しないでください。サー 
匯ョ ドパーティの八ードディスクドライブなどを取り付けると、ハードディスクド 
ライブだけでなく本体が故障するおそれがあります。次に示すモデルをお買い 
求めください（2009年12月現在）。 

一 N 8150 -276(1 60GB、 7200_、 SATA2/300) 

一 N 8150 -277(500GB、 7200_、 SATA2/300) 

一 N 8150 -702 (50GB、SSD) 

一 N 8150 -256(146.5GB、 1 OOOOrpm, SAS) 

一 N 8150-268 (300GB、 10000_、 SAS) 

一 N 8150 -258(73.2GB、 15000_、 SAS) 

一 N 8150 -269(146.5GB、 15000 rpm、SAS) 


m 


N 8100-1590サポート HDD (2009 年12月現在)。 

一 N81 50-300(146.5GB, 10000_、 SAS) 
一 N81 50-301 (300GB. 10000_、 SAS) 

一 N 8150 -302 (73.2GB、 15000_、 SAS) 

一 N 8150 -303(146.5GB、 15000_、 SAS) 
一 N 8150 -702 (50GB、SSD) 


Portl PortO 


Port4 Port5 






































































ハードウェア編 175 


ハードディスクドライブベイは、出荷時の構成で本体装置内蔵の RAID コントローラに接続さ 
れています。これらのハードディスクドライブを RAID システムで使用する場合は、以下を参 
照してください。 



本体装置内蔵の RAID コントローラ 


• 本体装置内蔵の RAID コントローラ ( N 8103-116 A 相当内蔵)を使用する場合 

RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を 
使用します。 

詳細は、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （288 ページ ）、 「Universal RAID 
Utility 」（375 ページ）を参照してください。 

• 本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8100 -1590 専用)を使用する場合 

RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebBIOSJ や 、 「Universal RAID Utility 」 を 
使用します。 

詳細は、「 N 8100-1590専用 RAID コント□—ラ RAID Controller Management Utility 
Software 」 に格納の 「Universal RAD Utility 」(375 ページ）を参照してください。 

• オプションの RAD コント□—ラ ( N 8103 -1 15/1 18 A ) を使用する場合 

RAID システムの構築、設定、管理には、 「 WebBIOS 」 や 、 「Universal RAID Utility 」 を 
使用します。 

詳細は、オプションの RAID コント□—ラに添付の説明書 、 「Universal RAID UtilityJ 
(375 ページ）を参照してください。 

PortO のベイを除くハードディスクドライブベイには夕'ミートレイが入っています。夕'ミート 
レイは装置内部の泠却効果を高めるためのものです。八ードディスクドライブを搭載しない場 
合には夕'ミートレイを取り付けてください。 
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取り付け 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り付けます。その他のス□ットへの取り付けも同 
様の手順で行えます。 


WO RA 旧システム構成する場合、同じ仕様（同一容量、同一回転数、同一規格) 
Ifa の八ードディスクドライブを使用して、ディスクアレイを作成してください。 



ハードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り付け/取り外 
しを行うことができます。 


3.5 インチ八ードディスクドライブの取り付け 


3.5 インチディスクモデルの手順を次に示します。 

2.5 インチディスクモデルの場合は、「2.5インチハードディスクドライブの取り付け」 (178 
ページ）を参照してください。 


1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは本装置に6つあります。 Port 番号の小さい順に取り付けてください 。 Port 
はス□ットの位置で決まっています。 


3. 


ダミートレイを取り外す。 


夕'ミートレイは PortO 以外のス 
□ットに取り付けられています。 




m 


• ダミートレイは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレイを取り付けてく 
ださい。 
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5. ドライブキヤリアと八ンドルを 
しっかりと持ってス□ットへ挿入 
する。 



• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってくださし、。 


6. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチッ」と音がしてロックされます。 


• 八ンドルとドライブキヤリアに指を挟まないように注意してくださし、。 

• さらにしつかり入っているか、再度押し込んでください。 


^ 押し込むときにハンドルのフックがフレームに弓 I っががっていることを確認 
してください。 


7. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「Boot」 メニュー 
(282 ページ）で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティキーでロックします。 




























178 内蔵オプションの取り付け 


2.5 インチ八ードディスクドライブの取り付け 


2.5 インチディスクモデルの手順を次に示します。 

3.5 インチディスクモデルの場合は、「3.5インチハードディスクドライブの取り付け」 (176 
ページ）を参照してください。 


1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. ハードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 

ス□ットは本装置に8つあります。 Port 番号の小さい順に取り付けてください（「2.5 
インチディスクモデル」（174ページ）を参照）。 


3. ダミートレイを取り外す。 


夕'ミートレイは PortO のベイを除 
く八ードデイスクドライブベイに 
入っています。 



• ダミートレイは大切に保管しておいてください。 

• ダミートレイは装置内部の冷却効果を高めるためのものです。八ード 
ディスクドライブを搭載しない場合には、ダミートレイを取り付けてく 
ださい。 
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6. ドライブキヤリアの前面に指をそ 
兄る。 


7. ドライブキャリアを押して突き当 
たるまでス□ットへ挿入する。 




• ハンドルのフックがフレームに当たるまで押し込んでください。 

• 八ンドルで指を挟まないよう注意してください。 


























180 内蔵オプションの取り付け 



wO ハンドルとトレーに指を挟まないように注意してください。 
■ョ さらにしつかり入っているか、再度押し込んでください。 


〆 押し込むときにハンドルのフックがフレームに引つががつていることを確認 
U エッ^! してください。 


9. 本装置の電源を 0 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
(282 ページ）で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

10. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 

フロントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティキーで□ックします。 
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取り外し 

次に示す手順でハードディスクドライブを取り外します。 

3.5 インチ八ードディスクドライブの取り外し 

3.5 インチディスクモデルの手順を次に示します。 

2.5 インチディスクモデルの場合は、「2.5インチハードディスクドライブの取り外し」 （182 
ページ）を参照してください。 




ハードディスクドライプが故障したためにディスウを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているス□ットをあら 
がじめ確認してください。 



1. 

2 . 


170ページを参照して準備をする。 

レバーを押してロックを解除し、 
八ンドルを開く。 


3. 


4 . 


八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 

ハードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているスロットにダミー 
トレイを取り付ける。 




□口®□□口®□□口 
























182 内蔵オプションの取り付け 


2.5 インチ八ードディスクドライブの取り外し 

2.5 インチディスクモデルの手順を次に示します。 

3.5 インチディスクモデルの場合は、「3.5インチハードディスクドライブの取り外し」 (181 
ページ）を参照してください。 


Wiry] 


ハードディスクドライプが故障したためにディスウを取り外す場合は、ハード 
ディスクドライプの DISK ランプがアンバー色に点灯しているスロットをあら 
かじめ確認してください。 



□□□ 

□□□□ 

□□□□ 

◎□口© 

□ □□□ 
◎□口® 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□□ 
□ □□1 


DISK ランプ 


1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. レバーを押してロックを解除す 
る 0 



5. 本装置の電源を 0 N にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 



000000© ©〇〇 
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ハンドルを持って引き出さないでください。ハンドルが破損するおそれがあり 
If エック] ます。 


5. ハードディスクドライブを取り外したまま本装置を使用する場合は、空いているス 
□ットにダミートレイを取り付ける。 

6. 本装置の電源を ON にして、 SETUP ユーティリティを起動して 「 Boot 」 メニュー 
(282 ページ）で起動順位の設定をする。 

ハードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

7. 取り外したフロントべゼルを取り付ける。 












184 内蔵オプシヨンの取リ付け 


RAID システム構成でのハードディスクドライブの交換について 

RAID システム構成の場合、故障したハードディスクドライブの交換後、交換した新しいハー 
ドディスクドライブに交換前までの情報を記録することにより、故障を起こす以前の状態に戻 
すことのできる才ートリビルド機能を使用することができます。 

オートリビルド機能は RAID 1、 RAID 10 、 RAID 5, RAID 50, RAID 6 に設定されている論 
理ドライブで有効です。 

オートリビルドは故障したハードディスクドライブをホットスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に行われます。 

オートリビルドを行っている間、ハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアン 
バー色に交互に点灯してオートリビルドを行っていることを示します。 


_"〇 オートリビルドに失敗すると、八ードディスクドライブにある DISK ランプが 
アンバー色に点灯します。八ードディスクドライブの取り外し/取り付けをも 
う1度行い、オートリビルドを試みてください。 


オートリビルドを行うときは次の注意を守ってください。 

• ハードディスクドライブが故障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
〇 FF にしないでください。 

• ハードディスクドライブの取り外し/取り付けは90秒以上の間隔をあけて行ってくださ 
い0 

• 他にリビルド中のハードディスクドライブがある場合はディスクの交換を行わないでく 
ださい（リビルド中はハードディスクドライブにある DISK ランプが緑色とアンバー色に 
交互に点灯しています)。 
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万一、電源ユニット （1 台）が故障してもシステムを停止することなく運用することができま 
す（冗長機能)。 

取り付け 

次の手順に従って電源ユニットを取り付けます。 


1 . 170ページを参照して準備する。 


必ず電源を OFF にしてください。誤動作や故障の原因となります。 




取り外したカバーは大切に保管しておいてください。 



























186 内蔵オプションの取り付け 


4. とつ手をにぎりしっかりと押し込 
む。 

「カチッ」と音がしてロックされま 
す。 




5. 電源コード （2 本）を接続する。 

標準で添付されていたものと増設 
した電源ユニットに添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると AC POWER ランプが緑 
色に点滅します。 

コードを接続していない電源ユ 
ニットの AC POWER ランプはアン 
バー色に点灯します。 

電源コードを接続すると、2台の電 
源ユニット共に AC POWER ランプ 
は緑色に点滅します。 

6. 本装置の電源を ON にする。 



AC POWER ランプが緑色に点灯します。 


\@@ 

—rrrrr 

—rrrrrrr^ 

—rrrrrrr^ 

—rrrrrrr〆 

—rrrrrrr- 
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7. STATUS ランプや POST で電源ユニットに関するエラー表示がないことを確認する。 

エラー表示の詳細については395ページを参照してください。 

また 、 AC POWER ランプが消灯している場合は、もう一度電源ユニットを取り付け直 
してください。それでも同じ表示が出たときは保守サービス会社に連絡してください。 

故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ行います。 


A 注意 


A 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 m ページ以降の説 
明をご覧ください。 

• 感電注意 


正常に動作している電源ユニットを取り外さないでください。 



本装置の電源ユニットを冗長構成 （2 台で運用）にしているとき、そのうちの1 
台が故障した場合は、システム稼働中（電源〇 N の状態）に故障した電源ユニッ 
卜を交換できます（次の手順2をとばしてくださしヽ）。 


1 . 背面にある電源ユニットのランプの表示 (AC POWER ランプがアンバー色に点灯 
または点滅）で故障している電源ユニットを確認する。 

2. システムを終了し、 POWER スイッチを押して電源を OFF にする。 

3. 故障している電源ユニットの AC コードを抜く。 


4. 電源ユニットのとつ手をにぎり、 

レノ (一を押さえながら手前に引く。 

5. 電源ユニットを取り外す。 

6. 電源ユニットを交換せず1台の電 
源ユニットで運用する場合は、 
「取り付け」の手順2で取り外し 
たブランクカバーを取り付ける。 



装置内部の冷却効果を保持するためにも電源ユニットを取り付けていないス 
□ッ トにはブランクカバーを取り付けてください。 


7. 「取り付け」の手順5〜7の手順を参照して電源ユニットを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 



















188 内蔵オプションの取り付け 


ドライブカバー 


ファンおよび、 CPU 、 バックアップデバイスの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変 
更するときはドライブカバーを取り外します。 

取り外し 

1 . 170ページを参照して準備する。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 


3. ドライブカバーにある□ックボタ 
ンを押しながら装置前面へスライ 
ドさせる。 

4. ドライブカバーを持ち上げて本体 
から取り外す。 


取り付け 

ドライブカバーを取り付けるときは、ドライ 
ブカバーのタブが本体 フレームに 確実に差 
し込まれていることを確認して、ドライブカ 
バーを背面へスライドさせてください。ドラ 
イブカバーを本体背面に向かってスライド 
させると「カチッ」と音がしてドライブカ 
バーがロックされます。 


このときにロックボタンの状態を確認して 
<ださい。確実にロックされるとロックボタ 
ンが上に上がった状態になります。下に押さ 
れた状態（くぼんだ状態）の時はドライブカ 
パーをもう一度本体背面に向けてスライド 
させてください。それでもロックされない場 
合は、いったんドライブカバーを取り外して 
から、もう一度取り付け直してください 
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ロジックカバー 


DIMM および、 CPU 、 PCI ボードの取り付け/取り外しや内部のケーブル接続を変更するときは 
□ジックカバーを取り外します。 


取り外し 


1 . 170ページを参照して準備する。 


2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 


3. ロジックカバーの背面にあるセッ 
トスクリューをゆるめ装置背面へ 
スライドさせる。 

4. □ジックカノ（一を持ち上げて本体 
から取り外す。 



取り付け 


ロジックカバーを取り付けるときは、□ジッ 
クカバーのタブが本体フレームに確実に差 
し込まれていることを確認して、ロジックカ 
パーを前面へスライドさせてください。最後 
に背面にあるセツトスクリューを固定して 
ください。 



^ ロジックカバーの取り付け時、閉まりにくい場合は、ドライプカバーも取り外 
If エック| し、ロジックカバーを先に取り付けてください。 























190 内蔵オプションの取り付け 


DIMM 


DIMM(Dual Inline Memory Module ) は、本装置のマザーボード上の DIMM ソケツトに取り付け 
ます。マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが12個あります。 



メモリは最大 192GB(16GBX12 枚)まで増設できます（標準装備の DIMM も交換 
が必要）。標準出荷構成では、 CPU1-DIMM1 と CPU1-DIMM2 に 1GB の DIMM を 
搭載しています。 



• DIMM は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてからポードを取り扱ってください。ま 
た、ポードの端子部分や部品を素手で触ったり、ポードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関する説明は169ページで詳しく 
説明しています。 

• 指定以外の DIMM を使用しないでください。サードパーテイの DIMM な 
どを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーポードが故障するおそれが 
あります。また、これらの製品が原因となった故障や破損についての修 
理は保証期間中でも有料となります。次に示すモデルをお買い求めくだ 
さい （2009 年12月現在)。 


一 N 8 102-326 
一 N 8 102-327 
一 N 8 102-328 
一 N 8 102-329 
一 N 8 102-337 


1 G 巳増設メモリポード 
2 GB 増設メモリポード 
4 GB 増設メモリポード 
8 GB 増設メモリポード 
16 GB 増設メモリポード 


N 81 02-351 2 GB 増設メモ U ポード* 
N 8 102-352 4 GB 増設メモリポード* 
N 8 102-353 8 GB 増設メモ U ポード* 
N 8 102-354 1 6 GB 増設メモ U ポード* 
N 8 102-355 32 GB 増設メモ U ボード* 


* メモリミラーリング機能またはメモリロツクステツプ機能対応 
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DIMM の増設順序 

1 CPU 構成時と 2 CPU 構成時でメモリの増設順序が違います。 

1 CPU 構成時は DIMM ス□ット番号の小さい順に増設してください。 

2 CPU 構成時は各 CPU の DIMM ス□ット番号の小さい順に交互に増設してください。 

容量の大きいメモリからス□ット番号の小さい順に増設してください （8 GB —4 GB —2 GB — 
1 GB )。 


1CPU 

構成 


2CPU 

構成 

6 

12 

4 

10 

2 

8 


9 

3 

11 

5 


前面側 


背面側 




m 


CPU 2 を実装していない場合、 CPU 2_ DIMM 1 〜6は使用できません。 




• 標準メモリまたは N 81 02-326/327/328/329/337 搭載時はメモリミラーリ 
ングおよびメモリロックステップ機能は、サボートしていません。 


• 出荷時の2枚の 1 GB DIMM メモリおよび 1 GB 増設メモリボードは x 4 

SDDC に対応しておりません。 X 4 SDDC 機能を利用する場合は、 2 GB / 
4 GB /8 GB /16 GB 増設メモリボードを搭載する必要があります。 






































































192 内蔵オプションの取り付け 


メモ U クロック 


CPU と 8 GB / 1 6 GB * 増設メモリボードの搭載有無により、メモリクロックが異なります。 

* :1 枚あたりのメモリ容量 

• Xeon E 5502 /E 5504 

搭載するメモリによらず、 800 MHz のメモリクロックで動作します。 

• Xeon E 5520/X5550/X5570 

以下の条件を満たす場合は、 800 MHz のメモリクロックで動作します。それ以外の場合 
は、1066 MHz のメモリクロックで動作します。 


【条件】 

8 GB / 1 6 GB * 増設メモリボードを増設していて、かつ CPU あたり4枚以上のメモリを搭載 
している。 

* :1 枚あたりのメモリ容量 

【例】 

800 MHz 動作 | I"800 MHz 動作 


CPU1_DIMM1 CPU1.DIMM4 


CPU2.DIMM4 CPU2.DIMM1 



メモリ RAS 機能 

本装置では、メモリ RAS 機能として「標準機能 （ X 4 SDDCECC メモリ）」、「メモリミラーリン 
グ機能」と「ロックステップ （ X 8 SDDCECC メモリ）機能」を持っています。ただし、メモ 
リミラーリングと□ックステップ機能を利用する場合は、「メモリ機能の利用」 （197 ページ) 
を参照してください。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 


_"〇 本装置では、ロープ□ファイル （DIMM ポードの高さが 30mm (1.2 インチ) 
以下）タイプの DIMM のみをサボートしています。それ以外（それ以上高い) 
DIMM はサボートしていません。 


1 

2 

3 

4 

5 


170ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

ドライブカノ（一と□ジックカノ（一を取り外す （ 188ページ参照)。 

PCI ライザーカードを取り外す （210 ページ参照)。 

サボートバーの ネジ4本を外し、 

サボートバーを 取り外す。 



^ サボートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 
g エック I ネジを取り外すときは、サポートバーをしっかり押さえながら行ってくださ 
い0 



6 . 


プロセッサダクトを持ち上げて取 
り外す。 









194 内蔵オプシヨンの取リ付け 


7. DIMM ソケットの両側にあるレ 
バーを左右にひろげ、メモリダ 
ミーを取り外す。 



メモリダミーは大切に保管しておいてください。 


8. DIMM をソケットにまっすぐ押し 
込む。 

DIMM が DIMM ソケットに差し込 
まれるとレバーが自動的に閉じま 
す。 



^ • DIMM の向きに注意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止す 

g ェック I るための切り欠きがあります。 

• ソケットに押し込むときは過度の力を加えないでください。ソケットや 
端子部分を破損するおそれがあります。 


9. プロセッサダクトを取り付ける。 


USB ケーブル 
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10. サボートバーを取り付ける。 


プ□セツサタ'クトの折り返し部分 
がサポートバーの内側に差し込ま 
れていることを確認してくださ 
い。 



サホートパー 



〆 サボートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

ネジを取り外すときは、サボートバーをしっかり押さえながら行ってくださ 
い。 


11. 取り外した部品を取り付ける。 

12. POST の画面でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については395ページを参照してください。 

13. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Configuration 」 の順でメニュ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確 
認する （265 ページ参照)。 


14.「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 


ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは264ページをご覧ください。 

15. ページングファイルサイズを推奨値（搭載メモリ x 1.5) 以上に設定する。 

Windows オペレーティングシステムを使用している場合は「メモリダンプ（デバッ 
グ情報）の設定」 （92 ページ）を参照してください。その他のオペレーティングシ 
ステムの場合は、オペレーティングシステムに付属の説明書を参照するか、お買い 
求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わせください。 














196 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


^ 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 〇で表示されるエラーメッ 
If エック| セージを確認して、取り付けている DIMM ソケットを確認してください。 


I . 170ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

3. ドライブカバーとロジックカバーを取り外す （188 ページ参照)。 

4. PCI ライザーカードを取り外す （210 ページ参照)。 

5. サボートバーのネジ4本を外し、サボートバーを取り外す（「取り付け」の手順を 
参照)。 

6. プロセッサダクトを持ち上げて取り外す（「取り付け」の手順を参照)。 

7. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左右にひろげる。 

ロックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

8. 取り外した部品を取り付ける。 

9. 本装置の電源を 0 N にして POST 
でエラーメッセージが表示されていないことを確認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、395ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

10. SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfiguration 」一 「Memory 
Retest 」 を 「 Yes 」 に設定し、取り外した DIMM のエラー情報をクリアする 
(265 ページ参照)。 

II . 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは264ページをご覧ください。 
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メモリ機能の利用 

本製品には、メモリ RAS 機能として「標準機能 （ x 4 SDDCECC メモリ）」、「メモリミラーリ 
ング機能」と「ロックステップ （ x 8 SDDC ECC メモリ）機能」を持っています 。 SDDC (Single 
Device Correction ) はメモリ障害（複数ビット障害）を自動的に修正する機能となります。 


• メモリミラーリング機能および□ックステップ (X8SDDC ECC メモ 
U) 機首 g を矛 IJ 用するにはN81 02-351 /352/353/354/3551曾設メ 
モリポードを搭載する必要があります。 

• x4 SDDCECC メモ U 機能を利用する場合は、N81 02-327/328 / 
329/337増設メモリポードを搭載する必要があります。標準出荷時の 
2枚の 1GB D 旧 M メモリおよび 1GB 増設メモリポード搭載時は、 x4 
SDDC 機能は利用できません。 

• 標準のメモリ構成と「メモリミラーリング機能」、「ロックステップ機 
能」を同時に使用することはできません。 


本製品のマザーボード内にはメモリを制御するための「メモリチャネル」が下図のように2系 
統に分かれています。 




「メモリミラーリング機能」と「ロックステップ機能」はメモリチヤネル間でのメモリの死活 
監視と切り替えを行ラことによって冗長性を保つ機能です。 





















































198 内蔵オプションの取り付け 


メモリミラーリング機能 

メモリミラーリング機能とは、2つのメモリチャネル間（チャネル0とチャネル 1) で対応する2 
つの Group の DIMM (ミラーセツト）に同じデータを書き込むことにより冗長性を持たせる機 
能です。 


m 


メモリミラーリング機能はチャネル〇とチャネル1を使用します。メモ 
リミラー構成時、各 CPU のメモリチャネル2 ( CPU 1- D 旧 M 3/6、 
CPU 2- DIMM 3/6) は使用できません。 

メモリメモリミラーリング機能は機能を利用する場合は、 N 8102- 
351/352/353/354/355増設メモ U ボードを搭載する必要があり 
ます。 


例： 2CPU 構成時 


CPU1 



メモリコント ローラ 


CH0 


CH1 

\ CH2 / 



ァータ1 


ァータ ■ 

データ2 


データ2 

データ3 

料 

データ3 

データ4 


データ4 


CPU2 



メモリコント□—ラ 


CH0 


CH1 

|V CH2 / 



オペレーティングシステムからは、物理容量の半分の容量のメモリとして認識 
Itee されます。 

この機能を利用するための条件は次のとおりです。 

• ミラーセットを構成するメモリソケット （2 つ）にメモリを搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 
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• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （254 ページ）を参照して、 SETUP を起動 
したら、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してくだ 
さい。 

「 Advanced 」 一 「Memory Configu 「 ationit ^、^<= zL —」— 「Memory RAS Feature 」 
— 「 Mirror 」 

• メモリは次の順序で搭載してください。 


1CPU 


2CPU 

構成 


構成 



2 



4 



2 



4 

2 


3 

2 

1 


3 

1 


前面側 


背面側 



次のよラなミラーリングは構築できません。 

• 同ーメモリチヤネル内でのメモリミラーリング 

メモリミラー設定に関する注意事項 

メモリミラーを構築した状態で、メモリミラー構成とならないようなメモリ増設や、メモリミ 
ラーが崩れるようなメモリの取り外しを行なつた場合、メモリは Independent 構成となり、 
BIOS Setup メニューの 「Memory RAS Mode 」 メニューは” Independent ” と表示されます 0 























































200 内蔵オプシヨンの取リ付け 


ロックステップ機能 ( x 8 SDDC ) 

□ックステップ機能 ( X 8 SDDC ) では、2つのメモリチャネル間(チャネル0とチャネル 1) の対応 
する2つの Group の DIMM を多重化して並列して動作させることで x 8 SDDC ( x 8 Single 
Device Data Correction ) を実現します。 x 8 SDDC によって、 1 つのデバイスで 1 〜 8 データビッ 
卜の エラー 検出 • 訂正機能をサポートします。 


謂-〇 • ロックステップ機能はチャネル〇とチャネル1を使用します。□ックス 

raa テップ構成時、各 CPU のメモリチャネル2 ( CPU 1- DIMM 3/6. 

CPU 2- DIMM 3/6) は使用できません。 

• □ツクステツプ機苜 g を矛 IJ 用する場合は、 N 81 02-351 Z 352/353/ 

354/355増設メモリポードを搭載する必要があります。 



CPU2 


メモリコント□—ラ 

/ 、 / 、 \ _ # 

CH0 ■ 

_ 

CH1 

\ CH2 / 

1 

1 

1 

1 

1 




厂 

| |CPU2-DIMM 4| 


|CPL\[ 

6| 

fe 

■ ICPU2-DIMM 1| 

!^j 

|CPU2-DIMM2| 

f g 、 


この機能を利用するための条件は次の通りです。 

• 並列動作をさせる2つのメモリをメモリソヶットに搭載してください。 

• 搭載するメモリは同じ容量のものを使用してください。 
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• 「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （254 ベージ)を参照して、 SETUP を起動した 
6、次のメニューのパラメータを変更し、設定を保存して SETUP を終了してください。 

I Advanced」 一 「Memory Configu「atioriit^、；<=zL—」— rMemory RAS Feature 」 
一 「Lock Step 」 

• メモリは次の順序で搭載してください。 



次のよラなミラーリングは構築できません。 

• 異なるメモリコント□—ラ （ CPU ) のメモリチヤネルでの□ックステップ 

• 同ーメモリチヤネル内での□ックステップ 

□ックステップ設定に関する注意事項 

ロックステップを構築した状態で、ロックステップ構成とならないようなメモリ増設や、□ッ 
クステップが崩れるようなメモリの取り外しを行なつた場合、メモリは Independent 構成とな 
り 、 BIOS Setup メニューの 「MemoryRAS Mode 」 メニューは” Independent ” と表示され 
ます。 
























































202 内蔵オプションの取リ付け 


プロセッサ （ CPU ) 


標準装備のプロセッサー （ CPU ) に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マルチプロセッサシステ 
ムで運用することができます。 


• CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてから CPU を取り扱ってください。ま 
た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
し、たりしないでください。静電気に関する説明は169ページで詳しく説 
明しています。 

• 取り付け後の確認ができるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 弊社で指定していない CPU を使用しないでください。サードパーティ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーポードが故障する 
おそれがあります。また、これらの製品が原因となった故障や破損につ 
し、ての修理は保証期間中でも有料となります。 




オプションの CPU の中には異なるレビジョンのものが含まれている場合があ 
ります。異なるレビジョンの CPU を混在して取り付けた場合、 Windows ではイ 
ベントビューアのシステムログに以下のようなログが表示されますが、動作に 
は問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 

1 • 170ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

3. ドライブカバーとロジックカバーを取り外す （188 ページ参照)。 

4. PCI ライザーカードを取り外す （210 ページ参照)。 

5. サボートバーの ネジ4本を外し、 

サボートバーを 取り外す。 



雛 〆 ^ サポートパーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 
g ェック I ネジを取り外すときは、サボートバーをしっかり押さえながら行ってくださ 
い0 










204 内蔵オプシヨンの取リ付け 



CPU ダミーカバーは大切に保管しておいてください。 


9. ソケットのレバーを一度押し下げ 
てフックから解除してレノ（一を止 
まるまでゆっくりと開く。 




wO ソケットの接点が見えます。接点には触れないでください。 
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保護カバーは大切に保管しておいてください。 CPU を取り外したときは必ず 
cpu の代わりに保護カバーを取り付けてください。 


12.新しし H 3 PU を取り出し、 CPU を 
ソケットの上にていねいにゆつく 
りと置く。 

親指と人差し指で CPU の端を持つ 
てソケットに差し込んでくださ 
し、親指と人差し指がソケットの 
切り欠き部に合うようにして持つ 
と取り付けやすくなります。 



■"〇 CPU を持つときは、必ず端を持ってください。 CPU の底面（端子部）には触 
Bto れないでください。 



g エック I 


• CPU の切り欠きとソケットのキー部を合わせて差し込んでください。 

• CPU を傾けたり、滑らせたりせずにソケットにまっすぐ下ろしてくださ 
い0 













206 内蔵オプシヨンの取り付け 


13. CPU を軽くソケットに押しつけ 
てからプレートを閉じる。 


14. レバーを倒して固定する。 



15. 匕一トシンクを CPU の上に置き、 
4本のネジで固定する。 

ヒートシンクの向きを確認してか 
ら、ネジで固定してください。 

ネジを取り付けるときは右図のよ 
う にたすきがけの順序で4つを仮 
どめしたあとに本締めしてくださ 
い。 

ネジとネジ穴を確認しながら固定 
してください。マザーボードを傷 
つけるおそれがあります。 
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g エック I 


ヒートシンクの位置を確認してください。 


装置前面 




16. 匕一トシンクがマザーポードと水平に取り付けられていることを確認する。 

W "0 • 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取り外してから、も 

Bto う一度取り付け直してください。 

水平に取り付けられない原因には次のことが考えられます。 

一 CPU が正しく取り付けられていない。 

ー ヒートシンクを固定するネジが完全に締められていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


17. プロセッサダクトを取り付ける。 

USB ケーブルはプロセッサダクト 
の上に置いてください。 


USB ケーブル 












































































































































































208 内蔵オプシヨンの取リ付け 


18 . サボートバーを 取り付ける。 

USB ケーブルは サ ポー ト バーの切 
り欠きを通してください。 


プ□セツサタ'クトの折り返し部分 
がサポートバーの内側に差し込ま 
れていることを確認してくださ 
い。 



サポートパー 



〆 サボートバーが浮き上がってネジを紛失する場合があります。 

ネジを取り外すときは、サポートバーをしっかり押さえながら行ってくださ 
い0 


19.「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは264ページをご覧ください。 


以上で完了です。 
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取り外し 

CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜6を参照して取り外しの準備をした後、手順15 
〜8の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」を参照してください）。 


• CPU の故障以外で取り外さないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合があります。ヒートシンクを取り外す際は、左右に軽く 
回して、ヒートシンクが CPU から離れたことを確認してから行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り外すと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれがあります。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 


1. CPU を交換した場合は、 「 Main」-「Processor Settings 」 の順でメニューを 
選択し、増設した CPU の ID 、 二次キャッシュサイズおよび三次キャッシュサイズ 
が正常になっていることを確認する （262 ページ参照)。 

2. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする 0 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは264ページをご覧ください。 












210 内蔵オプシヨンの取リ付け 


pc ■ポード 


本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできる「ライザーカード （2 種類）」をマザーボー 
ド上に搭載しています。ライザーカードにはフルハイト PCI ボードを2枚、ロープ□ファイル 
PCI ボードを3枚取り付けることができます（合計で5枚の PCI ボードを搭載可能)。 

それぞれのライザーカードにある PCI ボードス□ットにネットワーク拡張用やファイルデバ 
イス機能拡張用の PCI ボードを接続します。 



• PCI ポードおよびライザーカードは大変静電気に弱い電子部品です。 
サーバの金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから 
PCI ポードを取り扱ってください。また、 PCI ポードおよびライザー 
カードの端子部分や部品を素手で触ったり、 PCI ポードおよびライザー 
力ードを直接机の上に置いたりしないでください。静電気に関する説明 
は169ページで詳しく説明しています。 

• 取り付けることができる PCI ポードの組み合わせには制限事項がありま 
す。詳細はお買い求めの販売店または保守サービス会社までお問い合わ 
せください。 

• Low-profile (□ープ□ファイル）タイプと Full-height (フルハイト） 
タイプの PCI ポードで接続できるライザーカードが異なります。ボード 
の仕様を確認してから取り付けてください。 

• SCSI コント□—ラや RA 旧コント□ー ラ 、 LAN ポード(ネットワーク 
ブート)、 Fibre Channel コント□ー ラで、 0 S がインス!ルされた 
ハードディスクドライブを接続しない場合は、そのポードの ROM 展開 
( BIOS ユーティリティの起動など)を無効に設定してください。設定方 
法については「システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ」 （254 ペー 
ジ）を参照してください。 


前面側 



ライザーカードス□ット 
(□—プロファイル専用) 

ライザーカードス□ット 
(フルハイト用） 


RAID コント□ーラ用 
スロット 
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注意事項 

取り付けや取り外しの際には次の点について注意してください。 

• ライザーカードの端子部や電子部品のリード線には直接手を触れないよう注意してくだ 
さい。手の油や汚れが付着し、接続不良を起こしたり、リード線の破損による誤動作の 
原因となります。 

• ライザーカードによって接続できる pci ボードのタイプが異なります。ボードの仕様を 
確認してか6取り付けてください。 

• 本装置には RAID コントローラなどにあるディスクアクセスを表示させるための LED コネ 
クタを接続できるコネクタはありません。 

• 本装置の起動時の PCI バスス□ットのサーチ順位は次の通りです。 

標準ライザ、 N 81 16-22 ライザカード (5 VPCI - X ) を取り付けた場合は、 

2 B —3 B —1 C —2 C —3 C 


ただし、 N 81 16-21 ライザカード ( PCI - X ) を取り付けた場合は、次のス□ット番号の順に 
サーチします。 

3B-2B-1C-2C-3C 

• 〇 S や RAID システム BIOS ユーティリティな どで 同種の PCI デバイス （オン ボードの PCI 
デバイス含む）の認識順序が上記サーチ順と異なる場合があります。次の表の PCI バス 
番号、デバイス番号、機能番号を参照して PCI デバイスのス□ット位置を確認してくだ 
さい。 


PCI デバイス 

PCI バス番号 

デバイス番号 

機能番号 

オンボード NIC1 

1h 

〇 

〇 

オンボード NIC2 

1h 

〇 

1 

スロット 1C 

40h 

〇 

X 

スロット 2C 

50h 

〇 

X 

スロット 3C 

70h 

〇 

X 

スロット 2B 

lOh* 

9 

X 

スロット 3B 

3 〇 h* 

〇 

X 

スロット 2B (N81 16-21) 

30h 

〇 

X 

スロット 3B (N81 16-21) 

11h 

1 

X 

スロット 2B (N81 16-22) 

11h 

1 

X 

スロット 3B (N81 16-22) 

11h 

2 

X 

RAID 専用スロット 

60h 

〇 

X 


* スロット 2B、3B に取り付けた PCI ボードによっては、上記 PCI バス番号にならない場合があ 
ります。 


• 起動しない LAN コントローラのオプション ROM は BIOS セットアップユーティリティで 
「 Disabled 」 に設定してください。 
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• LAN コネクタに接続したケーブルを抜くときは、ケーブルのツメが手では押しにくく 
なっているのため、マイナスドライバなどを使用してツメを押して抜いてください。そ 
の際に、マイナスドライバなどが LAN コネクタやその他のポートを破損しないよラ十分 
に注意してください。 

• 起動可能な PCI 力ード （ RAID コント□—ラや SCSI コントローラ、 LAN ボードなど）を 
増設すると、起動の優先順位が変更されることがあります。増設後に BIOS セットアッ 
プユーティリティの 「 Boot 」 メニューで設定し直してください。 

• 同じ PCI ライザーカード上にあるスロット（1 C 、 2 C 、3 C または 2 B 、3 B ) のうち、いずれ 
かのス□ットに 33 MHz でのみ動作するオプションを取り付けた場合、その PCI ライザー 
カードの他のス□ットに取り付けたオプションも 33 MHz で動作します。 
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サボートしているポードと搭載可能ス□ット 

次の表のとおりです。なお、各ボードの機能詳細についてはボードに添付の説明書を参照して 
ください。 


• 同ーバス内に異なるポードを実装した場合は低い方の周波数で動作しま 
す。 

• 本体 pci スロットよりも pci ポードの方が動作性能が高い場合は本体 
PCI ス□ット性能で動作します。 

• 標準ネットワークについて 

標準ネットワーク(オンボード同士)で AFT / ALB のチームを組むことが 
できます。ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の 
AFT / ALB のチームを組むことはできません。 

• 使用するケーブルは、以下の品名/指定番号のケーブルを使用してくだ 
さい。 

品名： RS -232 C ( B ) 

指定： 804-062746-820 


標準ライザーカード 


型名 



PCIe 2.0 
#OA 

PCIe 2.0 
#2 B 

PCIe 2.0 
#3 B 

PCIe 2.0 
#1 C 

PCIe 2.0 
#2 C 

PCIe 

#3 C 

備考 

製品名 

PCI ス□ット 
性能* 1 

x 4 レーン 

x 8 レーン 

x 4 レーン 

ス□ット 
サイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

フル八イト 

□ープ□ファイル 

PCI ボード 
タイプ*1 

x 8 

ソケット 

X 16 
ソケット 

x 8 

ソケット 

搭載可能な 
ポードサイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

31 2 mm 以下 

(ロング/シヨート） 

1 67.6 mm 以下 
( MD 2) 


RAID コント□ーラ 
(128 MB、RAID 0/1) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( xS )) 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

標準搭載 


RAID コント ローラ 

(6(3、 256 MB 、 RAID 0/1/5/6) 
カード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

• 

- 

一 

- 

- 

- 

N 8100 -1590 専用 

N 8103 -118 A 

RAID コント□ーラ 
(256 MB、RAID 0/ 1/5/6) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

標準搭載の RAID 
コント□—ラと 
排他搭載 

N 8103-115 

RAID コント ローラ 
(512 MB RAID 0/1/5/6) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスク 
ドライプ接続不可 

N 8100 -1590 は接 
続不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□—ラ 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大3枚まで 

N 8103-104 A 

SAS コント□—ラ 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

最大3枚まで 
内蔵八ードディスク 
ドライプ接続不可 

N 8 190- 127 

Fibre Channel コントローラ 
(4 Gbps / Optical ) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8190 -153/ 154 
との混載不可 

N 8190-131 

Fibre Channel コント ローラ 
(2 ch )(4 Gbps / Optica !) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
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型名 



PCIe 2.0 
#OA 

PCIe 2.0 
#2 B 

PCIe 2.0 
#3 B 

PCIe 2.0 

#1 C 

PCIe 2.0 
#2 C 

PCIe 

#3 C 

備考 

製品名 

PCI スロット 
性能* 1 

x 4 レーン 

x 8 レーン 

x 4 レーン 

スロット 
サイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

フル八イト 

□ープ□ファイル 

PCI ポード 
タイプ* 1 

x 8 

ソケット 

xl 6 
ソケット 

x 8 

ソケット 

搭載可能な 
ボードサイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

31 2 mm 以下 

(ロング/シヨート） 

1 67.6 mm 以下 
( MD 2) 

N 8190 -153 

Fibre Channel □> h 
□—ラ (8 Gbps / Optical ) 
(力ード性能： PCI 
Express 2.0 ) x 8)) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

N 8190-127/131 
との混載不可 

N 8 190- 154 

Fibre Channel □> h 
□ーラ (2 ch ) 
(8 Gbps / Optical ) 

(力ード性能： PCI 
Express 2.0) x 8)) 

- 

0 

〇 

〇 

- 

- 

N 8104 -126 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

0 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大3枚まで 

N 8104 -126 との 
Teaming により 
AFT/ALB を 
サポート 

10 BASE-T は 
未サポート 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボード 
(2 ch ) (力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8104 -121/122 
との Teaming によ 
り AFT/ALB を 
サポート 

10 BASE-T は 
未サホート 

N 8104 -122 

1000 BASE-T 接続ボード 
(2 ch ) (力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

一 

- 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N 8104 -121/122 
との Teaming によ 
り AFT/ALB を 
サポート 

10 BASE-T は 
未サホート 

N 8104 -125 

1000 BASE-T 接続ポード 
(4 ch ) (力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -125 との 
Teaming により 
AFT/ALB を 
サポート 
10 BASE-T は 
未サホート 
ブーツ付 LAN ケー 
プル使用不可 

N 8 104- 123 A 

10 GBASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N 8117-01 A * 2 

増設 RS -232 C コネクタ 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 


〇搭載可能 一搭載不可 


* 1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

<例> PCI Express の場合 

1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーン =10 Gbps (片方向） 

PCI Express 2.0 の場合 

1レーン =5 Gbps (片方向）、4レーン =20 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

_ <例> x 4 ソケット = x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 

* 2 使用するケーブルは、以下の品名/指定番号のケープルを使用すること。 

品名： RS -232 C ( B ) 

指定： 804-062746-820 

※標準ライザーカードとオプションライザーカード N 81 16-21/ N 8116-22 は排他利用。 

※搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ)、 312 mm まで（ロングサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで ( MD 2) 
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※各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

※製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

※本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 
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オプションライザーカード N 81 16-21 


型名 



PCIe 2.0 
#OA 

PCIe 2.0 
#2 B 

PCI-X 

#3 B 

PCIe 2.0 

#1 C 

PCIe 2.0 
#2 C 

PCIe 

#3 C 

備考 

製品名 

PCI スロット 
性能* 1 

x 4 レーン 

x 8 レーン 

64 bit / 

1 33 MHz 

x 8 レーン 

x 4 レーン 

ス□ット 
サイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

フル八イト 

□ープ□ファイル 

PCI ボード 
タイプ* 1 

x 8 

ソケット 

xl 6 
ソケット 

3.3 v 

x 8 

ソヶット 

搭載可能な 
ポードサイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

31 2 mm 以下 

(ロング/シヨート） 

1 67.6 mm 以下 
( MD 2) 


RAID コント□ーラ 
(128 MB、RAID 0/1) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

參 

一 

- 

- 

- 

- 

標準搭載 


RAID コント□ーラ 

(6 G 、256 MB 、 RAID 0/1/5/6) 
カード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

參 

一 

- 

- 

- 

- 

N 8100 -1590 専用 

N 8103 -118 A 

RAID コント□ーラ 
(256 MB、RAID 0/ 1/5/6) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

- 

- 

- 

- 

標準搭載の RAID 
コント□—ラと 
排他搭載 

N 8103 -115 

RAID コント□ーラ 
(512 MB、RAID 0/ 1/5/6) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスク 
ドライブ接続不可 

N 8100 -1590 接続 
不可 

N 8103 -95 

SCSI コント□—ラ 
(力ード性能： 
64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 


N 8103 -75 

SCSI コント□—ラ 
(力ード性能： 

64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

N 8103 -107 との 
混在不可 

N 8 103- 107 

SCSI コント□ーラ 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8103 -75 との 
混在不可 
最大3枚まで 

N 8103-104 A 

SAS コント□—ラ 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大3枚まで 
内蔵八ードディスク 
ドライプ接続不可 

N 8190 -127 

Fibre Channel コントローラ 
(4 Gbps / Optical ) 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8 190- 153/154 
との混載不可 

N 8190-131 

Fibre Channel コントローラ 
(2 ch )(4 Gbps / Optical ) 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8190 -153 

Fibre Channel □> h 
□—ラ (8 Gbps / Optical ) 
(力ー ド 性能 ： PCI 
Express 2.0) x 8)) 

- 

〇 

一 

〇 

〇 

〇 

N 8190-127/131 
との混載不可 

N 8 190- 154 

Fibre Channel コント 
□ーラ (2 ch ) 
(8 Gbps / Optical ) 

(力ー ド 性能 ： PCI 
Express 2.0 ) x 8)) 

- 

〇 

- 

〇 

- 

- 

N 8104-111 

1 〇〇 BASE - TX 接続ボード 
(力ード性能： 
32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 


N 8104 -119 

1 〇〇〇 巳 ASE - T 接続ボード 
(力ード性能： 

64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

一 

〇 

- 

- 

- 


N 8 104- 120 

1 〇〇 0 BASE - T 接続ボード 
(2 ch ) (力ード性能： 
64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 
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型名 



PCIe 2.0 
#OA 

PCIe 2.0 
#2 B 

PCI-X 

#3 B 

PCIe 2.0 
#1 C 

PCIe 2.0 
#2 C 

PCIe 

#3 C 

備考 

製品名 

PCI ス□ット 
性能* 1 

x 4 レーン 

x 8 レーン 

64 bit / 

133 MHz 

x 8 レーン 

x 4 レーン 

ス□ット 
サイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

フル八イト 

□ープ□ファイル 

PCI ボード 
タイプ* 1 

x 8 

ソケット 

X 16 
ソケット 

3.3 v 

x 8 

ソヶット 

搭載可能な 
ポードサイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

31 2 mm 以下 

(ロング/シヨート） 

1 67.6 mm 以下 
( MD 2) 

N 8104 -126 

1000 BASE-T 接続ボード 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

〇 

最大3枚まで 

N 8104 -11 2との 
混在不可 

N 8104 -126 との 
Teaming により AFT / 
ALB をサポート 

10巳 ASE-T は 
未サポート 

N 8104 -121 

1000 BASE-T 接続ボード 
(2 ch ) (カード性能： 

PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

〇 

- 

- 

- 

- 

N 8104 -11 2との 
混在不可 

N 8104 -121/122 と 
の Teaming により 
AFT/ALB をサポート 
10 BASE-T は 
未サポート 

N 8104 -122 

1000 BASE-T 接続ボード 
(2 ch )( カード性能： 

PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大2枚まで 

N 8104 -11 2との 
混在不可 

N 8104 -121/122 と 
の Teaming により 
AFT/ALB をサボート 
10 BASE-T は 
未サポート 

N 8104 -125 

1000 BASE-T 接続ボード 
(4 ch )( 力ード性能: 

PCI EXPRESS ( x 4)) 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8104 -11 2との 
混在不可 

N 8104 -125 との 
Teaming により AFT / 
ALB をサボート 

10巳 ASE-T は 
未サポート 
ブーツ付 LAN ケー 
ブル使用不可 

N 8104-112 

1000 BASE-SX 接続ボード 
(力ード性能： 

64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 

N 8104 -126/121/ 
122/125との混在 
不可 

N 8104-123 A 

10 GBASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8 104-94 

4回線音声 • FAX 処理ボード 
(力ード性能: 
32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

〇 

一 

- 

- 


N 8104 -95 

4回線音声処理ボード 
(力ード性能： 
32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 


N 8104 -96 

12回線対応音声処理ボード 
(力ード性能： 
32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 


N 8104-101 

高速回線ボード 
(力ード性能： 
32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 


N 8 104- 102 

高速多回線ボード 
(力ード性能： 
32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

- 

〇 

- 

- 

- 


N 8117-01 A* Z 

増設 RS -232 C コネクタ 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大1枚まで 


〇搭載可能 


搭載不可 
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* 1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

<例> PCI Express の場合 

1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーン =10 Gbps (片方向） 

PCI Express 2.0 の場合 

1レーン =5 Gbps (片方向）、4レーン =20 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

く例> x 4 ソケット = x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 
* 2 使用するケーブルは、以下の品名/指定番号のケーブルを使用すること。 

品名： RS -232 C ( B ) 

指定： 804-062746-820 

※標準ライザーカードとオプションライザーカード N 81 16-21/ N 8116-22 は排他利用。 

※搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ)、 312 mm まで（ロングサイズ) 

LowProfile の場合:119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで ( MD 2) 

※各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

※製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

※本体 PCI ス□ットよりも PCI カードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 
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オプションライザーカード N 81 16-22 


型名 



PCIe 2.0 
#OA 

PCI 

#2B 

PCI 

#3B 

PCIe 2.0 
#1C 

PCIe 2.0 
#2C 

PCIe 

#3C 

備考 

製品名 

PCI ス□ット 
性能* 1 

x4 レーン 

64bit/33MHz 

x8 レーン 

x4 レーン 

ス□ット 
サイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

フル八イト 

□ープ□ファイル 

PCI ポー ド 
タイプ* 1 

x8 

ソケット 

5v 

x8 

ソヶット 

搭載可能な 
ポードサイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

31 2mm 以下 

(ロング/シヨート） 

1 67.6mm 以下 
(MD2) 


RAID コント□ーラ 
(128 MB、RAID 0/1) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

標準搭載 


RAID コント□ーラ 

(6 G 、256 MB、RAID 0/1/5/© 
カード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

• 

- 

- 

- 

- 

- 

N 8100 -1590 専用 

N 8103-118 A 

RAID コント□ーラ 
(256 MB、RAID 0/ 1/5/6) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

〇 

- 

一 

- 

- 

- 

標準搭載の RAID 
コント□—ラと 
排他搭載 

N 8103-115 

RAID コント□ーラ 
(512 MB、RAID 0/ 1/5/6) 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスク 
ドライプ接続不可 

N 8100 -1590 接続 
不可 

N 8 103-95 

SCSI コント□—ラ 
(力ード性能： 
64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8 103-75 

SCSI コント□—ラ 
(力ード性能： 

64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8103 -107 との 
混在不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□ーラ 
(力ード性能: 

PCI EXPRESS ( xl )) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8103 -75 との 
混在不可 
最大3枚まで 

N 8103-104 A 

SAS コント□—ラ 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

最大3枚まで 
内蔵八ードディスク 
ドライブ接続不可 

N 8190 -127 

Fibre Channel コントローラ 
(4 Gbps / Optical ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 


N 8190-131 

Fibre Channel コント ローラ 
(2 ch )(4 Gbps / Optical ) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104-111 

1 〇〇 BASE - TX 接続ボード 
(力ード性能： 
32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8104-119 

1〇〇 0 BASE - T 接続ボード 
(力ード性能： 

64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8104 -11 2との 
混在不可 

N 8 104- 119/120 
との Teaming によ 
り AFT / ALB を 
サホート 

N 8 104- 120 

1 〇〇〇巳 ASE - T 接続ボード 
(2 ch ) (カード性能： 
64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8104 -11 2との 
混在不可 

N 8104-1 19/120 
との Teaming によ 
り AFT / ALB を 
サポート 


































220 内蔵オプションの取リ付け 


型名 



PCIe 2.0 
#OA 

PCI 

#2 B 

PCI 

#3 B 

PCIe 2.0 

#1 C 

PCIe 2.0 
#2 C 

PCIe 

#3 C 

備考 

製品名 

PCI スロット 
性能* 1 

x 4 レーン 

64 bit /33 MHz 

x 8 レーン 

x 4 レーン 

スロット 
サイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

フル八イト 

□ープ□ファイル 

PCI ポー ド 
タイプ* 1 

x 8 

ソケット 

5 v 

x 8 

ソヶット 

搭載可能な 
ボードサイズ 

RAID 

コント 
□ーラ 

31 2 mm 以下 

(ロング/シヨート） 

1 67.6 mm 以下 
( MD 2) 

N 8104 -126 

1000 BASE-T 接続ポード 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS(xl)) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

N 8104 -112 との 
混在不可 

N 8104 -126 との 
Teaming により 
AFT/ALB を 
サポート 

10BASE-T は 
未サ ホー ト 

N 8104 -122 

1000 BASE-T 接続ボード 
(2ch) (力ード性能： 

PCI EXPRESS(x4)) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大 2 枚まで 

N 8104 -112 との 
混在不可 

N 8104 -122 との 
Teaming により 
AFT/ALB を 
サホート 

10BASE-T は 
未サ ホー ト 

N 8104 -125 

1000 BASE-T 接続ボード 
(4ch) (カード性能： 

PCI EXPRESS(x4)) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

最大 2 枚まで 

N 8104 -112 との 
混在不可 

N 8104 -125 との 
Teaming により 
AFT/ALB を 
サホート 

10BASE-T は 
未サポート 
ブーツ 付 LAN ヶー 
ブル使用不可 

N 8104 -112 

1 〇〇 0BASE-SX 接続ボード 
(力ード性能： 

64bit/133MHz PCI-X) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 

N 8104 -119/126/ 
122/125 との混在 
不可 

N 8104 -112 との 
Teaming により 
AFT/ALB を 
サホート 

N 8104 -123A 

10G 巳 ASE-SR 接続ボード 
(力ード性能： 

PCI EXPRESS(x8)) 

- 

- 

- 

〇 

〇 

- 

最大 2 枚まで 

N8 104-94 

4 回線音声 • FAX 処理ボード 
(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8104 -95 

4 回線音声処理ボード 
(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N8 104-96 

12 回線対応音声処理ボード 
(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N 8104-101 

高速回線ボード 
(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N8 104- 102 

高速多回線ボード 
(力ード性能： 
32bit/33MHz PCI) 

- 

〇 

〇 

- 

- 

- 


N8117-01A* Z 

増設 RS-232C コネクタ 

- 

- 

- 

〇 

〇 

〇 

最大 1 枚まで 


〇搭載可能 


搭載不可 
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* 1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。 

<例> PCI Express の場合 

1レーン =2.5 Gbps (片方向）、4レーン =10 Gbps (片方向） 

PCI Express 2.0 の場合 

1レーン =5 Gbps (片方向）、4レーン =20 Gbps (片方向） 

ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数以下のカードが接続可能。 

<例> x 4 ソケット = x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 
* 2 使用するケープルは、以下の品名/指定番号のケーブルを使用すること。 

品名： RS -232 C ( B ) 

指定： 804-062746-820 

※標準ライザーカードとオプションライザーカード N 81 16-21/ N 8116-22 は排他利用。 

※搭載可能なボードの奥行きサイズ 

FullHeight の場合：173.1 mm まで（ショートサイズ）、 312 mm まで（ロングサイズ） 

LowProfile の場合：119.9 mm まで （ MD 1)、 167.6 mm まで ( MD 2) 

※各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

※同ーバス内に異なるカードを実装した場合は低い方の周波数で動作します。 

※製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

※本体 PCI ス□ットよりも PCI 力ードの動作性能のぼうが高い場合は、本体 PCI ス□ット性能で動作します。 


標準ネットワークについて 

標準ネットワーク（オンボード同士）で AFT / ALB のチームを組むことが可能。 

ただし、標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / ALB のチームを組むことは不可。 



222 内蔵オプシヨンの取リ付け 


取り付け 

次の手順に従ってライザーカードに pci ボードを取り付けます。 


• それぞれのライザーカードがサポートするポードタイプ（ロープ□ファ 
イルかフル八イトタイプ）と取り付ける PCI ポードのタイプを確認して 
ください。 

• PCI ポードを取り付けるときは、ポードの接続部の形状とライザーカー 
ドにあるコネクタの形状が合っていることを確認してください。 


1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

3. ロジックカノ（一を取り外す （ 188ページ参照)。 


4. 右図のようにライザーカードの八 
ンドルとブラケットを持って、ラ 
イザーカードを取り外す。 

外しにくい場合は、装置を押さえ 
ながらライザーカードを持ち上げ 
てください。 



他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 


5. 前ページの表を参照して取り付け位置を確認する。 

6. 取り付け位置の PCI ス□ットカバーのネジを外す。 

1 C 2 C 3 C 3 B 2 B 
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^ 取り外した増設スロットカバーは、大切に保管しておいてください。 


8. くフルハイト • フルレングスタイ 
プのみ> 

フル八イト • フルレングスタイプ 
の PCI ポードを取り付ける場合 
は、 PCI ボードのリテーナを外す。 





































224 内蔵オプシヨンの取リ付け 


9. ライザーカードに PCI ポードを取り付ける。 

ライザーカードのス□ット部分と PCI ボードの端子部分を合わせて確実に差し込み 
ます。 




• ライザーカードや PCI ポードの端子部分には触れないでください。汚れ 
や油が付いた状態で取り付けると誤動作の原因となります。 

• うまくポードを取り付けられないときは、ポードをいったん取り外して 
から取り付け直してください。ポードに過度の力を加えると PCI ポード 
やライザーカードを破損するおそれがあります。 


^ • PCI ボードプラケットの先端がライザーカードの固定スロットに差し込 
まれていることを確認してください。 

• PCI ボードの種類によっては、 PCI ボードの端子部分がコネクタがらはみ 
出す場合があります。 
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10. pci ボードをネジで固定する。 





本体のマザーポード上のコネクタと接続するケーブルが取り付けるホードに 
ある場合は、ライザーカードを本体に取り付ける前にボードへ接続しておいて 
ください。 


11■ライザーカードをマザーポードの 
ス□ットに接続する。 

ライザーカードの端子部分とマ 
ザーボード上のス□ット部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 


フックさせる。 




13. 取り外した部品を取り付ける 

14. 本装置の電源を 0 N にして POST の画面でポードに関するエラーメ ッ セージが表示 
されていないことを確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については395ページを参照してください。 






































226 内蔵オプションの取り付け 


15. BIOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

ハードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは264ページをご覧ください。 

16. 取り付けたボードに搭載されている BIOS コンフィグレーションユーティリティを 
起動してポードのセットアップをする。 

ユーティリティの有無や起動方法、操作方法はボードによって異なります。詳しく 
はボードに添付の説明書を参照してください。また、起動可能なデバイスが接続さ 
れた PCI ボード （ RAID コント□—ラや SCSI コント□—ラ、 LAN ボードなど）を増設 
した場合、起動優先順位がデフォルトに変更されることがあります。 BIOS セット 
アップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してください 
(282 ページ参照)。 


取り外し 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。また、取り外し後に BIOS セッ 
トアップユーティリティの 「 Boot 」 メニューで起動優先順位を設定し直してください (282 
ページ参照)。 


RAID コントローラの交換 

RAID コントローラ用ス□ットにオプションの RAID コント□ーラを取り付ける手順について 
説明します。 


詞-〇 本体装置内蔵の RA 旧コント□ーラ （N 8103 -116A 相当またはN8100- 
1590専用内蔵）を取り外してからオプションの RAID コント□ーラを取り付 
けてください。 


オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -118 A ) を利用する場合 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□—ラ ( N 8103-118 A ) に添付の説明書を参照して 
ください。 


W"0 オプションの RA 旧コント□ーラは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの 
金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから RA 旧コント□一 
ラを取り扱ってください。また、 RA 旧コント□ーラポードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、 RAID コント□ーラポードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関する説明は169ページで詳しく説明しています。 


^ オプションの RAID コントローラを取り付ける場合は 、 BIOS SETUP ユーティ 

民エック I リティの 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」一 「PCI Slotxx R 0 M(xx 
は PCI スロット番号)」のパラメータが 「 Enabled 」 になっていることを確認し 
てください。 


_"〇 N81 03-1 1 8A 実装時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないで下さ 

1M い。 
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1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

3. ロジックカバーを取り外す （188 ページ参照)。 


4. 右図のようにライザーカードの八 
ンドルとブラケットを持って、ラ 
イザーカードを取り外す。 

外しにくい場合は、装置を押さえ 
ながらライザーカードを持ち上げ 
てください。 




他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 


5. 


本体装置内蔵の RAID コントロ_ラ 
( N 81 03-116 A 相当または 
N 8100 -1590 専用内蔵）を取り 
外す。 



ネジ 


6 . 


本体装置内蔵の RAID コントロ_ラ 
( N 81 03-116 A 相当または 
N 8100 -1590 専用内蔵）わ、らブ 
ラケットを取り外す。 



ネジ 






















































228 内蔵オプシヨンの取リ付け 


本体装置内蔵の RAID コント□—ラ 
( N 81 03-116 A 相当または 
N 8100 -1590 専用内蔵）から取 
り外したブラケットを交換する 
RAID コント□—ラに取り付ける。 


ネジは手順6で取り外したネジを使 
用してください。 



8 . 


本装置に RAID コント□ーラを取り 
付け、ブラケットを固定していたネ 
ジで固定する。 



9. 取り外した部品を取り付ける 



• 本装置には RAID コント□ーラなどにあるディスクアクセスを表示させ 
るための LED コネクタを接続できるコネクタはありません。 

• RAID コント□ーラを接続する場合、 BIOS の SETUP ユーティリティの 
Boot メニューにおける優先順位を8番目以内に設定してください。設定 
が9番目以降となっている場合、 RA 旧コント□ーラのコンフイグレー 
シヨンメニューを起動することができません。 


RAID コント□ーラの取り外し 

RAID コント□ーラの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 

RAID コント□ーラ用増設バッテリの取り付け 

RAID コント□ーラ用増設バッテリの取り付け手順について説明します。 

1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

3. ロジックカノ（一を取り外す （ 188ページ参照)。 
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4. 右図のようにライザーカードの八 
ンドルとブラケットを持って、ラ 
イザーカードを取り外す。 


外しにくい場合は、装置を押さえ 
ながらライザーカードを持ち上げ 
てください。 



他の部品と接触しないように、慎重に作業してください。 


5. RAID コント□—ラに接続されているケーブルを取り外す。 


6. RAID コント□—ラを固定している 
ネジを外し、 RAID コント□ーラを 
取り外す。 



7. 


増設バッテリに添付されているコネ 
クタポードを RAID コント□—ラに 
取り付ける。 


コネクタボード 



ネジ 


8. RAID コント□ーラを本装置に固定する。 















































230 内蔵オプションの取リ付け 


9. 本体装置に実装されているバッテリ 
ブラケットのネジ （2 ヶ所）を外 
し、バッテリブラケットを取り外 
す0 



ネジ 


10. 増設バッテリに添付のネジを使用し 
てバッテリブラケットに固定する。 



11. ケーブルを増設バッテリに接続す 
る 0 


右図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 
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ネジ 















































232 内蔵オプションの取リ付け 


13.下図を参照して、ケーブルをルーテイングする。 
• 標準 RAID コント□—ラに増設する場合 



□ープ□ファイルに搭載した RAID コント□ーラに接続する場合 
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• フル八イトに搭載した RAID コント□—ラに接続する場合 



14. RAID コント□ーラに実装したコネ 
クタポードにケーブルを接続する。 

右図を参照してコネクタの裏表を確 
認してください。 



15. 取り外した部品を取り付ける。 


RAID コント□—ラ用増設バッテリの取り外し 


RAID コントローラ用増設バッテリの取り外しは、取り付けの逆の手順を行ってください。 






















































































































234 内蔵オプシヨンの取リ付け 


内蔵/オプションの RA 旧コントローラを使用する場合 


本体前面にあるハードディスクドライブベイに搭載したハードディスクドライブを RAID シス 
テムで利用したい場合の方法について説明します。 

RAID システムの構築には、本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当または 
N 8100 -1590 専用内蔵）の機能を利用する方法の他にオプションの RAID コント ローラ 
( N 8 103-1 15/1 18 A ) を利用する方法があります。 


• RAID システム構成に変更する場合や、 RA 旧レベルを変更する場合は、 
ハードディスクドライブを初期化します。 RA 旧システムとして使用す 
るハー ドディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップ 
を別のハードディスクドライブにとってから RA 旧コント□ーラの取り 
付けや RAID システムの構築を行ってください。 

• 論理ドライブは、1台の物理デバイスでも作成できます。 

• RAID システムでは、ディスクアレイごとに同じ仕様（同一容量、同一 
回転数、同一規格）の八ードディスクドライブを使用してください。 



• 使用できる RAID レベルやハードディスクドライブなど、それぞれの 
RAID コン ト ロー ラの特徴を理解し、目的にあった RAID コン ト ロー ラを 
使用してください。 

• RAID 0 以外の論理ドライブは、ディスクの信頼性が向上するかわりに論 
理ドライブを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に 
使用できる容量が小さくなります。 
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本体装置内蔵の RAID コント□ーラを利用する場合 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ（ N 81 03- 11 6 A 相当または N 81 00- 1590専用内蔵)で内蔵 
ハードデイスクドライブを RAID システムのハードデイスクドライブとして認識させることが 


できます。 



本体装置内蔵の RAID コント□ーラ 


RAID システムの構築には WebBIOS を使用します。詳しくは、 「 RAID システムのコンフイグ 
レーシヨン」 （288 ページ）を参照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シー厶レスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティングシステムが Windows オペレーティングシステムの場合は、オペレー 
テイングシステムのインストールまで切れ目なく自動で行うことができます。 


_"〇 本体装置内蔵の RA 旧コント□ーラ （ N 8103 -116 A 相当または N 8100- 
1590専用内蔵)は、休止状態、スタンバイへの移行は行わないで下さい。 
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Disk 増設ユニットを RAID システムにする場合 

Disk 増設ユニットは、ハードディスクドライブを最大12台取り付けることのできる専用のデ 
バイスです（モデルによって搭載台数が異なる）。オプションの RAID コント□—ラ（ N 8103- 
115) を取り付けた本装置はこれらのデバイスを1台または2台接続できます。接続台数など 
の詳しい説明については、 RAID コントローラおよび Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照 
してください。 


Disk 増設ユニットには、ハードディスクドライブが添付されていません。別途 
ito 購入してください。 


Disk 増設ユニットと接続するためには、オプションのケーブルが必要となる場合があります。 
詳しくは、 Disk 増設ユニットに添付の説明書を参照してください。 

Disk 増設ユニットを接続後、 RAID コント□—ラ上のチップに搭載されている RAID コンフィグ 
レーションユーティリティを使って、 Disk 増設ユニットを RAID システム （ RAIDO 、 RAID 1、 
RAID 5 、 RAID 6) に設定してください。設定の詳細とその方法については、オプションの 
RAID コント□—ラ( N 8 103-115) に添付の説明書を参照してください。 

Disk 増設ユニットを RAID システムに設定すると、 Disk 増設ユニットに取り付けたハードディ 
スクドライブのうちのどれかが故障しても、オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -115) 
が持つ「オートリビルド」機能によってハードディスクドライブを復旧することができます 
(電源が ON のまま故障したハードディスクドライブを交換（ホットスワップ）してください）。 


N 8103 -1 15実装時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないで下さ 
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オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -118 A ) を利用する場合 

詳細な説明は、オプションの RAID コント□—ラ ( N 8103-118 A ) に添付の説明書を参照して 
ください。 


wO オプションの RAID コント□ーラは大変静電気に弱い電子部品です。サーバの 
Bfa 金属フレーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてから RAID コント□一 
ラを取り扱ってください。また 、 RAID コント□ーラポードの端子部分や部品 
を素手で触ったり、 RA 旧コント□ーラポードを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関する説明は169ページで詳しく説明しています。 


^ オプションの RAID コントローラを取り付ける場合は、 BIOS SETUP ユーティ 

||エック| リテイの 「Advanced」 メニューの 「PCI Configuration」一「PCISlot xxR0M(xx 
は PCI スロット番号)」のパラメータが 「Enabled」 になっていることを確認し 
てください。 


詞"〇 N 81 03-1 1 8 A 実装時には、休止状態、スタンバイへの移行は行わないで下さ 
い。 


取り付け 


オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -118 A ) の取り付けは 「 RAID コントローラの交換」 
(226 ページ）を参照してください。 


取り外し 

オプションの RAID コント□—ラ ( N 8103-118 A ) の取り外しは、取り付けの逆の手順を行つ 
てください。 
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バックアップデバイスベイ 



ックアップデバイス 


本装置には磁気テープドライブなどのバックアップファイルデバイスを取り付けるベイを1 
つ用意しています。 


SCSI インタフェースのバックアップデバイスを取り付ける場合には別 
売の SCSI コント□ーラ（「サボートしているポードと搭載可能ス□ッ 
卜」 （2 13ページ）を参照）と SCSI ケーブル (K410-147 (00))が 
必要です。 

弊社で指定していないノ (’ックアップデノ (イスを取り付けないでください。 

本装置に取り付けることができるデバイスは、幅約 9cm (3.5 インチ)、 
高さ約 4cm (1.6 インチ）までのデバイスです。 



000000© ©〇〇™ 


□口®□□口®□□口 


□□□@□□□□1®□□□口 
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取り付け （ SCSI インタフェースのデバイス) 


irO scsi インタフェースのデバイスを使用する場合、別途オプションの pci 
scsi コント□ーラが必要になります。 


1 

2 

3 

4 

5 


170ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

ドライブカバーとロジックカバーを取り外す（188、189ページ参照)。 
PCI ライザーカードを取り外す （210 ページ参照)。 

サボートバーとプロセッサダクトを取り外す （202 ページ参照)。 


6 


デバイスキャリアのレノ（一を押し 
てロックを解除し、本体前面から 
デノ（イスキャリアを取り出す。 




フロントパネルの両側のタブを押 

















240 内蔵オプシヨンの取リ付け 



取り外したフロントパネルは、大切に保管しておいてください。 







• 必ず本装置に添付されているネジを使用してください。 

• ネジ穴が合うようにデバイスの取り付け位置を調整してください。 


• デバイスの奥行きが長くてケープルを取り付けにくい場合は、デバイス 
を前にスライドして取り付けてください。 



















ハードウェア編 241 


1 1. バックアップデバイスにインターフェースケーブルと電源ケーブルを接続する。 


バックアップデバイスに本装置に 
添付の電源ケーブルと別売の 
SCSI ケーブル ( K 410 -147 (00)) 
を接続してください。 



^ 電源ケープルはデバイスベイに用意しています。 


12. デバイスキヤリアをバックアップ 
デバイスベイに差し込む。 

まだ電源ケーブルが接続されてい 
ません。完全に押し込まず、途中 
まで差し込んでください。 


13. バックアップデバイスに接続した電源ケーブルをバックプレーンに接続する。 

14. デノ（イスキヤリアをバックアップデバイスベイに差し込む。 

完全に押し込むと「カチッ」という音がしてロックされます。 

押し込む際に、接続したケープルを挟まないように注意してください。 

I 1 エック] 


15. PCI ライザーカードにオプシヨンの SCSI コント□ーラを接続する。 
「 PCI ボード」 （210 ページ）を参照してください。 

16. SCSI ケーブルを SCSI コント□—ラのコネクタに接続する。 

17. PCI ライザーカードを取り付ける。 

18. 取り外した部品を取り付ける。 
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19. SCSI BIOS ユーティリティを起動して SCSI 機器のセットアップをする。 

詳しくはバックアップデバイスに添付の説明書を参照してください。 

20. 搭載したバックアップデバイスのデバイスドライバをインストールする。 

詳しくはバックアップデバイスに添付の説明書を参照してください。 


取り付け （ USB インタフェースのデバイス） 

1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

3. ドライブカバーとロジックカバーを取り外す（188、189ページ参照)。 

4. PCI ライザーカードを取り外す （210 ページ参照)。 

5. サボートバーとプロセッサダクトを取り外す （202 ページ参照)。 

6. デノ（イスキヤリアのレノ（一を押し 
てロックを解除し、本体前面から 
デノ（イスキヤリアを取り出す。 




フロントパネルの両側のタブを押 
す0 
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wO 取り外したフロントパネルは、大切に保管しておいてください。 


9. バックアップデバイスをデバイス 
キャリアに差し込む。 







• 必ず本装置に添付されているネジを使用してください。 

• ネジ穴が合うようにデバイスの取り付け位置を調整してください。 


• デバイスの奥行きが長くてケープルを取り付けにくい場合は、デバイス 
を前にスライドして取り付けてください。 
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11. バックアップデバイスにインターフェースケーブルと電源ケーブルを接続する。 


バックアップデバイスに別売の電 
源ケーブルと USB ケーブル 
( K 410 -194/ 195 (00))を接続し 
てください。 



電源ケープルはデバイスペイに用意しています。 

If エック| 


12. デバイスキヤリアをバックアップ 
デバイスベイに差し込む。 

まだ電源ケーブルが接続されてい 
ません。完全に押し込まず、途中 
まで差し込んでください。 


13. 電源ケーブルをバックプレーンのコネクタに接続する。 

14. デノ（イスキヤリアをバックアップデバイスベイに差し込む。 

完全に押し込むと「カチッ」という音がしてロックされます。 

^ 押し込む際に、接続したケープルを挟まないように注意してください。 


15. USB ケーブルをマザーポードに接続する。 



^ USB ケーブルがマザーボード上の電子部品に接触していないことを確認して 
ください。 


16. 取り外した部品を取り付ける。 

17. 搭載したバックアップデバイスのデバイスドライバをインス I ルする。 

詳しくはバックアップデバイスに添付の説明書を参照してください。 
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取り外し 

取り外しは、それぞれの「取り付け」で示す手順の逆を行ってください。 



本装置の増設用ファンス□ツトにオプションのファンを追：!]□することにより、泠却ファンの冗 
長化をすることができます。 

下図は標準装備のファンのス□ツトとオプションのス□ツトおよびそれぞれのス□ツトに割 
り当てられているスロット番号を示します。 





標準装備 
オプション 
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取り付け 

1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

3. ドライブカバーを取り外す （1 88ページ参照)。 

4. 増設用ファンの取り付け位置を確認する。 

5. まっすぐに増設用ファンス□ットに 
差し込む。 

完全に押し込むと「カチッ」という 
音がしてロックされます。 


6. フアンポード上の JFANSEL _1 ジャンパピンの位置を変更する。 



_"〇 その他ジャンノ V° の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因 
となります。 
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取り外し 

冗長ファンを取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、 
以下の手順に従って行ってください。 

交換する場合は通電中の状態でもできます（ホットスワップ）。 


A 注意 

A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 


• 感電注意 


1. 取り外す（交換する）ファンを確認する。 

故障したファンは EXPRESSSCOPE エンジン2などの管理ツールで確認できます。 
また、システムが通電中の場合はファンのランプが点灯しているファンが故障して 
いることを表しています。 

2. フアンを右図のようにつまんで、 

まっすぐ上に持ち上げる。 

3. ファンを交換する場合は「取り付 
け」の手順5と6を参照して取り付 
ける。 














248 内蔵オプシヨンの取リ付け 


4. フアンポード上の JFANSEL _1 ジャンパピンの位置を変更する。 


胃"〇 その他ジャンノ V° の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原因 
となります。 
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フロッピーディスクドライブ 


本装置の前面にはオプションのフロッピーディスクドライブを取り付けるベイがあります。 

wO 弊社で指定していないフロッピーディスクドライブを取り付けないでくださ 
nra い。 


フロッピーディスクドライブベイ 



取り付け 

次の手順に従つてフロッピーディスクドライブを取り付けます。 

1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

3. ドライブカバーとロジックカバーを取り外す（188、189ページ参照)。 
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6 . 


7. 


光ディスクドライブブラケットの力 
バーを固定しているネジを外し、力 
ノ（一を矢印の方向へ取り外す。 


光ディスクドライブを固定している 
ネジ （2 ケ所）を外し、光ディスク 
ドライブを取り外す。 



8. フロッピーディスクドライブを矢印 
の方向にスライドさせ、フロッピー 
ディスクドライブに添付のネジ 
(2 ヶ所）で固定する。 


\t 


〇 


(? 



ネジ 


9. フロッピーディスクドライブにケー 
ブル （ K 410-193(00)) を接続す 
る 0 


M3 



ケープルコネクタ 
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10. 光ディスクドライブをブラケットに 
取り付け、ネジ （2 ケ所）で固定す 
る 0 



ネジ 


1 1. ブラケットカバーのツメをフ□ッ 
ピーディスクドライブと光ディスク 
ドライブのネジ穴に合わせて、ブラ 
ケットカバーをネジで固定する。 


光ディスクドライプのネジ穴 



カバー固定ネジ 



12. 手順4.〜手順5.の逆手順で装置に実装する。 

13. マザーボードの USB FDD コネクタにケーブルを接続する。 


USB FDD コネクタ 



14. 取り外した部品を取り付ける。 


マザーボード 
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bbtiti bti ti b u bu u 

コ 

: 

コ 

コ 

コ 

□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□ 


交換手順 

次の手順に従ってオプションの内蔵 DVD SuperMULTI ドライブへ交換します。 

1 . 170ページを参照して準備をする。 

本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

ドライブカバーを取り外す （188 ページ参照)。 


2 . 

3. 

4. 


光ディスクドライブのケーブル固定 
ブラケットの両端をつまみながら、 
ケーブルを取り外す。 



取り外し 

取り外しは、「取り付け」で示す手順の逆を行ってください。 


光ディスクドライプ 


標準の光ディスクドライブをオプションの内蔵 DVD SuperMULTI ドライブへ交換する手順に 
ついて説明します。 


弊社で指定していない DVD SuperMULTI ドライブを取り付けないでくださ 
い。 


光ディスクドライブベイ 
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5. 


6 . 



7. 


8 . 


光ディスクドライブを固定している 
ネジ （2 ケ所）を外し、光ディスク 
ドライブを取り外す。 


オプションの内蔵 DVD 
SuperMULTI ドライブを光ディス 
クドライブブラケットに取り付け、 



ネジ 


オプションの内蔵 DVD 


SuperMULTI ドライブに添付のネ 
ジ （2 ケ所）で固定する。 


9. ブラケットカバーのツメを光デイス 
クドライブのネジ穴に合わせて、ブ 
ラケットカバーをネジで固定する。 




10. 手順4.〜手順5.の逆手順で装置に実装する。 

11. 取り外した部品を取り付ける。 































































































254 システム BIOS (SETUP) のセットアップ 


システム BK3S (SETUP) のセットアップ 

Basic Input Output System (BIOS) の設定方法について説明します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定してください。 

SETUP はハードウェアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがなくても実行できます。 

SETUP で設定される内容は、出荷時に最も標準で最適な状態に設定していますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するよラな場合など必 
要に応じて使用してください。 



• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定することができます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルがあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、すべての項目の変更が 
できます。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目が限られ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!-ールする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新のバージヨンがインス!-ールされています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合があります。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照するか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたはく Esc >、 く F 1 0>キーで必ず終了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを行った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがあります。 
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本体の電源を〇 N にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self-Test ) の実行内 
容が表示されます。 「NEC」 ロゴが表示された場合は、 <Esc> キーを押してください。 

しばらくすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F2> to enter SETUP or Press <F12> to Network 


ここでく F2> キーを押すと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


以前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


EnterpasswordU H 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFR こしてください。 



パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります 0 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設定の状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設定や、変更でき 
る設定に制限があります。 





256 システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 


キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されています)。 



.現在表示しているメニュ 


サブメニューが 
あることを示す 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


設定項目 


パラメ 


夕（選択すると文字が反転する*) 


キーの 機能説明 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや検出されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□力ーソルキー （ t 、 I ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ 力ーソルキー（―、 —） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server , Boot、Exit などのメニューを選択します 0 

□ <— >キー / <十>キー 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ <Ente「> 干一 

選択したパラメータの決定を行うときに押します。 


n <Esc> キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ <1=9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します（出荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 

□ <F10>+- 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設定例 
をホします。 


日付 • 時刻関連 


rMairU ^ 厂 System "Time」、 厂 System Date」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「Server」—「AC-LINK」—「Power 〇 n」 

- POWER スイッチを使って〇 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
〇 FF のままにする 

「Server」 一 「AC-LINK」 一 「Last State」 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「Server」—「AC-LINK」—「Stay Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」— 起動順序を設定する 

POST の実行内容を表示する 

「Advanced」 一 rBoot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

「NEC」 ロゴの表示中に <Esc> キーを押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデ厶か b : 「Advanced」—[Advanced Chipset ControlJ 

一 「Wake on Ring」—「Enabled」 

RTC のアラームから： 「Advanced」—「Advanced Chipset Control」 

一 「Wake on RTC Alarm」—「Enabled」 


HW コンソール端末から制御する 

「Server」—「Console Redirection」 —それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「CPU 1 /2-DIMM n Status」 —表示を確 
認する (n: 1〜 6) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよラ 
に対応しています。 



背面側 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「Advanced」—「Memory Configuration」—「Memory Retest」—「Yes」 —再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

「Main」—「Processor Settings」 —表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のよラに対応 
しています。 


キーポー ド関連 


Numlock を設定する 

「Advanced」—「NumLock」—fOnJ (有効）/ fOffJ (無効:初期値) 


ィベント□グ関連 


イベントログをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 fClear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 
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セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

「Security」—rSet Supervisor PasswordJ —パスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定します。 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」—「Peripheral Configuration」— それぞれの1/〇ポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」—「PCI Configuration」— それぞれのデバイスに対して設定をする 

RAID コント□ーラポードを取り付ける 

「Advanced」—「PCI Configuration」—「PCI Slot n Option ROM」—「Enabled」 
n: PCI スロットの番号 

八ードウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」—fResetConfiguration Data」—「Yes」— 再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」—「Exit Saving Changes』 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 rExit Discarding Changes」 またI忒 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合があります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 











260 システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 


バラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

• Main メニュー（-261ページ） 

• Advanced メニュー（-^264ページ） 

• Security メニュー（-^270ページ） 

• Server メニュー（-^274ページ） 

• Boot メニュー （—282 ページ） 

• Exit メニュー（-283ページ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、出荷時の設定を説明 
します。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを行 
います。 

SATA Port 0 

SATA Port 1 

SATA Port 2 

SATA Port 3 

SATA Port 4 

SATA Port 5 


それぞれのチャネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

出荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プロセッサ (CPU) に関する情報や設定をする 
画面を表示します （262 ページ参照)。 

Language 

[English] 

Frangais 

Deutsch 

Espanol 

Italiano 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 

















262 システム BIOS ( SETUP ) のセットアップ 


Active Processor cores: 
Hyper-Threading Technology: 
Execute Disable Bit: 

Intel SpeedStep(R) Technology: 
Turbo Boost Technology: 

Cl Enhanced Mode: 
Virtualization Technology: 
Hardware Prefetcher: 


Processor 2 CPUID: 


Not Installed 


Processor 1 CPUID: 000106 A4 

Processor 1 L2 Cache: 102 4 KB 

Processor 1 L3 Cache: 8192 KB 


Processor Speed Setting: 2260 MHz 


Select 'Yes' , BIOS 
will clear historical 
processor status and 
retest all processors 
on next boot - 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Processor Settings 


Item Specific Help 



Processor Settings サブ’メニュー 


Main メニューで 「Processor Settings」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


項目については次の表を参照してください。 


BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認 • 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1 0° C 〜 35 °C • 湿度： 20%〜 
80%)から外れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Speed Setting 


搭載しているプロセッサのクロック速度を 
表 71"^ し东す〇 

Processor 1 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Not Installed 

数値の場合はプ□ セッサ 1の ID を示します。 
「Not Installed 」 は取り付けられていないこ 
とを示します（表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プロセッサ1の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 1 L3 Cache 


プロセッサ1の三次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 

数値 ( Oxxx ) 

Not Installed 

数値の場合はプロセッサ2の ID を示します。 
「Not InstalledJ は取り付けられていないこ 
とを示します（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 


プロセッサ2の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 


TJTJTJTJTJTJ] 
d d d d d d d 
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b b b b b b b 
I 8 3 9 8 3 3 9 
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ハードウェア編 263 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 L3 Cache 

— 

プロセッサ 2 の三次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Active Processor Cores 

[ALL] 

1 

2 

プ□セッサ内部の有効な Core 数を設定しま 
す。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

1つの物理プ□セッサーを2つの論理プロ 
セッサーとしてみせて動作する機能です。 

本機能をサポートしたプロセッサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定ができます。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable Bit 機能をサボートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効/無効を設定します。 

本機能をサボートしたプロセッサが搭載さ 
れた場合にのみ表示され、設定ができます。 

Turbo Boost Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する Turbo 

Boost Technology 機能の有効/無効を設定 
します。 

Cl Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

Cl Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプロセッサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効/無効を設定します。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

ハードウェアのプリフェッチャの有効/無効 
を設定します。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[Enabled] 

メモリがらキャッシュへのアクセスの最適 
化の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
















264 システム BIOS ( SETUP ) のセツトアップ 


Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「〉 キーを押すとサブメニューが表 
ホされます 0 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory ConTiguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral ConfiguraTon 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[Disabled] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「Enabled」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「Disabled」 に設定する 
と NEC ロゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「Disabled」 に設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報)をクリアするときは 「Yes」 

に設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「No」 に切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off」 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプロセッサに異常を検出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「Boot」 でオペレーティンク'システムをそのま 
ま起動します。 「Halt」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
Bta もクリアされます。 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定する前に、 
必ず設定されているブートデバイスの順番を記録し、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration サブ’メニュー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced I 



Memory 

Configuration 

Item Specific Help 

Installed memory: 

2048 MB 


Enables DIMM sparing 

Available under 4GB: 

2048 MB 


feature- 

CPU1_DIMM 1 

Status: 

Normal 



CPU1_DIMM 2 

Status: 

Normal 



CPU1 一 DIMM 3 

Status: 

Normal 



CPU1_DIMM 4 

Status: 

Normal 



CPU1_DIMM 5 

Status: 

Normal 



CPU1_DIMM 6 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 1 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 2 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 3 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 4 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 5 

Status: 

Normal 



CPU2_DIMM 6 

Status: 

Normal 





▼ 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Installed memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Available under 4GB 


4GB 以下の領域で使用可能なメモリ容量を 
表示します（表示のみ)。 

CPU1.DIMM 1-6 Status 
CPU2.DIMM 1-6 Status 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

Error 

メモリの現在の状態を表示します。 

「Normal」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「Disabled」 は故障していることを、 
「Not Installed」 はメモリが取り付けられて 
いないことを、 「Error」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは同じ名称になってい 
ます。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリの エラー 情報をクリアし、次回起動 
時にすべての DIMM に対してテストを行いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
に「N0」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

「1MB」 は 1M 単位にメモリテストを行いま 
す。 T1KB」 は 1K 単位にメモリテストを行い 
ます。 「Every Location」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ベースキーのみ有効となり <F2>、<F4>、 
<F12>, く Esc> キーは無視されます。 

Memory RAS Mode 

[Independent] 

Mirror 

LockStep 

メモリの RAS モードを設定します。機能の 
詳細については、「メモリ機能の利用」（197 
ページ）を参照してください。 

NUMA configuration 

[Disabled] 

Enabled 

Non-Uniform Memory Access 機能の有効/ 
無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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► Onboard Video Controller 

► Onboard LAN 

PCI Slot OA Option ROM: 

PCI Slot 2B Option ROM: 

PCI Slot 3B Option ROM: 

PCI Slot 1C Option ROM: 

PCI Slot 2C Option ROM: 

PCI Slot 3C Option ROM: 


Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 
controller. 


FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit 如 Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


PCI Configuration 


Item Specific Help 



PCI Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter〉 キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


項目については次の表を参照してください。 


[]： 出荷時の設定 





Onboard Video Controller サブメニュー 


RA 旧コント□ーラや LAN ポード(ネットワークブート )、 Fibre Channel コン 
卜□ーラで、 OS がインス I -ールされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCI スロットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
ください。 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコントローラの有効/ 


[Enabled] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[Auto] 

オンボード上のビデオコントローラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的にするかを選択 
します。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot OA Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

RAID コントローラ専用スロットに搭載され 
ている RAID コントローラのオプション ROM 
の展開を有効にするか無効にするかを設定し 
ます。 

PCI Slot 2 巳〜 3B Option 

ROM 

[Enabled] 

Disabled 

フルハイトタイプのライザカードに接続して 
いる PCI ボード上のオプション ROM の展開を 
有効にするか無効にするかを設定します。 

PCI Slot 1C 〜 3C Option 

ROM 

[Enabled] 

Disabled 

□ープロファイルタイプのライザカードに 
接続している PCI ボード上のオプション 

ROM の展開を有効にするか無効にするがを 
設定します。 


TJTJTJ-J-JTJ 
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[]： 出荷時の設定 
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Onboard LAN サブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント□—ラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラ1の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 

LAN2 Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コントローラ2の BIOS 
の展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


Peripheral Configuration サブメニュー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、以下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 


Peripheral Configuration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled] 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[Enabled] 

USB 2.0 Controller: 

[Enabled] 

User configuration 

Serial ATA: 

[Enabled] 


SATA Controller Mode Option: 

[Enhanced] 


SATA AHCI: 

[Enabled] 


SATA RAID: 

CDisabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


胃"〇 害！!り込みベース I / O アドレスが他と重複しないように注意してください。設定 
した値が他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」が表示されます。 
黄色の「*」が表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 
シリアルポート A を利用する場合はオプシヨ 
ンの 「N8117-01A 増設 RS232C コネクタ」 

が必要となります。 

Base I/O address 

[3F8h] 

2F8h 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート A のためのベース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設定し 
ます0 

Serial Port B 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート B の有効/無効を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Base I/O address 

3F8h 

[2F8h] 

3E8h 

2E8h 

シリアルポート B のためのベース l /〇アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート B のための割り込みを設定し 
ます。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[Enabled] 

USB2. ◦の有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

本装置ではサボート対象外です。 

設定を変更しないでください。 

SATA Controller Mode 
Option 

Compatible 

[Enhanced] 

SATA AHCI 

Disabled 

[Enabled] 

N8100-1590, Linux OS をインストールす 
る場合は Disabled に設定してください。 

SATA RAID 

[Disabled] 

Enabled 

本装置ではサポート対象外です（表示の 

み)〇 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control サブメニュー 


Advanced メニューで 「Advanced Chipset Control」 を選択すると、以下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced H 



FI Help f | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

[Enabled] 

マルチメディアに対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel(R) l/OAT 

Disabled 

[Enabled] 

Intel 1/〇アクセラレーシヨンテクノロジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Intel(R) VT-d 

Disabled 

[Enabled] 

インテルチップセットが提供する rintel(R) 
Virtualization Technology for Directed I/O」 
の有効/無効を設定します。この機能に対応 
しているプロセッサの場合に表示されます。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[Enabled] 

ネットワークを介したリモートパワーオン 
機能の有効/無効を設定します。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

Enabled 

リアルタイムクロックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 

QPI Frequency Selection 

[Auto] 

4.800 GT/s 

5.866 GT/s 

6.400 GT/s 

QPI バススピードを設定します。 


[]： 出荷時の設定 


«"〇 Wake On Ring 機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Ring 機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを押下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Ring 機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Disabled] 

setup utility. 

Password on boot: 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled ： 


Disable USB Ports: 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


• 「User Password 」 は、 「Supervisor Password 」 を設定していない 

Ifa と設定できません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「Security Chip Configuration」 
は選択後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているがど 
うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るがどうがを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

<Enter> キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスに制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「Supervisor」 で□ク、 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

<Enter>*_ を押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面になります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「Supervisor」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[Disabled] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を行う/行わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

Write Protect 

IDEA- ドディスクドライプに対する書き込 
みを防ぎます。本装置では IDE ハードディス 
クドライプをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチの抑止機能を有効にするが 
無効にするがを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 

Disable USB Ports 

[Disabled] 

Front 

Rear 

Internal 

Front + Rear 

Front + Internal 

Rear + Internal 

Front + Rear + Internal 

USB ポートの有効/無効を設定します。 

<例> 

Disabled: 

すべての USB ポートが利用できます。 

Front: 

Front の USB ポートのみが利用できなくなり 
ます （Internal と Rear の USB ポートは利用で 
きます)。 

Front + Rear + Internal: 

すべての USB ポートが利用できなくなりま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Security Chip Configuration サブメニュー 

Security メニューで 「SecurityChip Configuration」 を選択し、く Ente「> キーを押すと以下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Security ■ 



FI Help t [ Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[Disabled] 

Enabled 

TPM 機能の有効 / 無効を設定します。 
「Supervisor Password 」 を設定すると選択 
可能になります。 

Current TPM State 


現在の TPM 機能の状態を表示します。 

「TPM Support 」 が Enable 設定時のみ表示 
されます。 

Change TPM State 

[No Change] 

Enable & Activate 
Deactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 

「TPM Support 」 が Enable 設定時のみ表示、 
選択可能になります。 


[]： 出荷時の設定 
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_"〇 「Change TPM State 」 で [No Change ] 以外のパラメータを選択し 、 TPM 
State の変更を行う場合、本装置再起動後の POST の終わりにパスワード入力 
画面が表示されます 。 Supervisor Password を入力すると以下のメッセージ 
が表示されます。設定変更を行うためには Execute を選択してください 0 

Enable & Activate が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Enable & Activate 

Note: 

This action will switch on the TPM 

Reject 

Execute 


Deactivate & Disable が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State: Deactivate & Disable 

Note: 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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Server 

カーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


Advanced 



Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

卜 Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

: Disabled ： 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11 ： 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

[ 20] 


Platform Event Filtering: 

[Enabled] 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Serve 「メニューで設定できる項目とその機能を示します。 「System Management」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration」 は®手尺 
後、 <Ente「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB-2 Policy 

Disable FRB2 Timer 
[Retry 3 Times] 

Always Reset 

BSP で FRB レベル 2 の エラー が発生したとき 
のプ □ セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない〇 S から起動する場合には、 
この機能を無効にしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3times] に設定すると、タイムアウト 
の発生後にシステムをリセットし、〇 S 起動 
を 3 回まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みます。 

* システムにサービスパーティシヨンが存 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンがら〇 S 起動を無限に試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常を検出した 
場合に POST の終わりでいったん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
口ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうがを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
がどうがを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time(Sec) 

[20] - 255 

DC 電源を〇 N にするディレイ時間を 2 ◦秒が 
ら 255 秒の間で設定します。 AC-LINK で 
「Last State 」 または 「 Power 〇 n 」 に設定 
している場合に有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ペースボードマネージメントコント 
□ ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]： 出荷時の設定 


「AC-LINK」 の設定と本装置の AC 電源が OFF になつてから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


* P 〇 WER スイッチを 4 秒以上押し続ける操作です。強制的に電源を〇 FF にします〇 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は 「 AC - LINK 」 の設定 
を 「Power On 」 にしてください 0 
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System Management サブメニュー 

Serve 「メニューで 「System Management」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server | 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Revision: 

xxxx 


ALL items on this meenu 




cannot be modified in 

Board Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


user mode. If any 

Board Serial Number: 

xxxxxxx — xxxxxxxx 


items require changes. 

System Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


please consult your 

System Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 


system Supervisor. 

Chassis Part Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Chassis Serial Number: 

xxxxxxx-xxxxxxxx 



Onboard LAN1 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Onboard LAN2 MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



Management LAN MAC Address: 

xx-xx-xx-xx-xx-xx 



BMC Device ID: 

01 



BMC Device Revision: 

01 



BMC Firmware Revision: 

01.00 



SDR Revision: 

01.00 




▼ 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Revision 


BIOS のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスァムの部品番号を表耶します 
( 表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の筐体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の筐体のシリアル番号を表示します 
( 表示のみ)。 

Onboard LAN1 MAC 

— 

標準装備の LAN コネクタ 1 の MAC アドレス 

Address 


を表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 

— 

標準装備の LAN コネクタ 2 の MAC アドレス 

Address 


を表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 

— 

マネージメント専用 LAN コネクタの MAC ア 

Address 


ドレスを表示します（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

BMC のデバイス ID を表示します（表示の 

み)〇 

BMC Device Revision 


BMC のレビジョンを表示します（表示の 

み)〇 

BMC Firmware Revision 


BMC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ)。 
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Console Redirection サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server 


Console Redirection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port: 

Baud Rate: [19.2K] 

Flow Control: [CTS/RTS] 

Terminal Type: [VT100+] 

Continue Redirection after POST : [Enabled] 

Remote Console Reset : [Disabled] 

Selects the Serial port 
to use for Console Redi- 

rection. 

"DisabLed" completely 
disables Console Redire- 

ction. 


FI Help f b Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートが 
ら ESMPR 〇 /ServerManager やハイパー 
ターミナルを使った管理端末がらのダイレ 
クト接続を有効にするが無効にするかを設 
定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

接続するハードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[CTS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フロー制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクションを POST 終了後 
に継続して実行する機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続している ハー ドウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （ EscR ) に 
よるリセットを有効にするかどうがを選択 
します。 

「 ESMPRO/ServerManager 」 を使用した管 
理端末からの接続時には、本機能は設定に 
関わらず常に有効となります。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration サブメニュー 


Serve 「メニューで 「BMC LAN Configuration」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。 


マネージメント専用 LAN コネクタはその他の LAN としては使用できません。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
■ Server | 



FI Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Shared BMC LAN 

[Disabled] 

Enabled 

マネージメント専用 LAN コネクタをマネー 
ジメント専用 LAN として使用する場合には 
「 Disabled 」 設定のままです。 

LAN2 ポートを管理用 LAN として使用する場 
合には 「 Enabled 」 に設定します。この時マ 
ネージメント専用 LAN コネクタは使用でき 
ません。 

LAN Connection Type 

[Auto Negotiation] 

1 〇〇 Mbps Full Duplex 
100 Mbps Half Duplex 
10Mbps Full Duplex 
10Mbps Half Duplex 

マネージメント専用用 LAN のコネクション 
タイプを設定します。 

IP Address 

[192.168.001.001] 

マネージメント専用 LAN の IP アドレスを設定 
します。 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 

マネージメント専用 LAN のサブネットマス 
クを設定します。 

Default Gateway 

[ 〇〇〇 . 〇〇〇 . 〇〇〇 . 〇〇〇 ] 

マネージメント専用 LAN のゲートウェイを 
設定します。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] に設定すると、 DHCP サーパが 
ら IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [Disabled ] に設 
定します。 

Web Interface 



HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP による通信を 
使用する場合には [Enabled ] に設定してく 
ださい。 
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項目 

パラメータ 

説明 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際に使用す 
る TCP ポートナンバーを設定します。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS による通信 
を使用する場合には [Enabled] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンバーを設定します。 

Command Line Interface 



Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

Telnet Port Number 

[23] 

Telnet 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

SSH Port Number 

[22] 

SSH 接続による通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

Clear BMC Configuration 

[Enter] 

[Enter] を押し、 [Yes] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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Event Log Configuration サブメニュー 

Serve 「メニューで 「Event Log Configuration 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、以下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
■ Server | 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Auto Clear Event Logs: CDisabLed] 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit — Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Auto Clear Event Logs 

Enabled 

[Disabled] 

「Enabled」 に設定するとエラーログエリア 
が Full になったときに自動でクリアします。 

Clear All Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 
「Yes」 を選ぶと保存されているエラーログ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log サブメニュー 

Server メニューの 「Event Log Configuration」 で 「System Event Log」 を選択すると、以 
下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベントログの例です。 

記録されているシステムイベントログは< I >キー/< t >キー、< + >キー/ <-> キー、< 
Home〉 キー/く End〉 キーを押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

■ Server I 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator Id = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0Lder SEL 

<->:Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help t | Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit _ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Configuration の注意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セッ トアッ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻すには Clear BMC Configuration を実行し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Configuration 実行後の初期化が完了するまでには数十秒 
程度かかります。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「 ESMPRO/ServerManager 」 
をご使用の場合は、 ESMPRO/ServerManager で設定された項目も Clear 
BMC Configuration の操作にてクリアされます。 
ESMPRO/ServerAgent Extension をご使用の場合には、本操作を行う 
前に ESMPRO/ServerAgent Extension の設定情報のバックアップを 
行ってください。 
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Boot 


カーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する 


PhoenixBIOS Setup Utility 


USB CDROM: 

IDE CD: MATSHITADVD-ROM SR-8178-CP 
USB FDC: 

USB KEY 
IDE HDD 
USB HDD 

PCI SCSI: #D50 ID06 LUNO SEAGATE ST 
PCI BEV: IBA GE Slot 0100 v1322 
PCI SCSI: #D50 ID07 LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 ID08 LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 ID09 LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOA LUNO SEAGATE ST 

PCI SCSI: #D50 IDOB LUNO SEAGATE ST 

PCI BEV: IBA GE Slot 0101 v1322 


'る Boot メニューが; 


が表示されます。 


Item Specific Help 


Keys used to view or 
configure devices: 

Up and Down arrows 
select a device- 
<+> and <-> moves 
the device up or down. 
<x> exclude or include 
the device to boot - 


FI Help 
Esc Exit 


t 1 


Select Item 
Select Menu 


- /+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


起動デパイスとして登録されていないデパイス 
起動デパイスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス \ 

USB CDROM 

USB CD-R 〇 M ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライプなども含む） 

USB FDC 

USB フロッピーディスクドライプ 

USB KEY 

USB フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

IDE ハードディスクドライブ 

USB HDD 

USB ハードディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備のハードディスクドライプ 

RAID システムの場合は 「Software RAID 」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot xxxx : 本体標準装備の 1_AN。「Slot 〇 1 〇〇」が ' し AN1 、 「Slot 0101J 
が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデバイスを検出すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して < X > キーを押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は < X > キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

3. <t >キー/< I >キーと < 十〉キー/<_>キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

各デバイスの位置へ< 丨 >キー/<丨〉キーで移動させ、<十〉キー/<_〉キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを 「Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューの各オプションについて以下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

次に 「Save before exiting?」 の確認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 


Load Setup Deraults 

SETUP のすベての値をデフオルト値に戻したい時に、この項目を選択します。 Load Setup 
Defaults を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフオルト値に戻して Exit メニューに 
戻ります。 fNoJ を選択すると Exit メニューに戻ります。 


モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値が異なる場合があります。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す 
必要があります。 
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Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Ente 「> キーを押すと、保存しているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムァ'フォルト値を保存してし'''なし'''場合は、表 TJX されません。 

Save Custom Defaults 


このメニューを選択して < Ente 「> キーを押すと、現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると fLoadCustom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保存する前に今回の変更を以前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます 。 Discard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、以前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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CMOS メモリ•バスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者が 
6保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す0 


irO CMOS メモリの内容をクリアすると SETUP の設定内容がすべてデフオルト 
Bta の設定に戻ります。 


パスワード / CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して行います。ジャンパスイッチは下図の位置にあります。 


W-O その他のジャンノ v ° の設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
Bto 因となります。 


CMOS メモリの内容の 

パスワードの保護/クリア用ピン保護/クリア用ピン 


前面側 



背面側 


マザーボード 
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それぞれの内容をクリアする方法を次に示します。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死亡す 
る、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解 • 修理 • 改造はしない 

• リチウムバッテリを取り外さない 

• ブラグを差し込んだまま取り扱わない 



A 注意 



AA 

A A 

Q 


装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。火傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。詳しくは、 iii ページ以降の説 
明をご覧ください。 

1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーを外したまま取り付けない 
指を挟まない 

言:日:卞吾 

ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 
複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 


< CMOS のクリア> 

1 . 170ページを参照して準備をする。 

2. 本体をラックから引き出す （170 ページ参照)。 

3. □ジックカバーを取り外す （ 188ページ参照)。 

4. クリアしたい機能のジャンノ（スイッチの位置を確認する。 

5. ジャンノ（スイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。ジャンパスイッチにアクセスしづらい場合は 
210ページを参照してライザーカードを取り外してください。 

6. 5秒ほど待って元の位置に戻す。 

7. 取り外した部品を元に組み立てる。 

8. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

9. く F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューから 
「Load Setup Defaults 」 を実行する 0 


<パスワードのクリア> 


1. < CMOS のクリア〉の1〜5の手順同様にノ（スワードクリアのジヤンノ（スイッチの 
設定を変更する。 

2. 取り外した部品を元に組み立て、 POWER スイッチを押す。 
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3. < F 2> キーを押して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、パスワードを設定し 
直して 「Exit Saving Changes 」 を実行する。 

4. 電源を落とし、ジャンノ（スイツチを元に戻す。 

5. 再度、本体を元通りに組み立てる。 


割り込みライン 


割り込みラインは、出荷時に次のように割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コン ト□ー ラ） 

IRQ 

周辺機器（コン ト□ー ラ） 

〇 

システムタイマ 

12 

SM Bus 

1 

— 

13 

数値演算プロセッサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

VGA, LAN1 

5 

PCI 

17 

LAN2, SATA 

6 

— 

18 

— 

7 

PCI 

19 

— 

8 

リアルタイムクロック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザーボードリソース 

23 

USB 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当または N 8100 -1590 専用内 
蔵)を使用して、内蔵のハードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について 
説明します。オプションの RAID コント□—ラ （ N 8103 -115/118 A ) による RAID システムの 
使用方法については、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


RA 旧について 


RAID の概要 

RAID(Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意味します。 


つまり RAID とは複数のハードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ） 
として構成し、これらを効率よく運用することを言います。これにより単体の大容量ハード 
ディスクドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当または N 8100 -1590 専用内蔵)では、1 
つのディスクグループを複数の論理ドライブ(バーチャルディスク）に分けて設定することが 
できます。これらのパーチャルディスクは、 0 S からそれぞれ1つのハードディスクドライブと 
して認識されます。〇 S からのアクセスは、ディスクグループを構成している複数のハードディ 
スクドライブに対して並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、あるハードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 
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RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式には、複数の種類(レベル)が存在します。その中で本体装置内 
蔵の RAID コント□—ラ( N 81 03- 11 6 A 相当または N 81 00- 1590専用内蔵)がサポートする 
RAID レペルは、 「 RAID 〇」 「 RAID 1 」 「RAID 5 」 「RAID 6| 「 RAID 10 」 「RAID 5〇」です。ディ 
スクグループを作成する上で必要となるハードディスクドライブの数量は RAID レベルごとに 
異なりますので、下の表で確認してください。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID0 

1 

8 

RAID1 

2 

2 

RAID5 

3 

8 

RAID6 

3 

8 

RAID 10 

4 

8 

RAID50 

6 

8 


RAID レベルの一覧 


RA 旧レベル 

N 8103 -1 16相当 

N 8100-1590専用 

コント□ーラ 

RAID0 

〇 

〇 

RAID1 

〇 

〇 

RAID5 

- 

〇 

RAID6 

- 

〇 

RAID 10 

〇 

〇 

RAID50 

- 

〇 


_"〇 「 RA 旧5」 「 RA 旧6」 「 RA 旧50」をご使用の場合は、別途 N 8103 -11 9 
Bto RA 旧アップグレードキットを増設してください。 

N 81 00-1 590の場合は全 RAID をサポートしているので不要です。 



各 RAID のレベル詳細は、 「 RAID レベル」 （292 ページ）を参照してくださし、。 


ディスク グループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数のハードディスクドライブをグループ化したものを表します。設定可 
能なディスクグループの数は、ハードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図は本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当または N 8100-1590専用内蔵) 
に八ードディスクドライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループ ( DG ) を作成した構成 
例です。 
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RAID コント□ーラ 



ハードデイスク 
ドライブ1 


ハードデイスク ハードデイスク 

ドライブ2 ドライブ3 


(36 GB ) (36 GB ) (36 GB ) 




















ハードウェア編 291 


バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設定したものを表 
し、〇 s からは物理ドライブとして認識されます。設定可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 

次の図は本体装置内蔵の RAID コント□—ラ ( N 8103 -116 A 相当または N 8100 -1590 専用内蔵) 
にハードディスクドライブを3台接続し、3台で1つのディスクグループを作成し、ディスク 
グループに RAID 5 のバーチャルディスク ( VD ) を2つ設定した構成例です。 

RAID コント□ーラ 


DG 0 容量 108 GB 



^ -> 

_^ 


-> 

^--> 


^ -> 

^— _ _ 



VD 0-1 

20 GB 

s -^ 


VD 0-2 

2〇 GB 

--- 


VD 0-3 

2〇 GB 

s -^ 

VDO ( RAID 5) 
容量 40 GB 


VD 1-1 

16 GB 

^ 


VD 1-2 

16 GB 

^ 


VD 1-3 

16 GB 

VD 1( RAID 5) 
容量 32 GB 


ハードデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


ハードディスク 
ドライブ2 
(36 GB ) 


ハードデイスク 
ドライブ3 
(366 B ) 


パリティ (Parity) 

冗長データのことです。複数台のハードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中にハードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホットスワップといいます。 


ホツトスペア （Hot Spare) 

ホットスペアとは、冗長性のある RAID レベルで作成したディスクグループを構成するハード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるよラに用意された予備のハー 
ドディスクドライブです。ハードディスクドライブの障害を検出すると、障害を検出した 
ハードディスクドライブを切り離し(オフライン)、ホットスペアを使用してリビルドを実行し 

^ 4 〇 
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RAID レベル 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラがサポートしている RAID レベルについて詳細な説明をし 
ます。 


RAID レベルの特徴 

各 RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライピンク' 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量=八 _ ドディスクドライプ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング' 

あり 

八 ー ドディスクドライプが 2 台必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 

RAID 5 

データおよび冗長データ 
のストライビング 

あり 

八 ー ドディスクドライプが 3 台以上必要 
容量=八 ー ドディスクドライブ 1 台の容量 

X (ハードディスクドライブ台数- 1) 

RAID 6 

データおよび二重化冗長 
データのストライピンク 
あり 

あり 

八ードディスクドライブが 3 台以上必要 
容量=八ードディスクドライブ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数- 2) 

RAID 10 

RAID 1のスパン 

あり 

八ードディスクドライプが 4 台以上必要 
容量=八 _ ドディスクドライプ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数 +2) 

RAID 50 

RAID 5 のスパン 

あり 

八ードディスクドライプが 6 台以上必要 
容量=八_ドディスクドライプ 1 台の容量 
x (ハードディスクドライブ台数- 2) 


詞"〇 「 RA 旧5 」 rRAID 6 J 「 RA 旧50」をご使用の場合は、別途 N 8103_119 
RA 旧アップグレードキットを増設してください。 

N 81 00-1 590の場合は全 RA 旧をサボートしているので不要です。 
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「 RAIDO 」 について 


データを各ハードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライビング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(ハードディスクドライブ1)、ストライプ2(ハードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(ハードディスクドライブ 3) • • •というようにデータが記録されます。すべての 
ハードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


W -〇 RAIDO はデータの冗長性がありません。ハードディスクドライブが故障する 
Bfai とデータの復旧ができません。 


RAID コント□ーラ 




、 ^ ン 


ご ^ 

ハード 
テイスク 
ドライブ1 


ハード 
テイスク 
ドライブ2 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 




ストライプ4 


ストライプ5 


ストライプ6 


fRAIDlJ について 


1つのハードディスクドライブに対してもう1つのハードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台のハードディスクドライブにデータを記録するとき同時に別のハードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方のハードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方のハードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムを夕'ウンすることなく運用できます。 


RAID コント□ーラ 


^ - > 

^_ ノ 


^- -N 

ハード 


八ード 

ディスク 


デイスク 

ドライブ 1 

V ^ _^ 


ドライブ 2 

^^ ^ ノ 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 
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「 RAID5 」 について 


RAIDO と同様に、データを各ハードディスクドライブへ「ストライビング」方式で分散して 
記録しますが、そのときパリティ（冗長データ）も各ハードディスクドライブへ分散して記録 
します。この方式を「分散パリティ付きストライビング」と呼びます。 


データをストライプ( X )、ストライプ ( x +1)、 そしてストライプ( X )とストライプ ( x +1) がら生成 
されたパリティ （ x ， x +1) というように記録します。そのためパリティとして割り当てられる容 
量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ1台分の容量になります。論理ドライブを構成 
するハードディスクドライブのラち、いずれかの1台が故障しても問題なくデータが使用でき 
ます。 


RAID コント□ーラ 



1 — 


、- ノ 


- - 

ハード 
テイスク 

ドライブ1 

- -^ 


ハード 
テイスク 
ドライブ2 

V ^ _^ 


ハード 
デイスク 
ドライブ3 

^— _ ノ 


ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1,2) 

ストライプ4 


パリティ（3,4) 


ストライプ3 

パリティ(5,6) 


ストライプ5 


ストライプ6 


「 RAID6 」 について 


RAID 5 と同様に「ストライピンク'」方式で記録しますが、通常のパリティ （ P ) と、何らかの係 
数による重み付けなど異なる計算手法を用いた別のパリティ （ Q ) の、 2 種類のパリティを使用 
します。この方式を「二重化分散パリティ付きストライビング」と呼びます。そのためパリ 
ティとして割り当てられる容量の合計は、ちょうどハードディスクドライブ2台分の容量にな 
ります。論理ドライブを構成するハードディスクドライブのラち、いずれかの2台が故障して 
も問題なくデータが使用できます。 


RAID コント□ーラ 




-- 一 


-- 一 


-- 一 



八ード 
テイスク 
ドライブ1 


八ード 
デイスク 
ドライブ2 


ハード 
ディスク 
ドライブ3 


ハード 
デイスク 
ドライブ4 

^^ ^ ノ 


ストライプ1 ストライプ2 





ストライプ4 


ノ\°リテイ P (3,4) 



パリティ P (5,6) 


パリティ Q (5,6) 





パリティ Q (7,8) ストライプ7 


パリティ P (1,2) 


パリティ Q (1,2) 

パリティ Q (3,4) 


ストライプ3 

ストライプ5 


ストライプ6 

ストライプ8 


パリティ P (7,8) 
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「 RAID 10 」について 

データを2つのハードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライビング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1の高信頼性を同時に実現することができます。 



八ード 
丁イスク 
ドライブ1 


八ード 
7 ■イスク 
ドライブ2 


ハード 
7■イスク 
ドライブ3 


八ード 
7 ■イスク 

ドライブ4 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ5 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ5 


ストライプ6 



本 


RAID 1 - 


ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 


本 


RAID 1 - 


▲ 


本 


RAID 0 


「 RAID50 」 について 

データを各ハードディスクドライブへ「分散パリティ付きストライビング」で分散し、さら 
にそれらを「ストライビング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能 
と、 RAID 5 の高信頼性を同時に実現することができます。 



ストライプ1 


ストライプ2 


パリティ（1, 2) 

L A 

ストライプ3 


ストライプ4 


パリティ(3, 4) 

ストライプ6 

パリティ(5, 6) 


ストライプ5 

ストライプ8 


パリティ（7, 8) 

ストライプ7 

パリテイ （9,10) 

ストライプ9 


ストライプ1〇 

パリティ （11,12) 


ストライプ11 

ストライプ12 

▲ 


— RAID 5 - 

A 


一 RAID 5 一 


▲ 


▲ ▲ 

- RAID 0 - 
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本体装置内蔵の RA 旧コントローラのコンフイグレーシヨン 


本体装置内蔵の RAID コントローラを使用して、内蔵のハードディスクドライブを RAID システ 
ムとして使用する方法について説明します。 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラの機能について 

本体装置内蔵の RAID コントローラが持つ機能を説明します。 


リビルド 

リビルド (Rebuild) は、ハードディスクドライブに故障が発生した場合に、故障したハードディ 
スクドライブのデータを復旧させる機能です。 『RAID1』 や 『RAID5』、『RAID6』 など、冗長 
性のあるパーチャルディスクに対して実行することができます。 

マニュアルリビルド(手動リビルド） 

本体装置内蔵の RAID コント□—ラの管理ユーティリティ 「WebBIOS」 や、 「Universal RAID 
Utility」 を使用し、手動で実施するリビルドです。ハードディスクドライブを選択してリビル 
ドを実行することができます。 


オートリビルド(自動リビルド） 

Universal RAID Utility などのユーティリティを使用せず、自動的にリビルドを実行させる機能 
です。 


オートリビルドには、以下の2種類の方法があります。 

• スタンバイリビルド 

ホットスペアを用いて自動的にリビルドを行う機能です。ホットスペアが設定されてい 
る構成では、バーチャルディスクに割り当てられているハードディスクドライブに故障 
が生じたときに、自動的にリビルドが実行されます。 

• ホットスワップリビルド 

故障したハードディスクドライブをホットスワップで交換し、自動的にリビルドを実行 
する機能です。 

リビルドを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リビルドに使用するハードディスクドライブは、故障したハードディス 
クドライブと同じ仕様（同一容量、同一回転数、同一規格）のものを使 
用してください。 

• リビルド中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• リビルド中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実施しないでく 
ださい。万が一、停電などの不慮な事故でシャットダウンしてしまった 
場合、速やかに電源の再投入を行ってください。自動的にリビルドが再 
開されます。 

• 故障した八ードディスクドライブを抜いてから新しい八ードディスクド 
ライブを実装するまでに、 60 K ) 以上の間隔をあけてください。 

• ホットスワップリビルドが動作しない場合は、マニュアルリビルドを実 
行してください。 
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パトロールリード 

パト□ールリード (Patrol Read) は、ハードディスクドライブの全領域にリード&ベリファイ 
試験を実施する機能です。パト□ールリードは、パーチャルディスクやホットスペアに割り当 
てられているすべてのハードディスクドライブに対して実行することができます。 

パト□ールリードにより、ハードディスクドライブの後発不良を検出•修復することができる 
ため、予防保守として使用できます。 


冗長性のあるパーチャルディスクを構成するハードディスクドライブやホットスペアに割り 
当てられたハードディスクドライブの場合は、実行中に検出したエラーセクタを修復すること 
ができます。 



パト□ールリードを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 本体装置内蔵の RA 旧コント□ーラは、工場出荷時にパト□ールリード 
が有効 [ Enable ] となっています。 

• パト□ールリードの設定を変更するには 、 Universal RAID Utility を使 
用します。 

• パト□ールリード実行中にシステムを再起動しても、途中から再開しま 
す0 
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整合性チヱック 

整合性チェック (Check Consistency) は、パーチャルディスクの整合性をチェックするための 
機能です。 「RAID 0」以外の冗長性のあるパーチャルディスクに対して実行することができま 
す。また、ホットスペアディスクに対しても実行することができます。 

整合性チェックは、 WebBIOS や Universal RAID Utility から実施することができます。 

整合性チェックは整合性をチェックするだけでなく、実行中に検出したエラーセクタを修復す 
ることができるため、予防保守として使用できます。 



整合性チェックを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• 整合性チェック中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 整合性チェック実行中にシステムの再起動を行うと途中から再開しま 
す。 

• 整合性チェックのスケジュール連転は、 WebBIOS 、 もしくは、 
Universal RAID Utility の raidcmd とオペレーティングシステムのス 
ケジューリング機能などを組み合わせて行えます。 
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バックグラウンドイニシャライズ 

5台以上のハードディスクドライブで構成されたディスクグループに RAID5 のバーチャル 
ディスクを作成した場合、および7台以上のハードディスクドライブで構成されたディスクグ 
ループに RAID6 のバーチャルディスクを作成した場合、自動的にバックグラウンドイニシャラ 
イズ (Background Initialize) が実施されます。バックグラウンドイニシャライズ機能は、初期 
化されていない領域に対してバックグラウンドでパリティ生成処理を行う機能であり、整合性 
チェックと同等の処理を行います。 

ただし、以下の場合はバックグラウンドイニシャライズが実施されません。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前にフルイニシャライズ (Full Initialize)* 
を実施し、正常に完了している場合 

* フルイニシャライズは、バーチャルディスクの領域全体を「0」でクリアする機能です。 

• バックグラウンドイニシャライズが実施される前に整合性チェックを実施し、正常に完 
了してし)る場合 

• バックグラウンドイニシャライズを実施される前にリビルドを実施し、正常に完了して 
いる場合 (RAID5 のみ） 

• バーチャルディスク作成時に、 「Disable BGU の設定を 「Yes」 に設定した場合 

• バーチャルディスクが縮退状態 (Degraded) やオフライン状態(〇 ffline) の場合* 

* RAID6 で部分的な縮退状態 (Partially Degraded) の場合はバックグラウンドイニシャ 
ライズが実行されます。 

また、一旦バックグラウンドイニシャライズが完了しているパーチャルディスクに対して以下 
の操作を行った場合は、再度バックグラウンドイニシャライズが実施されます。 

• パーチャルディスクが縮退状態 (Degraded) やオフライン状態(〇 ffline) の場合に、オフラ 
インのハードディスクドライブに Make 〇 nline を実施し、パーチャルディスクが Optimal 

レしなったもも 

• RAID コント□ーラを保守部品などに交換した場合 

• 既存のバーチャルディスクにリコンストラクシヨンを実施し、ハードディスクドライブ 
5台以上の R AID5 構成に変更した場合 

• 既存のバーチャルディスクにリコンストラクシヨンを実施し、ハードディスクドライブ 
7台以上の RAID6 構成に変更した場合 


バックグラウンドイニシャライズを実行する場合は、以下の点に注意してくだ 
nra さぃ。 

• バックグラウンドイニシャライズ中は負荷がかかるため、処理速度は低 
下します。 

• バックグラウンドイニシャライズを中断させても、数分後に再度実施さ 
れます。 
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リコンストラクシヨン 

リコンストラクシヨン (Reconstruction) 機能は、既存のバーチヤルディスクの RAID レベルや 
構成を変更する機能です。リコンストラクシヨン機能には以下の3通りの機能がありますが、 
本体装置内蔵の RAID コントローラでは Migration with addition のみをサポートしています。 


_"〇 リコンストラクシヨンは、 WebBIOS で行います 。 Universal RAID Utility は 
リコンストラクシヨンをサボートしていません。 


Removed physical drive 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラでは未サポートです。 

Migration only 

本体装置内蔵の RAID コント□ーラでは未サポートです。 


Migration with addition 

既存のパーチャルディスクにハードディスクドライブを追加する機能です。本機能の実行パ 
ターンは以下の通りです。 （a :追力□するハードディスクドライブの数） 


実行前 

実行後 

特長 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドラィブ数 

RAID レベル 

八ードディスク 
ドライブ数 

RAID0 

X 台 

RAID0 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID0 

1 台 

RAID1 

2 台 

容量は変更されない 

RAID0 

X 台 

RAID5 

x+a 台 

ハードディスクドライブ a-1 台 
分の容量が拡大される 

RAID0 

X 台 

RAID6 

x+a 台 
(a =2 以上） 

ハードディスクドライブ 
a-2 台分の容量が拡大される 

RAID1 

2 台 

RAID0 

2+a 台 

ハードディスクドライプ a +1 台 
分の容量が拡大される 

RAID1 

2 台 

RAID5 

2+a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID1 

2 台 

RAID6 

2+a 台 

ハードディスクドライブ a-1 台 
分の容量が拡大される 

RAID5 

X 台 

RAID0 

x+a 台 

ハードディスクドライブ a +1 台 
分の容量が拡大される 

RAID5 

X 台 

RAID5 

x+a 台 

ハードディスクドライブ a 台分 
の容量が拡大される 

RAID5 

X 台 

RAID6 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a-1 台 
分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID0 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a +2 台 
分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID5 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a + 1 台 
分の容量が拡大される 

RAID6 

X 台 

RAID6 

x+a 台 

ハードディスクドライプ a 台分 
の容量が拡大される 
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wO リコンストラクションを実行する場合は、以下の点に注意してください。 

• リコンストラクション実行前に、必ずデータのバックアップと整合性 
チェックを実施してください。 

• 1つのディスクグループに複数のバーチャルディスクを作成している構 
成には、リコンストラクションは実施できません。 

• リコンストラクション中は負荷がかかるため、処理速度は低下します。 

• 縮退状態 ( Degraded ) や部分的な縮退状態 (Partially Degraded ) の 
バーチャルディスクにも実行することができますが、リビルドを実行 
し、バーチャルディスクを復旧した後で実行することを推奨します。 

• リコンストラクション中は、本体装置のシャットダウンやリブートを実 
施しないでください。万が一、停電等の不慮の事故でシャットダウンを 
してしまった場合は、速やかに電源を再投入してください。再起動後、 
自動的に再開されます。 

• 構成によっては、リコンストラクションが完了後に、自動的にバックグ 
ラウンドイニシヤライズが実行される場合があります。 


例） RAID 5 のバーチャルディスクの Migration with addition 

以下は、 36GB ハードディスクドライブ x 3台で構成された RAID5 のパーチャルディスク 
に、 36GBA- ドディスクドライブを1台追加する場合の例です。 


バーチャルディスク (RAID 5) 


、^ ノ 


、 - 〆 


36GB 


36GB 




^-^ 



36GB 


【実行前】 
容量二 72 GB 




^- ^ 

、 - ノ 


< - 

36 GB 

^ - - 


Migration with addition Mu 



【実行後】 
容量= 108 GB 
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WebBIOS を使用する前に 

「WebBI 〇 S」 を使用する前に、サポート機能および注意事項を参照してください。 

サボート 機能 

• ハードディスクドライブのモデル名/容量の情報表示 

• ハードディスクドライブの割り当て状態表示 

• バーチャルディスクの作成 
- RAID レベルの設定 

— Stripe Block サイズの設定 
— Read Policy/Write Policy/10 Policy の設定 

• バーチャルディスクの設定情報 • ステータスの表示 

• パーチャルディスクの削除 

• コンフィグレーションのクリア 

• イニシャライズの実行 

• 整合性チェックの実行 

• マニュアルリビルドの実行 

• リコンストラクションの実行 


バーチャルドライブ作成時の注意事項 

1 . DG を構成するハードディスクドライブは同一容量および同一回転のものを使用し 
てください。 

2. VD を構築した後、必ず Consistency Check を実施してください 0 

3. 本製品配下の VD に 0 S をインス I -ールする際は、 0 S インス I -ール用の VD のみを 
作成してください。 

4. Web 巳 I 0 S は ESMPRO / ServerManager のリモートコンソール機能では動作しま 
せん。 
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5. Web 巳 I 0 S の Physical Drive と Universal RAID Utility のハードディスクドライブ 
の対応は、以下の情報で判断します。 

WebBIOS 

Physical View で表示するスロット番号* 

* Drives 欄で表示される情報はス□ット番号、ハードディスクドライブの種類、 
容量、状態を表示します。ス□ット番号は「0〜7」で表示され、ハードディ 
スクドライブベイのス□ット番号を表します。 

Universal RAID Utility 

物理デバイスの「プロパティ」で表示される [D] 


WebBIOS で表示するスロット番号と Universal RAID Utility の物理デバイスの ID が 
対応しています。詳細は Universal RAID Utility のユーザーズガイドを参照してくだ 
さい。 


WebBIOS の Physical View の表示画面 


NeaaR^lID BIOS Config Utilitu Phusical Configuration 




LSI* 


UebBI 肱 


Controller Selection 


Controller Properties 


Physical Uieu 




—— 


67.656 GB, Online 


67.656 GB , Online 


HDD, 67.656 GE , Online 


Ly ； Slot: 3, HDIy 67.656 GE f Unconfigured Good 


Universal RAID Utility の物理デバイスのプロパティ画面 
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WebBIOS の起動とメニュー 

WebBIOS の起動 


以下の画面が表示された後、 < Ct 「 l >+< H > キーを押して WebBIOS を起動します。 


【 POST 画面イメージ（バーチャルディスク未設定時)】 


LSI MegaRAID SAS - MFI BIOS 
Version XXXX (Build MMM DD ， YYYY) 

Copyright (c) 20XX LSI Corporation 

HA - X (Bus X Dev X) MegaRAID SAS 8708EM2 
FW package: X.X.X - XXXX 

〇 Virtual Drive(s) found on the host adapter. 

〇 Virtual Drive(s) handled by BIOS. 

Press く Ctrl 〉 <H> for WebBIOS.— 



• POST 中はく Pause 〉 キーなどの操作に関係ないキーを押さないでくだ 
さい0 

• く Ctrl >+ く H > キーを押し忘れてしまった場合、または POST 後に次ベー 
ジの Menu 画面が表示されなかった場合は、 再起動を行い、再度 

く Ctrl >+ く H > キーを押してください。 
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Main Menu 


WebBIOS を起動すると最初に” Adapter Selection ” 画面が表示されます。 WebBIOS を用し^ 
て操作を実施する [Adapter No .] を選択してチェックし、 [ Start ] をクリックしてください。 


Adapter Selection 


LSI: 


Adapter No. 

Bus No 

〇 _ • 

16 

1 - 〇 

96 




Type _ 

HegaRAID SAS 8708 EH2 


Firmware Uersion 


1^1 


Adapter Selection を実行すると WebBIOS トップ画面が表示されます。 


NeoaR^ID BIOS Config Utility Physical Configuration 


11 ふ...， 々 I rf.al c 





WebBIOS Menu 


構成されている VD および本製品に接続さ 
れているハードディスクドライブの情報 
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WebBIOS Menu 


項目 

説明 

Controller Selection 

Adapter Selection 画面に戻ります。 

Controller Properties 

本製品の設定情報を表示します。 

Scan Devices 

本製品に接続されているハードディスクドライブを 
再認識します。 

Virtual Drives 

すでに構成されている VD の操作画面を表示します。 

Drives 

本製品に接続されているハードディスクドライプの操 
作画面を表示します。 

Configuration Wizard 

VD を構築するウィザードを表示します。 

Physical View / Logical View 

本製品に接続されているハードディスクドライプの表 
示/ VD 構成の表示を切り替えます。 

Events 

イベント情報を表示します。 

Exit 

WebBIOS の終了画面へ移動します。 


Virtual Drive のステータス表示 (Physical View では表示されません。） 


項目 

説明 

Optimal 

VD が正常であることを示しています。緑色で表示さ 
れます。 

Partially Degraded 

該当する VD が RAID 6 を構成している状態において、 
ハードディスクドライプが1台縮退していることを示 
しています。青色で表示されます。 

Degraded 

該当する VD のハードディスクドライプが1台、ある 
いは2台 （ RAID 6 構成時）縮退している状態を示して 
います。 

青色で表示されます。 

Offline 

該当する VD がオフラインの状態です。 

赤色で表示されます。 

Initialization 

該当する VD を初期化しています。 

ConsistencyCheck 

該当する VD の整合性をチェックしています。 

Rebuild 

該当する VD がリビルド中です。 

BackGroundlnitialize 

該当する VD がバックグラウンドイニシャライズ中で 
す。 

Reconstruction 

該当する VD がリコンストラクション中です。 
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ハー ドディスクドライブの ステータス 表示 


項目 

説明 

Unconngured Good 

本製品に接続されているハードディスクドライプで使 
用されていない状態です。青色で表示されます。 

Online 

コンフィグレーシヨンに組み込まれているハードディ 
スクドライブです。正常であることを示しています。 
緑色で表示されます。 

Offline 

コンフィグレーシヨンに組み込まれているハード 
ディスクドライプです。 

オフライン状態であることを示しています。 

赤色で表示されます。 

Unconfigured Bad 

該当するハードディスクドライプが故障しています。 
(本ステータスのハードディスクドライプは Physical 
View でのみ確認できます。） 

黒色で表示されます。 

Rebuild 

該当する八ードディスクドライプがリビルド中です。 
黄土色で表示されます。 

Hotspare 

ホットスペアに指定したハードディスクドライプに表 
示されます。桃色で表示されます。 



• Physical View の画面右側で表示される情報はス□ット番号、八ード 
ディスクドライブの種類、容量、状態を表示します。 

• ス□ット番号は「〇〜7」で表され、ハードディスクドライブベイのス 
□ット番号を表5"、します。 

• 本製品では Events 機能をサボートしていません。 

• S . M . A . R.T ステータス 

一 Pred Fail Count が1以上のハードディスクドライブの情報は黄 
色で表示されます。 

一過去にエラーがあったことを示しており、通常のディスクとして 
使用することができますが、ディスクの交換をお勧めいたします。 
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Controller Properties 

WebBIOS トップ画面にて [Controller Properties ] をクリックすると、本製品の設定情報が表示 
されます。 


MegaR^ID BIOS Config Utility Controller Infornation 





設定情報画面にて [ Next ] をクリックすると、本製品の詳細設定が表示されます。 
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設定情報画面には次のページにもあります。 [ Next ] をクリックすると、次のページの詳細設定 
が表示されます。 



“Schedule CC ” の欄の [ Supported ] をクリックすると、整合性チェックのスケジュール運転 
の設定画面が表示されます。 
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初期設定値および、設定値説明 


項目 

設定値 

説明 

変更可否 

備考 

Battery Backup 

Present 

None 

増設ノ \ 'ッテリのプロパティ画面 
を表示します。 

• バッテリ搭載時 : Present 
• バッテリ未搭載時： None 

— 


Set Factory Defaults 

No 

— 

不可* 1 


Cluster Mode 

Disabled 


不可 


Rebuild Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


BGI Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


CC Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


Reconstruction Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


Controller BIOS 

Enabled 

— 

不可 


NCQ 

Disabled 


不可 


Coercion Mode 

None 


不可 


S.M.A.R.T Polling 

300 

— 

不可 


Alarm Control 

Disabled 

Disabled :アラームなし 

EnalDled: アラームあり 

Silence: アラームが鳴っている 
場合、停止します 

□J*2 


Patrol Read Rate 

30 

奨励設定値： 3〇 

可 


Cache Flush Interval 

4 


不可 


Spinup Drive Count 

2 

- 

不可 


Spinup Delay 

12 


不可 


Stop On Error 

Disabled 


不可 


Drive Powersave 

Disabled 

— 

不可 


Stop CC On Error 

No 

Yes 

整合性チェックで不整合を検出 
したときの動作を設定します。 
No: 修復して継続します。 

Yes: 中断します。 

可 


Maintain PD Fail History 

Enabled 

— 

不可 


Schdule CC 

Supported 

整合性チェックのスケジュール 
運転を設定します。 

可 



* 1 Set Factory Defaults を実施すると出荷時設定に戻せなくなりますので、実施しないでください。 

* 2 Ala「m を Enable にすると、ハードディスクドライプが故障して VD が Degrade 状態になった場合に本装置からアラーム 
が鳴ります。 
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設定値変更方法 

“Controller Properties” 画面にて設定変更可能なパラメータを変更した後、画面中央にある 
[Submit] ボタンをクリックして設定値を確定してください。 

増設バッテリを搭載している際には、” Battery Backup” のステータスが” Present ” と表示 
されます。 [Present] をクリックすると、以下のバッテリステータス画面が表示されます。 



上記プ□パテイ画面において” Auto Learn Period”、“Next Learn Time ” 
および” Learn Delay Interval ” は本製品では設定変更不可です。 



• バッテリの状態を確認するには電流値を表す Current の値を参照してくだ 

さし、。 

- バッテリが充電状態のとき Current はプラスの値を示します。 

— バッテリが放電状態のとき Current はマイナスの値を示します。 

• WebBIOS では画面の表示が自動で更新されません。しばらく時間が 
経ってから画面表示を確認する場合は_度トップ画面に戻るなど表示を 
切り替えてから再度確認してくださし、。 
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Scan Devices 

WebBIOS トップ画面にて [Scan Devices] をクリックすると、本製品に接続されているハード 
ディスクドライブを再スキャンします。この機能は WebBIOS 起動後に新たなハードディスク 
ドライブを接続した際に有効です。 

• 新たに接続したハードディスクドライブに他のコンフィグレーション情 

马 報が保存されている場合、以下の” Foreign Configuration " 画面が表 

示されます。そのまま新たな八ードディスクドライブとして使用する場 
合は、 [ Clear ] をクリックしてくださしヽ。新たに接続したハードディス 
クドライブ内のコンフィグレーション情報がクリアされます。 

• 新たに接続したハードディスクドライブを使用して Universal RAID 
Utility で論理ドライブを作成する場合、他のコンフィグレーションが 
残っていると論理ドライブを作成できません。その場合は、本機能を使 
用して残っているコンフィグレーションを削除してください。 （*) 

(*) Universal RAID Utility には本機能はありません。 
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Virtual Drives 

WebBIOS トップ画面にて [Virtual Drives] をクリックすると、すでに構成されている VD に対す 
る操作画面が表示されます。 VD —覧の欄には、既存の VD が表示されます。 



項目 

説明 

Fast Initialize 

VD —覧で選択した VD の先頭領域をクリアします。 

Slow Initialize 

VD —覧で選択した VD の全領域をクリアします。 

Check Consistency 

VD —覧で選択した VD の全領域の整合性チェックを行 
います。不整合が見つがった場合は修復します。 

Properties 

VD —覧で選択した VD のプロパティを表示します。 

Set Boot Drive(Current =XX) 

オペレーティングシステムを起動する VD を指定します。 

初期値： NONE 

複数 VD 環境で、 VD0 以外の VD から起動する場合は、 
手動で設定を変更する必要があります。それ以外の場 
合は、初期値のままご使用ください。 

[設定方法] 

1. VD —覧よりオペレーティングシステムを起動させ 
る VD を選択します。 

2. Set Boot Drive (Current =XX) にチェックを入れ 
ます。 

3. [Go] をクリックします。 


_"〇 • VD が存在しない場合は、 VD —覧に VD が表示されません。本操作画面 

Pa は VD が存在するときに使用してください。 

• Set Boot Drive を正しく設定していても、本体装置の BIOS の巳 0 ot プ 
ライオリティの順位によっては、オペレーティングシステムが起動でき 
ない場合があります。 

• VD 構成後、初回の Check Consistency では警告が表示され、不整合 
が検出されることがあります。 
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Drives 

WebBIOS トップ画面にて [Drives] をクリックすると、本製品に接続されている Physical Drive 
に対する操作画面が表示されます。 
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Physical Drive Properties 

Physical Drive のプ□パティの確認は以下の手順で行います。ここでは 、 Physical Drive のプ 
□パティを確認する例を説明します。 

① 確認する Physical Drive をクリックして選択する。 

② Properties のチェック欄をクリックする。 

③ [ Go ] をクリックする。 



① 


② 

③ 


以下のよラなプロパティ画面が表示されます。 


MeqaRAID BIOS Confiq Utility Driue 


如 " Ml 趾 f 







等 
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Physical Drive Properties での操作 


項目 

説明 

Locate 

ディスクステータスランプを点灯、または点滅させます。 

Make Global HSP 

選択したハードディスクドライプをすべての DG を対象とした 
ホットスペアに指定します。 

Make Dedicated HSP 

選択したハードディスクドライプを特定の DG を対象とした 
ホットスペアに指定します。 

Remove HOTSPARE 

選択したハードディスクドライプをホットスペアから 
Unconfigured Good の状態にします。 

Make Unconf Bad 

選択したハードディスクドライプのステータスを故障にしま 
す0ステータスが Unconfigured Good のハードディスクドラ 
イプに表示されます。 

Make Unconf Good 

選択したハードディスクドライブのステータスを 
Unconfigured Good (こ 

します。ステータスが Unconfigured Bad のハードディスク 
ドライプに表示されます。 

Prepare Removal 

選択したハードディスクドライプの Power status を 
Powersave にします0 Power status が〇 n、 かつステータス 
が Unconfigured Good のハードディスクドライプに表示され 
ます。 

Undo Removal 

選択したハードディスクドライプの Power status をオンにし 
ます。 

Power status が Powersave のハードディスクドライプに表示 
されます。 

Make Dive Offline 

選択したハードディスクドライプをオフライン状態にします。 
ステータスが Online のハードディスクドライプに表示されま 
す。 

Make Drive Online 

選択したハードディスクドライプを Online 状態にします。 
ステータスが Offline のハードディスクドライプに表示されま 
す。 

Rebuild Drive 

選択したハードディスクドライプが組み込まれている VD のリ 
ビルドを開始します。 

ステータスが Offline のハードディスクドライプに表示されま 
す。 

Mark as Missing 

選択したハードディスクドライブを VD を構成している DG か 
ら除外します。ステータスが Offline のハードディスクドライ 
ブに表示されます。 



本製品では Events 機能をサボートしていません。 
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Connguration Wizard 

本製品に接続したハードディスクドライブを用いて VD を構築する機能です。本機能について 
はパーチャルディスクの構築 （319 ページ）にて説明します。 


Controller Selection 

本体装置に本製品を複数枚実装した際に、各アダプタの設定を行うために、 WebBIOS にてコ 
ント□ールするアダプタを変更する必要があります。 WebBIOS トップ画面より [Controller 
Selection ] をクリックすると、 WebBIOS 起動時に表示される” Adapter Selection ” 画面が表 
示されます。 


Physical View / Logical View 

VD を構築している場合、 WebBIOS トップ画面に DG が表示されます 。 [Physical View ] をク 
リックすると、 DG を構築しているハードディスクドライブの情報が表示されます 。 [Logical 
View ] をクリックすると、 DG 内で構築されている VD が表示されます。 


Events 

イベント情報を確認する画面です。 


本製品では Events 機能をサボートしていません。 
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Exit 

WebBIOS トップ画面より [ Exit ] をクリックすると、 WebBIOS を終了するための確認画面が表 
示されます。 WebBIOS を終了する際は、以下の画面にて [ Yes ] をクリックしてください。 



WebBIOS が終了すると、以下の画面が表示されます。本体装置を再起動してください。 


Reset Page 


Please Reboot your System 
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バーチャルディスクの構築 

ここでは WebBIOS を用いて VD を構築する手順を説明します。 


Connguration Wizard 

WebBIOS を起動し、トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックすると、以下の画面 
が表示されます。該当する操作を選択し、画面右下の [ Next ] をクリックしてください。 


MeaaR^ID BIOS Config Utilitu Configuration Uizard 


1 ド t 


Configuration Uizard guides you through the steps for configuring the MegaR^ID 
system easily and efficiently. The steps are as follows: 

1. Drive Group definitions Group drives into Drive Groups. 

2. Virtual Drive definitions Define virtual drives using those drive groups. 

3. Configuration Preview Preview configuration before it is saved. 


ition type: 

you to clear existing configuration only. 



irs the existing configuration. If you have any existing data 
he earlier defined drives, the data will be lost. 


FM,ains the old configuration and then adds new drives to the 
^nfiguration. This is the safest operation 
as it does not result in any data loss. 


X Cancel 




項目 

説明 

Clear Configuration 

コンフィグレーション （RAD 情報）をクリアします。 

New Configuration 

コンフィグレーションをクリアし、新しい VD を作成 
します。 

Add Configuration 

既存 VD に加え、新たに VD を追加します。 


wO New Configuration で新たに VD を作成する場合、既存の VD 情報は失われま 
BM すのでご注意ください。 























320 RAID システムのコンフィグレーション 


[Add Configuration ] を選択した場合、以下の画面が表示されます。 

必ず [Manual Configuration ] を選択して、 [ Next ] をクリックしてください。 


MeaaR^ID BIOS Confia Utilitu Configuration llizard 


LSI ホ 


Select Configuration Method : 




Manual Configuration 


■Puups and virtual drives and set their parameters as desired- 


Automatic Configuration 

Automatically create the most efficient configuration. 


Redundancy: 


Redundancy when possible 


▼ 


X Cancel I 4m Back 


^ ! 峥 、 Next 丨 ） 


本製品では” Automatic Configuration " 機能はサポートしていません。 
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Driue Groups 


Slot: 0, SAS, HDD, 6 
Slot:1,SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot: 2, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot: 3, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 
Slots % SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 


喝 
Ihli 
I ， 

1嗛 


Backplane: (252), Slot: 。， SAS, HDD, 6 
Backplane: (252), Slot:l, SAS, HDD, 6 
Backplane: (252), Slot:2, SAS, HDD, 6 



複数台のハードディスクドライブをひとまとめの DG として定義します。 

① DG を構成するハードディスクドライブを < Ct 「 l > キーを押しながらクリックすることで、 
複数台選択します。 


MeaaRAID BIOS Config Utilitu Config Wizard - Driue Group Definition 





Driue Group Definition ： To add driues to Driue Group,hold Control key while selecting 
Unconf Good driues and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 


Backplane (252) ■ 

BJ 1 

gj m 

Slot: 3, SAS, HDD, 67.656 GB, tfkconf フ、 


X Cancel I 4m Back I mf Next 


②選択完了後、画面左下の [Add To Array ] をクリックします 0 


m Backplane (252) 


I Slot: 3, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf I 
Slot: % SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf I 


Driue Groups 



③画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が設定されます。 DG の確定するために、画面 
右下の [Accept DG ] をクリックします。 
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④ DG 設定後、画面右下の [ Next ] をクリックします。 



⑤ DG の設定後、スノ\°ン定義画面が表示されます。 

⑥ 画面左側 Array With Free Space 欄から、 VD を設定する DG を選択し [Add to SPAN ] をク 
リックすると、画面右側 Span 欄に DG が設定されます。 
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⑦スパン設定完了後、画面右下の [ Next ] をクリックします。 


MeqaRAID BIOS Config Utility Config Wizard - Span Definition 


I 


jVjjI Span Definition ： To add array hole to a Span, select an array hole from the 

• drop-down.Click on Add To Span. Array hole uill be added to the 

span.Array Hole addition can be undone by selecting the 
Reclaim button. 



X Cancel 





• RA 旧0，1，5,6を構築する場合は、スパン設定は1つの DG だけを設定し 
てください。複数の DG に対して一度に VD 設定する場合、1つ目の DG 
に対して VD 設定してから、次の DG を選択して VD を設定してください。 

• RAID 10,50のスパン構成を構築する場合は、同じ数量の八ードディス 
クドライブで構成された複数の DG をスノ（ン設定してください。 

• 異なる数量の八ードディスクドライブで構成された DG をスパン設定す 
ることはできません。 
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前画面の操作で作成した DG 内に VD を 構築し ます。 DG 確定後、 VD 定義画面が表示され ます。 
画面右側の画面右側の中段の” NextLD,Possible RAID Levels " には、 DG 内に構築可能な VD 
の RAID レベル および 最大容量が表示され ています。 

例として 、 RAID 5で最大容量135.312 GB の VD を構築します。 

① 画面左側の設定項目欄へ必要なパラメータを入力します。 

② “ SelectSize ” 欄へ容量”135.132” を入力し、” GB ” の単位を選択します。 

③ VD の設定完了後、画面中央下 [ Accept ] をクリックします。 

④ 続けて VD の設定を行う場合は、旧 ack ] をクリックしスパン定義画面から同様の手順で設 
定を行います。 



■② 


③ 



• あらかじめ” Select Size " 欄に入力されている容量は、2台の場合は 
RAID 1、 3台以上の構成の場合は RA 旧6の最大容量です。初期で選択 
されている RA 旧レベルを変更して設定した場合の最大容量は、” Next 
LD , Possible RAID Levels ” を参照し手動で入力する必要がありま 
す。 

• RAID 5、 RAID 6、 RAID 50 をご使用の場合は、別途 N 8103_119 
アップグレードキットを増設してください。 

• N 8103 -11 9アップグレードキットを増設していない場合にも RA 旧 
Level 欄に RAID 5 が表示されますが、選択しないでください。選択して 
も構成情報のセーブに失敗します。その場合は最初からやり直してくだ 
さい0 
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⑤ VD の設定完了後、 [ Next ] をクリックします。 




• 八ードディスクドライブが2台の組み合わせ以外でも RA 旧1が作成でき 
る場合がありますが、本製品は八ードディスクドライブが2台構成の 
RA 旧1以外はサボートしていません。構成しないでください。 

• WebBIOS を用いても、3台のハードディスクドライブを使用した、「ス 
トライプサイズが 8 KB 」 でかつ 「 RA 旧6」の論理ドライブはサポート 
していません。 


⑥ DG 内に VD が設定され、以下の画面が表示されます。設定した VD に誤りがなければ、画 
面右下の [ Accept :] をクリックします。 



⑦ “Save this Configuration ?” というメッセージが表示されますので、 [ Yes ] をクリックし 

よす〇 
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⑧ “Want to Initialize the New Virtual Drives ?” と新規 VD に対しファストイニシャライズ 
を実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。ファストイニシャライズを実 
施する場合は [ Yes ] をクリックしてください。 

⑨ “Virtual Drives ” 操作画面が表示されます。他の操作を行ラ必要が無い場合は、画面左 
下の [ Home ] をクリックしてください。 



⑩ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右側に構築した VD が表示されます。 


MeaaRf^ID BIOS Config Utility Uirtual Configuration 


a f 


LSI^ 


Controller Properties 



; Backplane: (252), Slot:l, SAS, HDD, 67-656GB, Online 
•Lgr; Backplane: (252), Slot^ SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Unconfigured Drives 

| Backplane: (252), Slot:3,r SAS, HDD, 67-6S6GB, Unconfigured 

| L|f ； Backplane: (252), Slot : も SAS, HDD, 67.656GB, Unconfigured 


Configuration Wizard 


Physical View 


Exit 
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Configure SPAN 

例として、4台のハードディスクドライブを使用して RAD 10( RAID 1 のスパン構成）を構築す 
る手順を以下に説明します。 


_"〇 RA 旧00や RA 旧60の構成はサポートしておりません。構築しないでくださ 
ara い。 


① WebBIOS トップ画面より [Configuration Wizard ] をクリックして、ウィザードを起動し 
ます。 

② DG を構成するハードディスクドライブを < Ct 「 l > キーを押しながらクリックして選択しま 
す。（例として2つの DG を構築しスパンします。） 



Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 



X Cancel ^| Back J Next | 


③選択完了後、画面左下の [AddTo Array ] をクリックし、画面右側 Disk Groups 欄に DG が 
設定されたことを確認して 、 [Accept DG ] をクリックして確定します。 



II 


Slot: 0, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot:1,SAS, HDD, 67.656 GB, Online 
Slot: 2, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 
Slot: 3, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 
Slot: 4, SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 


Backplane: (252), Slot:0, SAS, HDD, i 
Backplane: (252), Slot:l, SAS, HDD, i 
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④画面右側 Disk Groups の欄に、新しい DG が構築されます。同様の手順で2つ目の DG を構 
築し、画面右下の [ Next ] をクリックします。 


MeaaRAID BIOS Config Utilitu Config Wizard - Driue Group Definition 


LSI ぐ 


Driue Group Definition ： To add driues to Driue Group,hold Control key while selecting 
Unconf Good driues and click on Add to Array. Then Accept Driue 
Group. Driue addition can be undone by selecting the Reclaim 
button. 


| 策 ; Slot: 0, SAS, HDD, 6 


| 1 ^；； Backplane: (252), Slot:。, SAS, HDD, 6 

| pf .； Slot:1,SAS, HDD, 67.656 GB, Online 


| UK ；； Backplane: (252), Slotrl, SAS, HDD, 6 1 

| pp ：； Slot: 2, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 


Drive Groupl Size: 67.656 GB 

| pp ：； Slot: 3, SAS, HDD, 67.656 GB, Online 


| Backplane: (252), Slot:2, SAS, HDD, 6 1 

| L^j Slot: % SAS, HDD, 67.656 GB, Unconf 


| Lpj; Backplane: (252), Slot:3, SAS, HDD, 6 I 



Drive Group2 



ふ 




X Cancel I 


c ブ」 ii. Next 》 


⑤ DG 確定後、以下のスパン定義画面が表示されます。 

⑥ 画面左側 Array With Free Space 欄から、 DG 〇を選択し [Add to SPAN ] をクリックして、 
画面右側 Span 觀こ DG を設定します 0 
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⑦続けて DG1 を選択し [Add to SPAN] をクリックします。2つの DG が画面右側 Span 欄に設 
定後、画面右下の [Next] をクリックします。 



⑧ VD 定義画面が表示されます。画面左側へ必要なパラメータを入力し、画面中央下の 
[Accept] をクリックします。 
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⑨画面右側の欄に、 DG0 と DG1 がどちらも VD 0に定義されていること確認し、画面右下の 
[Next] をクリックします。 



X Cancel 


BacK 


W "0 各スパンの八ードディスクドライブが 2 台の組み合わせ以外でも RAID 10 が 
作成できる場合がありますが、本製品は各 DG の八ードディスクドライブが2 
台ずつの組み合わせの RAID 10以外はサボートしていません。構成しないでく 
ださい。 


⑩ ” Preview” 画面が表示されますので、設定した VD に誤りがなければ、画面右下の [Accept] 

をクリックします。 



⑪ “Save this Configuration?” と確認のメッセージが表示されますので、 [Yes] をクリック 
します。 

⑫ “All data on the new Virtual Drives will be lost. Want to Initialize?” と構築した VD に対 
してファストイニシャライズを実施するか否かを確認するメッセージが表示されます。 
ファストイニシャライズを実施する場合は [Yes] をクリックしてください。 
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⑬ “Virtual Drives ” 操作画面が表示されます。他の操作を行う必要が無い場合は、画面左 
下の [ Home ] をクリックしてください。 

⑭ WebBIOS トップ画面が表示され、画面右側に構築した VD が表示されます。 
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VD Definition 設定項目 

「Configuration Wizard 」 の設定項目一覧です。 


設定項目 

パラメータ 

備考 

RAID Level 

RAID 0 / RAID 1 / RAID 5 / RAID 6 / 

RAID 00/ RAID 10 / RAID 50 / RAID60 

RAID 00と RAID 60 は未サ 
ポート 

Strip Size 

8 KB/16 KB/32 KB/64 KB/128 KB/ 

256 KB/512 KB/1024 KB 

奨励設定値： 64KB 

Access Policy 

RW / Read Only / Blocked 

奨励設定値： RW 

Read Policy 

Normal / Ahead / Adaptive 

奨励設定値： Normal 

Write Policy 

WBack / Wthru 

WBack :ライトバック 
WThru :ライト スルー 

WrtThru for BAD BBU 

チェックあり/チェックなし 

Write Policy をライトバッ 
クに設定している場合の 
モードを選択します。 

チェックあり： 

通常ライトバック 
チェックなし： 

常時ライトバック 

奨励設定値:チェックあり 

10 Policy 

Direct / Cached 

奨励設定値： Direct 

Disk Cache Policy 

Unchanged / Enabled / Disabled 

奨励設定値： Disabled 

Disable BGI 

No / Yes 

VD 作成後(こ Back Ground 
Initialize を実施するか否か 
を設定します。 

奨励設定値： No 



• BGKBack Ground Initialize ) は以下の VD でのみ動作します。 

ーハードディスクドライブ5台以上で構成された RAID 5 の VD 
一八ードディスクドライブ7台以上で構成された RA 旧6の VD 

• RAID 5、 RAID 6、 RAID 50 をご使用の場合は、別途 N 8103 -11 9 
アップグレードキットを増設してください。 N 8100 -1590 の場合は全 
RAID をサボートしているので不要です。 

• N 8103 -11 9アップグレードキットを増設していない場合にも RAD 
Level 欄に RAID 5 が表示されますが、選択しないでください。選択して 
も構成情報のセーブに失敗します。その場合は最初からやり直してくだ 
さい0 
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ライトキャッシュ設定 (Write Policy ) については 、 WrtThru for BAD BBU との組み合わせによ 
り、以下のモードがあります。お客様の環境に合わせて設定してください。 




WrtThru for BAD 巳巳し！ 



チェックあり 

チェックなし 

Write Policy 

WBack 

通常ライトバック 
書き込み時にキャッシュメモリを 
使用しますが、バッテリの異常時 
や充電が完了していない場合に 
は、自動的にライトスルーに切り 
替わるモードです。データ保持の 
観点からも安全性が高いため、本 
モードに設定することを奨励して 
います。 

常時ライトバック 
バッテリの状態およびバッテリの 
有無にがかわらず、書き込み時に 
常にキャッシュメモリを使用しま 
す。本モードに設定する場合は、 
必ず無停電電源装置 ( UPS ) を使用 
してください。 


WThru 

ライトスルー 

書き込み時にキャッシュメモリを 
使用しないモードです。データ保 
持の観点から最も安全性が高い 
モードですが、書き込み性能はラ 
イトバック設定に比べ劣ります。 

※本モードはありません。 

VD 作成時に WrtThru forBAD 

BBU にチェックを入れなくても、 
作成後に自動的にチェックが入り 
ます。 



• 常時ライトバックを選択した場合は、バッテリ異常時、または充電が不 
十分である場合もライトバックで機能します。このため、停電時に 
キャッシュメモリ内のデータが消えてしまう場合があります。 

• 常時ライトバックを使用する場合は、必ず無停電電源装置 ( UPS ) を使用 
してください。 
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ディスクキャッシュ設定 (Disk Cache Policy ) には、以下のモードがあります。ご使用の環 
境に合わせて設定してください。 


項目 

説明 

Unchanged 

• 物理デバイスが持つデフォルトのライトキャッ 
シュの設定を使用するモードです。 

• デフォルトの設定値は、弊社出荷時の設定と異な 
る場合があるため、本モードに設定しないでくだ 
さい。 

Enabled 

• 物理デバイスのライトキャッシュを常に使用する 
モードです。 

• 本モードに設定する場合は、必ず無停電電源を使 
用してください。 

Disabled 

• 物理デバイスのライトキャッシュを使用しない 
モードです。 

• 性能は上記の Enable 設定と比べると劣りますが、 
データ保持の観点がら最も安全性が高いモードで 
す。 

• データ保持の安全性の観点から、本モードに設定 
することを奨励しています。 


詞 • ディスクキャッシュの設定を Unchanged とした場合、物理デバイスの 
Ifaj デフォルトの設定値は、弊社出荷時の設定と異なる場合があるため、本 

モードには設定しないでください。 

• ディスクキャッシュの設定を Enable にすると、物理デバイスのライト 
キャッシュを使用します。このため、停電時に物理デバイスのキャッ 
シュメモリ内のデータが消えてしまう場合があります。 

• 物理デバイスのライトキヤッシュを使用する場合は、必ず無停電電源を 
使用してください。 


RAID Level と Stripe Size 以外は VD 作成後変更することができます。 WebBIOS トップ画面で 
[Virtual Drives ] をクリックし、 Policies 枠内の設定を変更した後 [ Change ] ボタンをクリックし 
てください。 
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各種機能操作方法 

整合性チ： !: ック (Check Consistency ) 機能 

整合性チェック (Check consistency ) は VD の整合性をチェックするための機能です。 
WebBIOS では以下の手順で実施してください。 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Drives ] をクリックします。 

③ Virtual Drives 画面右上より、整合性チェックを実行する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面右下より、 Check Consistency チェック欄をクリックします。 

⑤ チェックマークを確認した後、 [ Go ] をクリックします。 



，③ 


④ 


⑤ 


⑥ VD 構築後1回目の Consistency Check に対しては、以下の警告文が表示されることがあ 
ります。 Consistency Check を行う場合は、 [ Yes ] をクリックしてください。このときに 
不整合が多数検出されることがありますが、故障ではありません。 


MeaaRMD BIOS Config Utility Confirm Page 


The uirtual driue has not been initialized. 

Running a consistency check nay result in inconsistent messages in the log. 
Are you sure you uant to continue? 


- - T" 


⑦ Virtual Drives 画面左に、 Check Consistency の進搂が表示されます。 
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⑧ Virtual Drives 画面左下の [ Home ] をクリックして、トップ画面に戻ってくださし、 


MeaaR^ID BIOS Config Utilitu Uirtual Drives 


♦"ぐ l 4 f 


LSI: 



Abort Progress 

VDO 


Operation 

Check Consii 
Progress 


1 


bil 


±1 


C Fast Initialize 
C Slow Initialize 
C Check Consistency 
C Properties 

p Set Boot Drive (current=0) 
^ Go I id Reset I 


wO VD を作成した後、 1 回目に実施する整合性チェックでは未使用領域の整合性 
が取れていない可能性があるため、不整合箇所を多数検出し、警告□グが登録 
される可能性があります。 
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マニュアルリビルド機能 

故障したハードディスクドライブの交換することで、リビルドは通常ホットスワップ（活栓揷 
抜）で行うことができます。本体装置の電源をオフにしてからハードディスクドライブを交換 
した場合、自動的にリビルドを開始しません。その場合には、以下に説明するマニュアルリビ 
ルド機能を用いて VD を復旧してください。 


• ホットスワップで八ードディスクドライブを交換してリビルドする場合 
は、オペレーティングシステムまたは WebBIOS を立ち上げた状態で 
ディスクを交換してください。 

• リビルドの進渉は Universal RAID Utility の画面で確認するか、あるい 
は WebBIOS のトップ画面でリビルド中の Virtual Disk をクリックする 
ことで確認できます。 

• WebBIOS でリビルドの進渉画面を表示したままにすると本体装置に 
よっては処理が遅くなる場合があるため、確認後トップ画面に戻ってく 
ださい。 


ハードディスクドライブ3台を用いて RAID 5 の VD を構築している環境において、ハードディ 
スクドライブが1台故障したケースを例に説明します。今回は活栓交換を行わず装置の電源を 
オフにしてから故障したハードディスクドライブを交換しているため、オートリビルド機能は 
動作しません。そこで、以下で説明するマニュアルリビルド機能を用いて VD を復旧します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右側の交換したハードディスクドライブのステータスが” 
Unconfigured Good ” となっていることを確認してください。例ではス□ット番号2のハードディ 
スクドライブを交換しています。 

PD Missing : BackPlane 252: Sbt 2 という表示は、「スロット番号2に取り付けられていた VD を構 
成するハードディスクドライブが存在していない、あるいは構成がら外されている」ことを示し 
ています。 

② トップ画面右側より、新しく接続したハードディスクドライブ（ここではス□ット番号2 
の八ードデイスクドライブ)をクリックします。 



③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 
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④画面下の” Make Global HSP ” または、リビルドしたい DG を選択して” Make Dedicated 
HSP ” をチェックし、画面中央下の [ Go ] をクリックしてください。 



④ 


⑤リビルドの進埗が画面下に表示されます。 [ Home ] キーを押してトップ画面に戻ってくだ 
さい。 


MeaaRMD BIOS Config Utilitu Driue 






Enclosure ID 





"" O 整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクション等のバックグランドタ 
スクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてください。進渉画面を 
表示したままの状態では、本体装置によってはバックグランド処理が遅くなる 
場合があります。 
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⑥リビルド中、トップ画面は以下のように表示されます。リビルド中の Physical Drive をク 
リックするとリビルドの進搂画面が表示されます。 



⑦リビルドが完了するとリビルドしていた Physical Drive のステータスは〇 nline になり、 
VD のステータスは〇 ptimal になります。 
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ホットスペアの設定 

ハードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している璟境において新たにハー 
ドディスクドライブを追加し、そのハードディスクドライブを Hot Spare Disk に設定するケー 
スを例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右側において、追力□したハードディスクドライブの 
ステータスが” Unconfigured Good ” であることを確認します。 

② トップ画面右側より、新しく接続したハードディスクドライブ(この例ではス□ット番号 
3の八ードデイスクドライブ)をクリックします。 



③ Physical Drive のプ□パティ画面が表示されます。 
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④画面左下の” Make Global HSP ” をチェック、またはホットスペアを設定したい DG を選 
択した上で” Make Dedicated HSP ” にチェックを入れ、画面中央下の [ Go ] をクリック 
してください。 


項目 

説明 

Global HSP 

全ての DG に対し使用可能なホットスペアのことです。 

Dedicated HSP 

特定の DG に対し使用可能なホットスペアのことです。 
設定する際には、使用する先の DG を指定する必要が 
あります。 



⑤新しく接続したハードディスクドライブのステータスが” GL HOTSPARE ”、 あるいは 
DED HOTSPARE ” になります。 
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⑥画面左下の [ Home ] をクリックして WebBIOS のトップ画面に戻つてください。 
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リコンストラクション機能 

ハードディスクドライブ3台を用いて、 RAID 5 の VD を構築している環境において新たにハー 
ドディスクドライブを追加し、ハードディスクドライブ4台 RAID 5 の VD へ変更するケースを 
例に説明します。 

① WebBIOS を起動します。トップ画面右側において、追力□したハードディスクドライブ 
の ステータスが” Unconfigured Good ” である ことを確認します。 

② トップ画面右側より、リコンストラクションを行いたい VD (この例では、 VD 0) をクリツ 
クします。 



③ VD の設定画面が表示されます。 


MeaaRAID BIOS Config Utility Uirtual Driue 


a ^\m Ut 


L5l^t 


C Remove drive 


Properties 

RAID Level: 5 Status: Optimal Strip Size: 64 KB 
Capacity: 135.312GB 


Policies 

Access I" rtj 
U rite 


▼ Head 

T Disk Cache 


| UBack y Disk Cache | Disable 

|7 Use urthru for failure or missing batter! 

Disable I Nfo - I/O f Direct 

BGI 1 - m _ 

j Change I 


Operations 

O DelLocate o Fast Init 

El cc Go | 


Slou Ii 


▼ 



C Migration only 


▼ 


fjff! Migration with addition 


Backplane: (252), Slot:4, SAS, HDD, 6 


nJ 


_ 


•£>. Reset | V G 〇 I 
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④画面右側に、リコンストラクション機能に必要な項目が表示されています。 



. 严！ Remove drive 

Backplane: (252), Slot:0, S 
一 ，: i Backplane: (252), Slot:l,S T 

W E 

f Migration only 

T-. ?, tt -. cr 



■=r?i Migration with addition 


Backplane: (252 し Slot : も SAS, HDD, 6 

m 



Reset ^ Go 

k 


VD が定義されている DG を 
構築するハードディスクド 
ライブ情報 


Migration Only : 

RAID レベルの変更のみ 

Migration with addition : 
ハード デイ スクドライブの 
追加および RAID レベルの 
変更 


⑤ “Migration with addition ” を選択します。 

⑥ リコンストラクシヨン後の RAID レベルを決定します。 

⑦ 追力□するハードディスクドライブを選択します。 

⑧⑤〜⑦の操作完了後、画面右下 [ Go ] をクリックしてください。 

⑨画面左下に進埗が表示されます。画面左下の [ Home ] をクリックして、 WebBIOS トップ 
画面に戻ってください。 


两"〇 • リコンストラクシヨン実行後に、 VD の容量が正常に表示されない場合 

があります。その場合はトップ画面から Scan Devices を実施してくだ 
さい0 

• 整合性チェック、リビルドおよびリコンストラクシヨン等のバックグラ 

ンドタスクを実行中は WebBIOS トップ画面に戻るようにしてくださ 
し、。進渉画面を表示したままの状態では、本体装置によってはバックグ 
ランド処理が遅くなる場合があります。 
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Locate 機能 

Locate はハードディスクドライブの LED を点灯、または点滅させ、スロット位置を確認する 
コマンドです。 VD またはホットスペアディスクの追加、リコンストラクション、ハードディ 
スクドライブの予防交換などを行ラ場合は事前にハードディスクドライブのス□ット位置を 
確認することをお奨めします。 

Locate コマンドの実行手順 (WebBIOS の場合） 

① WebBIOS のトップ画面右側で確認する Physical Drive をクリックしてください。 

② Physical Drive のプロパティが表示されます。 Locate のチエック欄をクリックしてくださ 
い0 

③ [ Go ] をクリックしてください。ハードディスクドライブの LED が点灯、または点滅しま 
す0 


MeqaR^ID BIOS Config Utility Drive 


迄 — 0JI f 





③ 


企 


Save the Changes 
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Slow Initialize 機能 

Slow Initialize は VD のデータ領域の全セクタに0ライトし、初期化する機能です。 WebBIOS 
で実施する場合は以下の手順で実施してください。 

① WebBIOS を起動します。 

② WebBIOS トップ画面より、 [Virtual Drives ] をクリックします。 

③ Virtual Drives 画面右上より、 Slow Initialize を実行する VD を選択します。 

④ Virtual Drives 画面右下より、 Slow Initialize のチェック欄をクリックします。 

⑤ チェックマークを確認した後、 [ Go ] をクリックします。 



③. 


④, 


⑤, 





WebBIOS の Configuration Wizard で VD を作成するときは 、 Fast 
Initialize を実行しパーティション情報が書かれている先頭セクタのみを 
クリアします。 


Slow Initialize は完了するまで時間がかかります。 
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WebBIOS と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後、 RAID システムのコンフィグレーション、および管理、監 
視を行うユーティリティとして 、 Universal RAID Utility があります。 

WebBIOS と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき点について説明します。 


WebBIOS と Universal RAID Utility は、使用している用語に差分があります。 WebBIOS と 
Universal RAID Utility を併用するときは、以下の表を元に用語を組み替えてください。 


WebBIOS の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューア 

raidcmd コマンド 

Controller ( Adapter ) 

RAD コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Disk 

論理ドライブ 

Logical Drive 

Disk Group 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Drive 


番号と旧 

RAID システムの各コンポーネントを管理するための番号は、 WebBIOS と Universal RAID 
Utility では表示方法が異なります。以下の説明を元に識別してください。 


Adapter と RAID コント□ーラ 

WebBIOS は、 Adapter を0オリジンの番号で管理します。 Adapter の番号を参照するには、 
Home メニューの” Adapter Selection ” で表示する [Adapter No ] を参照します。 

Universal RAID Utility は、 RAID コント□—ラを1オリジンの番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAD コント□—ラの番号を参照するには、 RAID ビューアでは RAID コント□— 
ラのプロパティの[番号]を、 「 aidcmd コマンドでは、 RAID コント□—ラのプロパティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する Adapter 
番号も RAID コント□—ラのプロパティの [ ID ] で参照できます。 


Virtual Disk と論理ドライブ 

WebBIOS は 、 Virtual Disk を0オリジンの番号で管理します 。 Virtual Disk の番号は 、 Virtual 
Disk の [VD X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、論理ドライブを1オリジンの番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パティ 
の[番号]を、 「 aidcmd コマンドでは、論理ドライブのプロパティの [RAID Controller#X Logical 
Drive #丫]を参照します。また 、 Universal RAID Utility では、 WebBIOS の管理する論理ドライ 
ブ番号も論理ドライブのプロパティの [ D ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

WebBIOS は、ディスクアレイを0オリジンの番号で管理します。ディスクアレイの番号は、 
Drives や Virtual Disk の [DG X ]を参照します。 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを1オリジンの番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パ 
ティの[ディスクアレイ]を、 「 aidcmd コマンドでは、ディスクアレイのプロパティの [RAID 
Controller #X Disk Array # Y ] を参照します。 


Physical Drive と物理デバイス 

WebBIOS は 、 Physical Drive をスロット番号、コネクタ番号の2つの〇オリジンの番号で管理 
します。これらの番号は 、 Physical Drives のプ□パティで参照できます。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを1オリジンの番号と D 、エンクロージャ番号、ス□ッ 
卜番号で管理します。番号は、接続している物理デバイスを [ D ] の値を元に昇順に並べ、値の 
小さいものから順番に1オリジンの値を割り当てたものです。 ID は WebBIOS で表示するス 
□ット番号と同じ値です。エンクロージャ番号とスロット番号は、1オリジンの番号です。 
Universal RAID Utility でこれらの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、物理デバイスの 
プロパティの[番号]と [ D ]、 [エン クロージャ]、 [ス□ット]を、 「 aidcmd コマンドでは、物理デ 
バイスのプ□パティの [RAID Controller #X Physical Drive # Y ] と [ ID 〕、[ Enclosure ]、[ Slot ] を 
参照します。 


優先度の設定 

WebBIOS は、 RAID コント□—ラのリビルド優先度、パト□—ルリード優先度、整合性チエツ 
ク優先度の設定項目を数値で表示/設定しますが 、 Universal RAID Utility は、高/中/低の3つの 
レベルにまるめて表示/設定します。 



• WebBI 〇 S では、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も 
設定できますが、 Universal RAID Utility ではバックグラウンドイニシャ 
ライズの優先度は設定できません。 

• Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定できますが、本製品では 
初期化優先度を設定できません。そのため、 RAID ビューアのプロパ 
ティの[オプシヨン]タブに[初期化優先度]の項目を表示しません。また、 
raidcmd コマンドで初期化優先度を設定すると失敗します。 
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それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応については、以下の表を参照してください。 


WebBIOS での設定値と Universal RAID Utility の表示レベル 


項目 

WebBIOS の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

80〜100 

高 ( High ) 

31-79 

中 ( Middle ) 

0-30 

低 ( Low ) 

パト□ールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

80〜100 

高 ( High ) 

31-79 

中 ( Middle ) 

0-30 

低 ( Low ) 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

80〜100 

高 ( High ) 

31-79 

中 ( Middle ) 

0-30 

低 ( Low ) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定する値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

WebBIOS の Rebuild Rate 

高 ( High ) 

90 

中 ( Middle ) 

50 

低 ( Low ) 

10 

パト□ールリード優先度 

WebBIOS の Patrol Read Rate 

高 ( High ) 

90 

中 ( Middle ) 

50 

低 ( Low ) 

10 

整合性チェック優先度 

WebBIOS の CC Rate 

高 ( High ) 

90 

中 ( Middle ) 

50 

低 ( Low ) 

10 


RAID 6 の論理ドライブの作成 

Universal RAID Utility では、 RAD 6の論理ドライブを作成するには、4台以上の物理デバイス 
が必要です。3台の物理デバイスで RAID 6の論理ドライブを作成するには、 WebBIOS を使用 
してください。 


WebBIOS を用いても、3台の物理デバイスを使用した、「ストライプ容量が 
8 KBJ でかつ 「RAID 6」の論理ドライブはサポートしていません。 
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■ J セツト 


本装置が動作しなくなったときに参照してください。 

リセットにはスイッチによるハードリセツトとキーボードからのソフトリセットの2つがあ 
ります。 


リセットは、本装置の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアして 
しまいます。ハングアップしたとき以外でリセットを行うときは、本装置がな 
にも処理していないことを確認してください。 


ド IJ セツ 



本装置前面にある RESET スイッチを押します。 


ボ ESET スイッチ 



〇 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しながら、 < Delete > 
キーを押してください。リセットを実行します。 
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強制電源 OFF 


〇 S からシャットタ'ウンできなくなったときや、 POWER スイッチを押しても電源を〇 FF にで 
きなくなったとき、リセットが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイッチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に 〇 FR こなります。 （電 
源を再び ON に するときは、 電源 〇 FF から約10秒ほど待ってから電源を 〇 N にしてください。） 


wO リモートパワーオン機能を使用している場合は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 



POWER スイツチ 
(4 秒以上押す） 
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